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　深遠な闇やみの底から、地上の光を求めるように。

　その「手」は、植物のごとく地面から突き出した。

　手は、わずかにあたりを探るような動きで這はい回ると、やがてかぶさっていた土くれを押しのけて全ぜん貌ぼうを現す。

　それは一人の少女。

　泥どろだらけの体を軽く掃はらうと、少女はあたりを見回す。夜の墓ぼ地ちに人の気配はなく、ただ月光がその裸ら身しんを白く照らすのみだ。

　少女は歩き出す。

　その人影が林の中に消えていくと、あたりはまた静せい寂じやくに包まれた。
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　　　　１




　皮肉なほど天気がいい。

　空は青く、風は涼すずしく、水の音が心ここ地ちよく耳を撫なでる。非の打ち所のないほどうららかな春の午後。

　目の前にはパチパチと元気よく爆はぜる焚たき火。そこには枝に刺した魚が数匹、香ばしい匂いを立てて身を焦こがしている。

　そろそろ食べごろか。

　適当に一匹を選んで持ち上げると、レベンスは軽く煤すすを払ってかぶりつこうとした。

　そのとき。

「レベンス」

　ふいに少女の声がした。

　水浴び中のエリザが、やっと戻ってきたかと思った彼は、

「ちょうど焼けたぞ、おまえも早く食べ──」

　そこでポロッと魚を落とす。




　少女は全ぜん裸らだった。




「お、おいっ！　なんて格かつ好こうしてやがる……っ!?」

　白い裸ら身しんから幾いく筋すじもの水滴をぽたぽたと垂たらし、少女は長い銀色の髪かみで体を覆おおうようにして歩いてくる。一応、布切れで体を隠かくしてはいるが、豊かな双そう丘きゆうは完全にこぼれて存在を満天にさらしている。いっしょに旅をして以来、少女は肌はだをさらすことに無む頓とん着ちやくだから困ったものだ。

「んー？」少女はあっけらかんと全裸で歩み寄ってくる。「着替え、どこ？」

「そ、そこに干してあるだろう！」

「でも、濡ぬれてる」

「替えはどうしたんだ」

「ぜんぶ、洗った」

「おまえは阿あ呆ほか」

　すると少女はムッと唇くちびるをとがらし、「阿呆じゃ、ないし」と反はん論ろんした。上うわ目め遣づかいに相手を睨にらむ顔はいかにも不ふ服ふくそうだが、やはりどこか幼い。

「とにかく何か着ろ！」

　彼は荷物の上の外がい套とうをひっつかみ、乱暴に放り投げる。少女はそれを空中で受け止め、少し眺めたあとに腕を通す。水滴が外套に染しみ入り、少女の体に張り付くような格好になる。

「これ、ぶかぶか」

「知らん！」

　彼は気まずい雰ふん囲い気きをごまかすように、さっき落とした魚を拾い、汚れを落としてかじりつく。

　まったく……と呆あきれ果てる。

　これが天下の『剣けん聖せい殺し』とは。

　世界を統治する七人の剣聖。それは神にも匹ひつ敵てきする最強にして至し高こうの存在だ。この少女エリザベート・ローザ・ショコラティエはその剣聖と真っ向から戦い、四人までも討うち果たした。そうすることで、剣聖が『剣けん魔ま』という化け物になってしまうのを未然に防いでいるという。実際にレベンスも、剣聖ドラセナが剣魔と化し、無差別に人を殺すところを目もく撃げきした。

　そして彼女は『世界の敵』となった。平和を司つかさどり、人々を独どく裁さい者しやの圧政から救ってきた剣聖を倒したのだから、それも当然だった。仇かたき討うちの相手を見つけるためにエリザと同行しているレベンスも、少女ともども世界中から追われるハメになっている。レベンスとしてはこれ以上ないほど危ない橋であることは重々承知の上だが、それでも家族を殺し、故こ郷きようを滅ほろぼした『光る眼の剣士』を討うつまでは引き下がるわけにはいかないのだった。

「ふー、ふー」

　目の前には、アヒルのように唇くちびるを突つき出し焼き魚を冷ます少女。前ぜん傾けい姿勢になった途と端たんに、胸の谷間が襟えり元もとから大だい胆たんに覗のぞき、「う……っ」とレベンスは視線をそらす。

　こんなにあどけない、幼い面おも持もちの少女が、なぜ剣けん聖せいを倒すなどという無む謀ぼうなことをしているのかは、いまだに彼も知らない。

「はむっ……ふぅ……」

　エリザは小さな口をいっぱいに開けて魚にかぶりつく。夢中で食べる様子は腹を空すかせた子猫のようだ。

「あーあー、汁がこぼれてるじゃねぇか！　もっと上手に食べろ」

　呆あきれたふうに言いながらも、彼はエリザの口元を布地で拭ぬぐってやる。「ふもふもぉ」とエリザは顔を拭ふかれて変な声を出す。

　やがて昼食が終わる。

　天気がよく、風も強いので洗せん濯たく物ものは乾きが早い。エリザは外がい套とうをはらりと脱ぐと、干していた下着を手に取りいそいそと着替え始める。あられもなく再び肌はだをさらす少女に「またおまえは……っ！」と娘むすめを叱しかる父親のように彼は声を荒げる。

「だめ」

「は？」

「こっち、見ちゃ、だめ」

「さっきは全ぜん裸らで出てきたのにか？」

「のぞき、よくない」

　レベンスは言い返そうと思ったが、裸の少女と口こう論ろんするわけにもいかず、仕方なく背を向ける。自分から見せるのはかまわないが、見られるのはイヤ。そういう少女の理屈はいまだに理解できない。

　──こんなのが、世界の敵『剣聖殺し』とはなあ……。

　レベンスは首をひねって呆れる。ハヅキ・ユキノシタ、ルドベキア・マキシマム、ロサ・ガリカ・ヴァリエガータ、ドラセナ・ゴールドコースト。名だたる世界最強の剣士を四人も撃げき破はし、エリザは世の中を大混乱に陥おとしいれている。残る剣聖は三人──エリオット・コンスタンス、ルピナス・カーネイション、そしてカレン・デュランダル。三人との戦いがどうなるのか、そのうちの誰だれが彼の『仇かたき』なのか。その先に待ち受ける運命は途と方ほうもなく重いのに、当のエリザには焦あせりも気負いも全く感じられない。それが彼には相変わらず不ふ思し議ぎだった。

「うわ……」

　少女に貸した外がい套とうは、拾い上げると水滴でぐっしょり濡ぬれている。

　彼は湿っぽい外套をギュッと絞しぼり、人知れず深いため息を吐つくのだった。
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　支し度たくが終わると、二人は出発した。

　昨日きのうまでは草木を掻かき分けて進むような獣けもの道みちで、途中何度も馬が立ち往おう生じようをした。だが、今日の山道は割合に開けており、天気が良いのも手伝って馬は機き嫌げん良さげに鼻を鳴らして闊かつ歩ぽする。

　手た綱づなを握るのはレベンス、そしてその両腕にすっぽりと収まるようにエリザ。すっかり定位置となった二人の後ろでは、荷物がかすかな金きん属ぞく音おんを鳴らす。そこには今までに奪った四本の聖せい剣けんが仕し舞まわれている。

　ふと、彼はあの日の言葉を思い出す。

　──一人はあなたと似た者。もう一人はあなたと相あい容いれぬ者。最後は、神の領りよう域いき。

　ドラセナは、残る三人の剣聖をそう表現した。

　一番気に掛かるのは最後の表現だ。

「神の領域……か」

　レベンスからすれば、剣聖は七人とも雲の上の存在、まさに神様のようなものだ。最強と謳うたわれたドラセナなどはその中でも最上位の存在で、その彼女をして神と言わしめる剣聖が誰だれなのか、あれからずっと気に掛かっている。

　そして、その胸むな騒さわぎは現実のものとなる。

　平へい坦たんな道を進み、横を流れる小川が少し広くなったころだ。

「レベンス」

「ん？」

「誰か、いる」

　ふいにエリザが体を強こわ張ばらせる。その視線は左手にある林の奥に注そそがれている。

「なんだ……？」

　馬を停め、彼も林のほうを窺うかがう。鬱うつ蒼そうとした木々の向こうから、何か人影のようなものが近づいてくる。その手には日ひ傘がさらしきものを持っており、どうやら若い女性のようだ。

　変だ。

　こんな山中に旅人などまずありえない。もしいたとしても、若い女性がふらふらと軽けい装そうで歩いてくるだろうか。一番近い村でも歩き通しでゆうに一いつ昼ちゆう夜やかかる距きよ離りだ。

　二人がその場で待っていると、女性は林と獣道の境さかい目めあたりで立ち止まった。

　近くで見ると文句なく美しかった。

　白い服ふくは険けわしい山道を抜けてきたとは思えぬほど薄うす手での布地で、細かな刺し繍しゆうが高級感を醸かもし出す。そよ風で翻ひるがえると、細くて白い脚あしが露あらわになり、長い水色の髪かみが涼すずやかになびく。

「こんにちわぁ」

　女性は甘ったるい声こわ音ねで挨あい拶さつをした。

「お、おう」

　レベンスは思わず返事をする。

「今日きようわぁ、お日様がぽかぽかしてぇ、すごぉくいいお天気ですねぇ」

　女性は眩まぶしそうに木こ漏もれ日を見上げる。たまたま散歩中に近所の人と出会ったような世間話に、レベンスもエリザも顔を見合わせる。

「みなさんわぁ、こんなに山奥でぇ、いったい何をしてるんですかぁ？」

「というか、あんたこそ何してるんだ？」

　レベンスは当然のことを聞き返す。

「えーとぉ……」

　女性は日ひ傘がさを畳たたみ、頬ほおに指を当てて考える。

「ちょっとぉ、人を探していてぇ、こんなところに来ちゃったんですぅ」

「人？　こんなところで？」

「そうでぇす」

「…………」

　彼はますます戸と惑まどう。こんな人里離はなれたところで、人を探している？

　もしかして頭がおかしいのか、陽気がいいしな……と思ったが、それにしても若い女性が一人でのこのこやってくるような場所ではない。謎なぞはますます深まるばかりだ。

　さっさと立ち去るべきかとも思ったが、一方で女性には妙みような存在感があり、彼はとりあえず尋たずねてみた。

「で、その探しているのはなんて奴やつなんだ？」

「よくぞ聞いてくれましたぁ」

　女性は指をピッと立てて、得意げに言った。

「世間を騒さわがす、『けんせいごろし』って人を探してまぁす」

　レベンスはぎょっとする。エリザの顔もびくりと強こわ張ばる。

「へ、へえ……」彼はとりあえず話を合わせる。「なんでまた『剣けん聖せい殺し』を探すんだ？」

「なんでってぇ、そりゃあ、私はそういうお仕事だものぉ」

「お仕事？」

「そうよぉ、『けんせいごろし』を探すお仕事。それでぇ、苦労したけどぉ、やっと見つけたのぉ」

　女性はそこではっきりとエリザを見て、こう言った。




「そうよねぇ、剣聖殺しぃ？」




　──な!?

　レベンスは驚おどろく。

　それと同時に、エリザが「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ！」と鋭するどい声で叫ぶ。馬の背に括くくってあった荷物がブルッと震ふるえ、中から漆しつ黒こくの大剣が飛び出す。それは馬から飛び降おりたエリザの手にがっちりと握られる。

「何者だ!?」

　レベンスも馬から下りて、警けい戒かいしながら叫さけぶ。

「そうそう、自己紹介が遅れましたぁ」

　女性は優ゆう雅がな手つきで日ひ傘がさを放り捨てると、にっこり微笑ほほえんだ。

「私の名前わぁ、カレン・デュランダルっていうのぉ。はっきり言うとぉ──」

　可愛かわいらしいほどに小首を傾かしげ、女性は告げる。




「剣けん聖せいでぇす」




　ざあっ、と木々がざわめく。

　レベンスの全身にも戦せん慄りつが走る。まさかこんな山奥で剣聖に遭そう遇ぐうするとは……！

「驚おどろきましたぁ？」

　剣聖と名乗る女性は楽しげに微笑ほほえむ。デュランダルといえば剣聖の中でも首しゆ領りよう格かくと目される存在で、その実力は最強のドラセナとしばしば並び称される。いかにも良いところのご令れい嬢じようといった雰ふん囲い気きはドラセナのときと似ているが、今回は輪を掛けて剣士らしくない。これではまるで世間知らずの箱入り娘むすめだ。

　まだ一いち抹まつの疑ぎ念ねんを抱いだきつつも、レベンスは相手のことをじっと警けい戒かいする。彼の胸中には、探し求めてきた『仇かたき』のことが思い起こされていた。その『光る眼めの剣士』と呼ばれる剣けん魔まは、レベンスの故こ郷きようを滅ほろぼし、家族を皆殺しにした。もし目の前の女性が仇だとするなら、彼の宿願はついにその時を迎えたことになる。

「いやぁん、二人ともそんなに怖い目で睨にらまないでぇ」

　女性はふざけたように話しかけてくる。まだ聖せい剣けんを出す様子はない。

「……なぜここが分かった？」

　すり足で距きよ離りを取りつつ、彼は尋たずねる。そんな質問に意味がないとは分かっているが、今はとにかく間が欲しかった。相手は一いつ見けん無む防ぼう備びだが、それがかえって怪しい。

「あ、分かったぁ」デュランダルは体をくねっと動かしてずばり言い当てる。「罠わなだと思ってるでしょぉ？」

「…………」

「だいじょうぶよぉ」

　剣けん聖せいは軽い感じで「そんな小こ細ざい工く、必要ないからぁ」と言った。

「……必要ない？」

「そうよぉ」

　デュランダルはさも当然といったふうに言い切る。

「だってぇ、罠わななんか張らなくてもぉ、ぜったいあなたたちに負けることはないしぃ」

　そのときだ。

　ピクッ、とエリザが反応し、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。

「あ、今ちょっと怒ったぁ？　その顔はもしかしてぷんぷん？」

「べつに、怒って、ないし」

　エリザは思い切り怒った顔で言う。

「ほらぁ、やっぱり怒ってるぅ」

「…………」

「そんなに睨にらんでもぉ、勝敗は変わらないのよぉ？」

「ぜったい、わたしが、勝つから」

「ムリムリ、それはムリよぉ？」剣聖は即そく座ざに否ひ定ていする。「あなたが勝つ可か能のう性せいはこれっぽちもないのよぉ？」

「そんなの、やってみないと、わからない」

「わかるのよねぇ、これが」

「どうして？」

「だってあなたが、すごぉく弱いからぁ」

「む……っ」

　エリザはますます不ふ服ふくそうな顔になる。構えた剣をさらにぐっと後ろに引き、いよいよといった感じで切っ先をまっすぐ相手に向ける。

　相手はなおも余よ裕ゆうだ。構える気配はおろか、聖せい剣けんを出すそぶりもない。にこにこと微笑ほほえんだまま、まるで戦う気がないように突つっ立っている。

「……っ」

　エリザは相手を睨にらみつけるが、一方で相手への警けい戒かい心しんが先立つのかすぐには攻こう撃げきしない。じりっ、じりっと間を詰めるように足を動かすが、それもやがて止まる。レベンスと同じく、どうにもこの相手はおかしい、罠か、あるいは他の狙いがあるのか。そんなことを窺うかがうように視線が剣聖やその周囲に走る。

「うふふ……」剣聖はエリザを見て挑ちよう発はつ的てきな微び笑しようを浮かべる。「そんなに警戒してぇ、もしかして怖くなっちゃったぁ？」

「ぬ……」

　エリザはぴくぴくと頬ほおを動かすが、まだ動かない。

　その様子を見て取ったのか、剣けん聖せいはさらにからかうような行動に出る。

「ほら、遠えん慮りよしないでぇ？」

　──おい、本当か……っ!?

　あろうことか、剣聖はいきなりくるっと背を向ける。

「あ……」

　エリザが目を見開く。この挑ちよう発はつ的行動には堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたらしく、少女はギッと奥歯を噛かんだ。

　次の瞬しゆん間かん。

　少女は大地を蹴けった。相手に向かって一直線に突とつ撃げきし、即そく座ざに間合いを詰める。大剣の先せん端たんが黒い光となって剣聖の背中を襲おそう。

　だが、剣聖はすっと振り返るような動作をして、攻こう撃げきをひらりとかわした。まるでエリザの大剣が相手の体をすり抜けたような早はや業わざ。

　エリザは一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をしたが、すぐさま体勢を立て直し、今度も敵の背中に斬きりかかる。

　だが、これも同じ結果だった。

　薄うすい紙に風を送ったように、剣聖はひらりと攻撃をかわす。その動きは人間離ばなれしており、ほとんど相手の攻撃を見ずに剣聖がどうやって避よけたのか、離はなれた位置で見るレベンスにも分からない。

「く……っ！」

　エリザは苛いら立だったように大剣を振り回す。それは大気を斬って迫はく力りよくに満ちた軌き道どうを描えがくが、デュランダルは難なんなく避ける。ぎりぎりで回かい避ひしているように見えるのに、剣聖の動作は実に優ゆう雅がで、踊おどるように巨大な刃やいばを擦すり抜ける。

「あらあらぁ、ぜーんぜん当たらないわねぇ」

　避けながら剣聖は余よ裕ゆうの態度だ。

「や……っ！」

　エリザは躍やつ起きになって縦じゆう横おうに剣けん閃せんを繰くり出す。しかしそれはいっこうに当たらない。かつてドラセナとの戦いでも攻撃がまったく当たらないシーンはあったが、今回はそれをさらに上回る圧巻の防ぼう御ぎよだった。ドラセナが極めて合理的な動作で攻撃を避け続けたのに対して、デュランダルは服ふくを翻ひるがえして相手をからかうように避ける。たとえ事前に申し合わせていたとしてもここまで連続で、かつ、芸術的な避け方はできないだろう。

　何十回か分からぬほどの斬ざん撃げきを繰り出し、さすがのエリザも疲れたのか、いったん間を取った。

「あ！」

　見れば、エリザの剣の切っ先には一いち輪りんの花が載のっている。可愛かわいらしい水色の小さな花。

「うふふ、あんまり遅いからイタズラしちゃったぁ」

「うそ……」

　エリザは口を半開きにし、驚おどろきを隠かくすことができない。しかもその花は根っこがきっちりと剣先に結ばれている。あの嵐あらしのような剣けん舞ぶの中で、いったいどうしたらこんなことができるのか。

　ありえねぇ。

　レベンスは息をするのも忘れてその光景に見入る。ふざけたように咲いた花は、エリザによってすぐにブンッと振り落とされた。それでも今見た光景を消し去ることはできない。

　まさに神かみ業わざ。

　エリザは悔くやしげに相手を睨にらむ。だが、その胸中の動どう揺ようは隠かくせていない。

「うふふ、どうしたのぉ？」

　デュランダルはおどけたように肩をすくめる。今しがた自分のした神業を何とも思っていない様子だ。

　エリザはしばらく剣けん聖せいを見つめていたが、やがて同じように突とつ撃げきした。だが、剣聖はまったく動じない。両手をだらりと下げ、涼すずやかなまでにひらりひらりと優ゆう雅がに避よける。まるで魔ま術じゆつだ。

　当たらない攻こう撃げきは、やがて動きを鈍にぶくして、最後にはやむ。エリザは肩で息をしながら、じりっと一歩後退する。

「あらあら、もうおしまいなのぉ？」

「ぬ……っ!!」

　エリザは挑ちよう発はつに乗って三度目の突撃を試みる。今度は至し近きん距きよ離りから右に左にと剣を振り回して斬ざん撃げきを繰くり返す。そのたびに猛もう烈れつな風が巻き起こり、その剣速は凄すさまじい勢いで大気を切り刻むが、どの攻撃も空むなしく残ざん像ぞうを作るだけでことごとく回かい避ひされる。

「やぁ……っ！」

　だが、エリザは諦あきらめない。愚ぐ直ちよくなまでに斬きり上げ、薙なぎ、斬り下ろす。鋼こう鉄てつをも両断する大剣の乱らん舞ぶは鬼き神じんのごとき迫はく力りよくを誇ったが、何度やってもかすりもしない。

　少女はまたゼエゼエと息を切らし、いったん引く。その頬ほおを汗が滴したたり、白い顔が紅こう潮ちようする。レベンスはただただ剣聖の身のこなしに圧倒されて何もできずにいる。

　何より、彼女はまだ聖せい剣けんを出していない。

「うふふふ」

　女性はさらりと水色の髪かみをなびかせ、にこやかに微笑ほほえむ。まるで戦いの場にいるとは思えない上品な立ち居振る舞い。

「一度だけ、受けてあげましょうかぁ？」

　剣けん聖せいは胸の前で両の手のひらを重ね、世間話でもするように尋たずねる。あからさまに譲じよう歩ほしてくるような物言いに、エリザは不ふ服ふくそうな顔をする。

「必要、ないし」

　ぶんっ、とエリザが大剣を振りかぶる。わずかに半身になっているデュランダルに向かって、肩口から横断するような一いち撃げき。

　その瞬しゆん間かん。




　絶ぜつ叫きようが響ひびいた。




　尖とがった物で金きん属ぞくを引っ掻かいたような、脳のう髄ずいに突つき刺さる悲ひ鳴めい。全身の毛が逆立つような断だん末まつ魔ま。それはエリザの声ではなかったが、いったい何の音だったのかは最初レベンスにも分からなかった。耳をつんざく強きよう烈れつなその音と、鮮せん烈れつな光がレベンスの目を焼き、一いつ瞬しゆんののちに視界が戻ったとき、彼は信じられないものを目もく撃げきする。

　ザンッ、と地面に何かが刺さった。それは黒々と光る、人の背せ丈たけほどもある巨大な『刃やいば』。

「え……？」

　彼はその塊かたまりに見覚えがある。地面に突き立った鋭するどい刃には、稲いな妻ずまのごとき赤い紋もん様ようが走っており、それは──




　『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』の刀とう身しん。




「あ、あ……」

　少女は絶句する。自分の手にした剣を見て、青い瞳ひとみを限界まで見開く。
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　大剣は完全に切断されていた。手元には本来の三分の一ほどの刀身が残されているだけで、そこから先は存在しない。

「あ、え、……あ？」

　エリザはまだ信じられないのか、刀身をほとんど失った剣を見て、それからレベンスの前に突き立った刀身の片割れを見る。何度も視線を往復し、口を半開きにした顔から見る見る血の気けが引いていく。

　馬ば鹿かな……！

　レベンスも愕がく然ぜんとする。眼がん前ぜんの事態が信じられず、折れた刀身を凝ぎよう視しすることしかできない。あのドラセナさえ、エリザの剣を折ることはできなかった。逆に吹き飛ばされてダメージを負っていたくらいだ。なのに、このデュランダルは呆あつ気けないほどにたやすくそれを成し遂とげてしまった。

　次元が違う。

　何より驚きよう異い的てきだったのは、相手はまだ聖せい剣けんを抜いてもいない。いや、剣を折ったということは、あの一いつ瞬しゆんで聖剣を抜いたということなのかもしれないが、まるで目視できなかった。何をどうやってエリザの剣を切断したのかは皆かい目もく分からない。

　ただ一つ、はっきりしていることがあるとすれば──




　こんな化け物に勝てるはずがない。




「はぁい、おしまい〜」

　デュランダルが軽い調子で言う。彼女は変わらぬ微び笑しようを浮かべ、戦いが始まってから汗一つ掻かいていない。

「あ、あ……」

　がくりと少女が膝ひざから崩くずれ落ちる。

　──おい、嘘うそだろ……!?

　彼はエリザを見て、わが目を疑った。あの強気な少女が座り込み、まるで腰を抜かしたように脱力している。

　彼には分かった。

　恐怖している。

　あのエリザが、今まで世界最強の剣士を四人までも打ち倒したあのエリザが、恐怖している。その恐怖は少女の体を縛しばり、蛇へびに襲おそわれた蛙かえるのごとく動けない。戦意を喪そう失しつしている、という状じよう態たいを通り越し、逃げることすらできないほど身がすくんでいる。「あ、あ、あ」ともはや刀身の存在しない剣を見つめ、過か呼こ吸きゆうのような声を繰くり返すのみだ。

「さあ、仕上げに入りまぁす」

　甘ったるい声を出してデュランダルは動き出す。ゆったりとした足取りで、座り込んだ少女へと近づく。

　びくり、とエリザが体を震ふるわせる。顔がひきつり、恐怖のまなざしを相手に向ける。こんな表情は見たことがない。ついには歯がカチカチと鳴り出す。

　デュランダルは悠ゆう然ぜんと近づいてくる。その手に武器はないが、エリザにとどめを刺さしに来ていることは考えずとも分かる。

　──させねぇ！

　レベンスは動いた。

　剣けん聖せいがエリザまであと数歩、というところで、剣を構えて立ちふさがる。

「あらぁ……？」

　デュランダルは興きよう味み深そうにレベンスを見つめる。いったん立ち止まり、まるで彼を品しな定さだめするように上から下まで見る。

「何か私に用かしらぁ？」

　──くそ……っ。

　剣けん聖せいは彼を舐なめ切ったように薄うす笑えみを浮かべる。もちろん彼も分かっている。

　勝てるわけがない。あのエリザが手も足もでなかったのだ。自分にできることなど何一つない。

　だが、それでも──レベンスは心に決める。

「エリザ！　おいエリザ！」

　ビクッ、と少女が顔を上げる。

「なにぼやっとしてんだ！　逃げるんだよ！」

　怒ど鳴なりつけられても少女が動く気配はない。「あ、あ……」とおろおろしながら声を漏もらすだけだ。

　──くっ……！

　おそらく、恐怖で体に力が入らないのだ。

「あらあらあらぁ」

　デュランダルは両手を胸の前で合わせ、小首を傾かしげる。微笑ほほえましいものでも見るような、戦場に似つかわしくない仕草。

「美しい友情ねぇ、いや、これは愛情っていうのかしらぁ？」

　どうやって時間を稼かせぐ？

　レベンスは剣けん聖せいと対たい峙じし、周囲を素早く窺うかがう。剣聖相手に小こ細ざい工くが通用しないのはこれまでの戦いで痛いほど身に染しみている。できることは、とにかく時間を稼ぐこと。ただそれだけだ。

「俺おれが相手だ」

　彼は虚きよ勢せいを張る。長剣をこれ見よがしに振ってみせる。今は剣聖の注意を少女からそらすことが肝かん心じんだ。

「うふふふ」

　そこでデュランダルが笑った。

「な、何がおかしいんだ」

　彼は必死に睨にらみ返す。

「そうまでして、その子を助けたいのねぇ……」

　剣聖はあくまでにこやかに笑う。

「ルドベキアちゃんがそういうの好きだったわぁ。ドラセナちゃんあたりは、『それこそが真の強さだ』とか真顔で言っちゃったりしてねぇ」

　剣聖は鼻に掛かったような甘い声で親しげに話す。

　彼は距きよ離りを取りたかったが、エリザが背後にいる以上それはできない。無む駄だと分かっていても、手にした長剣を前に突き出した。

　だが。

「な……っ」

　攻こう撃げきした瞬しゆん間かん、なぜか長剣は彼の手になかった。それどころかさっき抜いたばかりの鞘にいつの間にか剣が納まっている。

「え、あ……？」

　何が起きたのか分からない。だが、それを考える間もなく、気づいたときにはすでに剣聖が目の前に迫せまっていた。

　──!?

　一いつ瞬しゆんで天地が逆になり、彼は地面に激はげしく叩たたき付けられる。

「ぐあ……っ!?」

　どこをどう掴つかまれて投げられたのかすら分からない。攻撃を繰くり出したのは自分のはずなのに、なぜか剣は鞘さやに収まり、気づけば地べたを舐なめている。

　彼はとっさに懐ふところに手を入れる。

　だがナイフがない。

「あら、探し物ですかぁ？」

「あ……っ!?」

　見れば、デュランダルは片手で何かを『お手玉』している。それはレベンスの懐ふところにあったはずの投げナイフで、十本ほどあったすべてが曲芸のごとく宙に舞っている。

　い、いつ抜かれたんだ……？　これじゃあドラセナのときの二の舞だ……。

「はい、これ返すわぁ」

　剣けん聖せいはお手玉に飽あきたかのように、ナイフを無む造ぞう作さに投げる。それは地面に順々に突つき刺さり、彼の手のひらの指と指の間に綺き麗れいに並んでいく。

　レベンスは動けない。それは体のダメージもあるが、それ以上に剣聖の圧あつ倒とう的てきすぎる力の前にショックを受けたからだ。攻撃が当たらない、という段階以前に、武器を持つことすらできない。完全に弄もてあそばれている。

　そして剣聖はエリザに接近する。

　くそ、くそ、くそ！

　もう一度地面を掴つかみ、体を持ち上げる。だが体は痺しびれたように震ふるえるばかりで、なかなか持ち上がらない。

　デュランダルが迫せまる。このままではエリザが死ぬ。

　くそぉ……っ[image: ]

　彼は震える腕で必死に上体を起こす。デュランダルはちらりと彼を一いち瞥べつするが、酷こく薄はくな笑みを浮かべて素通りした。その向かう先にはエリザが座り込んでいる。

　少女は脅おびえている。唇くちびるを震ふるわせ、ただの子供のように恐怖におののいている。その姿が故こ郷きようで惨ざん殺さつされた妹のフーシェと重なる。

　ああ、やめろ、やめてくれ、くそ、動け、動くんだよレベンス……!!

　彼は歯を食いしばって体を動かそうとするが、足がガクガクとして立ち上がることさえできない。

　デュランダルの手が、そっとエリザの首に伸びる。ああ、くそ、俺おれは何もできないのか、ちくしょう、ちくしょう──レベンスは無力感に打ちひしがれる。

「うふふ、一いつ瞬しゆんだから痛くないわよぉ？」

　エリザが今まさに殺されようとする、その瞬しゆん間かん。




　閃せん光こうが走った。




　──な!?

　突とつ如じよ、青く鮮せん烈れつな光がデュランダルを襲おそった。

　それはあまりにも突とつ然ぜんで、さしもの剣けん聖せいも反応が遅れた。青い光に飲み込まれるように吹き飛ばされ、木々の向こうまで運ばれていく。青い閃せん光こうは大地を砕くだき、大量の土ど砂しやを舞い上げ、倒れる木々が剣けん聖せいの姿を飲み込む。

「あ、あぁ……？」

　何が起きたのか分からない。エリザも、レベンスも、突とつ如じよとして走った青い光と、その破は壊かい力に圧倒される。それは青い稲いな妻ずまのような一いち撃げき。

「やれやれ、間に合ったようじゃな」

　林の奥には一人の少女がいた。

　緑色のショートヘアは風に吹かれ、その下には爛らん々らんと大きな瞳ひとみが輝かがやく。飾かざりのついたシックなドレスはほのかな燐りん光こうをまとい、何より手には巨大な大おお鎌がま『死ジ神ー乃ノ爪ス』。

「お前は……！」

　レベンスは驚きの声を上げる。




　剣けん聖せいロサ・ガリカ・ヴァリエガータが、そこに立っていた。
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「あ、あ……」

　目の前の光景が信じられない。

　エリザとの一戦において、彼女は胸を貫つらぬかれて絶ぜつ命めいしたはずだ。それが今は何ともないかのように大おお鎌がまを携たずさえている。

「小こ僧ぞう、詳くわしいことは後回しじゃ。わしが隙すきを作る。おぬしは小童こわつぱを抱かかえて逃げろ」

　ヴァリエガータは早口で告げる。彼は何か言おうとしたが、言葉が出てこない。幽ゆう霊れいを見ているような気分だ。

「あらぁ、ヴァリエガータちゃんじゃないのお？」

　デュランダルがさして驚おどろいた様子もなく告げる。先ほどの凄すさまじい攻こう撃げきを食らったにもかかわらず、服ふくには汚れ一つない。

「さすがじゃな、無む傷きずとは」

「びっくりしたわよぉ」

　デュランダルは小首を傾かしげ、甘い声でつぶやく。その顔には変わらぬ微び笑しようが浮かんでいる。

「生きているなら、そう言ってくれればいいのにぃ」

「死んだふりはわしの得意技でな」

「どうしていっつも私の邪じや魔まするのぉ？」

「さあ、どうしてじゃろうな」

　二人はぽんぽんと言葉をかわす。口調の軽さとは裏うら腹はらに、そこには因いん縁ねんめいた含ふくみがある。

「わしに免じて、ここは引き下がってくれんか」

「そうはいかないわぁ」

「おまえはわしの言うことをなーんも聞かんのう」

「それはお互いさまでしょうぉ？」

「ならば」ヴァリエガータは大おお鎌がまを正せい中ちゆう線せんに構え、腰をぐっと落とす。「やりあうしかあるまいのう」

　有史以来、剣けん聖せい同士の戦いは記き録ろくにない。レベンスはごくりと喉のどを鳴らす。
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　最初は両者とも動かなかった。

　ヴァリエガータは相手をじっと見つめ、大鎌をまっすぐに構える。デュランダルはニコニコと微笑ほほえんだまま、その場に棒ぼう立ちとなっている。

　山やま間あいの林に風が吹く。ヴァリエガータの緑色の髪かみが揺ゆれ、デュランダルの青い髪が涼すずしげにそよぐ。

　エリザは折れた剣を胸に抱いたまま、不安げに二人を見ている。レベンスはどうにか上体を起こし、少女のそばに寄り添そう。

　ヴァリエガータの真意は分からない。ただ、助け舟であることに変わりはなく、彼はじっと事態を注視しながら逃げる隙すきを窺うかがう。自分自身が何もできないことは本当に悔くやしく、ふがいない気持ちでいっぱいになるが、今はエリザを助けることが何よりも先決だ。

　エリザとレベンスが見守る中、世界最高峰ほうの剣士たちは睨にらみ合い、対たい峙じする。

　凍こおりついた女神像のごとく二人はまだ動かない。

　午後の日差しがわずかに傾く。木こ漏もれ日の角度は少しずつ変わり、やがて一ひと筋すじの光がデュランダルの体に当たる。窓まど枠わくから差し込む陽光のような線が徐じよ々じよに彼女のドレスを移動し、それはやがて瞼まぶたに差し掛かる。デュランダルが一いつ瞬しゆん、わずかに顔をそむける。

　その瞬しゆん間かんだ。

　ヴァリエガータの大おお鎌がまが光り、異変が起きる。あたりがビリビリと揺ゆれ、波打つように大地が隆りゆう起きする。

　そして、地面からは植物のごとく無数の何かが飛び出した。

　それは『手』。数えきれないほどの無数の手。それらが一いつ斉せいにデュランダルに襲おそい掛かる。

「あらあらぁ」

　足首に絡からむ不気味な手からデュランダルは跳ちよう躍やくする。だが、降おりたところにもまた手が地中から飛び出し、罠わなのごとく彼女の足首を捉とらえる。

「死ジ神ー乃ノ爪ス！」

　ヴァリエガータが叫さけぶと、大地からは青い燐りん光こうが浮かび上がり、それらは一いつ斉せいに鎌に集結する。

「永眠せよ、死者の魂たましいとともに!!」

　そしてヴァリエガータは凄すさまじい一いち撃げきを放った。巨大な三み日か月づきにも似た光の刃やいばが青い軌き道どうを描えがいて飛び、無数の手に掴つかまれたデュランダルに命中する。

　衝しよう撃げきは天空を砕くだいた。

　林の中を衝しよう撃げき波はが走り、あたり一面の土ど砂しやが吹き飛ぶ。薙なぎ倒された木は空に舞い、彼方かなたに飛び、レベンスとエリザは必死に地に伏せる。それでも竜たつ巻まきが弾はじけたような突とつ風ぷうは凄まじく、光の渦うずが駆かけ巡る空は大神の怒りのようだ。

「小こ僧ぞう！」

　ヴァリエガータの声が聞こえると、彼は即そく座ざにエリザを抱き上げ、馬の元まで走る。飛び乗って手た綱づなを引くと、後ろを振り返ることもせずに一いち目もく散さんに走らせた。
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　夕ゆう闇やみが道を染そめるまで、レベンスはひたすらに馬を走らせた。

　やがて日が沈むと、彼は崖がけ沿ぞいの横穴を見つけ、そこで一いつ泊ぱくすることにした。これ以上の夜道は危険だと思った。

　エリザはひどく衰すい弱じやくした様子で、馬で駆かけている間はかろうじて意識を保っていたが、横穴に到着すると眠るようにその場に伏せてしまった。呼こ吸きゆうは浅く、顔色は恐ろしいまでに白い。彼は外がい套とうや毛布を掛けてとにかく少女の体が冷えないようにする。

　焚たき火を熾おこし、火の勢いが安定すると、レベンスは先ほどの出来事を振り返る。

　突とつ然ぜん、剣けん聖せいデュランダルに襲しゆう撃げきされ、その窮きゆう地ちを剣聖ヴァリエガータに救われた。どちらも晴せい天てんの霹へき靂れきで、なぜ死んだはずのヴァリエガータが生きているのか、なぜ敵である自分たちを助けたのか。彼の思考は混乱する。

　折れた『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』はそのまま置いてきてしまった。とても拾う余よ裕ゆうはなかったし、また折れた剣を拾う意味もなかった。ただ、柄つかの部分だけはエリザが握って離はなさなかったため、今でも少女がしっかりと抱いている。

　彼はエリザの毛布を掛け直し、首元に手ぬぐいを巻いてやる。

　そのときだ。

「無事か？」

　突然、横穴の入り口で声が響ひびいた。

　炎に照らされたのは、緑りよく髪はつの少女。

「う、あ……」

　彼は思わず身み構がまえる。

「なに、そう警けい戒かいしてくれるな。わしは敵ではない」

「…………」

　交戦の意志がない、というように剣聖ヴァリエガータは両手を広げる。

「デュ、デュランダルは？」

「どうにか撒まいた」

「なぜ、俺たちを？」

「まあ待て。その件は茶でも飲みながらゆっくり説明しよう。……それより」

　彼女はつかつかとエリザのほうに歩み寄る。

「あ……っ」

　そこでエリザは目をパチリと覚さまし、わたわたと寝たままの姿勢でのけぞる。死んだはずのヴァリエガータを見て、まだ理解が追いついていない様子だ。

「なんじゃ、あんまり怖がるな。ヴァーちゃんはちょっとさびしいぞ」

「ヴァーちゃん？」

「わしのあだ名じゃ」

　緑髪の剣聖は、肩をちょっとだけすくめて微笑ほほえむ。妙みように人を安あん堵どさせる独特の雰ふん囲い気きは初めて会ったときと変わらない。

「おうおう、めんこい顔が泥どろだらけじゃなあ」

　彼女はエリザのほうに手を伸ばす。エリザはびくりとのけぞったが、この老剣聖が「よしよし」と優やさしく頬ほおを撫なでると、目をパチクリさせて相手を見つめた。

「ほれ、返すぞ」

　彼女はその場に大きな金きん属ぞくのようなものを置く。それは折れた『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』の刀身だった。

「ああ……」

　エリザは剣に手を伸ばし、それを引き寄せる。すっぱりと切断された刀とう身しんは、剣というよりも割れた岩がん盤ばんを思わせる。

「アイ、ゼル、ネ……」

　エリザは刀身を愛いとしい我わが子のように抱き、悲ひ痛つうな顔をする。

　レベンスは思い出す。剣が折られた瞬しゆん間かん、エリザは戦意を喪そう失しつしたように崩くずれ落ちた。心が折れる音を聞いたような気さえした。少女にとってこの剣がただの武器でないことは短い付き合いでもよく分かっていたので、今の心情を推おし量はかると胸が痛んだ。

　ヴァリエガータはしばらく少女の様よう子すを見つめていたが、

「どれ、今日きようはもう遅い。晩ばん飯めしの調ちよう達たつでもしてくるとしよう」

　と、いそいそと横穴を出ていった。レベンスは不ふ思し議ぎな気分でその後ろ姿を見送る。なぜ彼女がここまで親切にしてくれるのかが理解できない。

　剣けん聖せいがいなくなると、エリザはまた事切れたようにその場に横になった。

「大だい丈じよう夫ぶか」

「う……」

　レベンスが覗のぞき込むと、少女は苦しげに声を漏もらす。体にまったく力が入らないらしく、その手足は弛し緩かんし切っている。

「ア、ア……」

　すう、と息を吸い込んでから、少女は今できる精せい一いつ杯ぱいの声で叫さけんだ。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ！」

　その声は弱々しかったが、狭せまい岩いわ陰かげによく響ひびいた。

　だが、大剣は動かない。二つに割れた刃やいばは切断された遺い体たいのように寂さびしげに横たわったままだ。

　その後も、少女は繰くり返し剣の名を呼んだ。懇こん願がんするように何度も何度も呼んだ。しかし結果は同じで、むなしく声が響くだけだ。

「エリザ」

　レベンスはそっと肩に手を置く。

「もういい」

「でも」

「…………」

　彼は無言で首を振る。

「……うぅ」

　少女の顔が歪ゆがむ。相あい棒ぼうを失った哀かなしみで唇くちびるが震ふるえる。それでもなお、大剣に手を伸ばし、そばに引き寄せようとする。それはまるで母を求める子供のように、胸に迫せまる光景だった。

　彼は腰を上げ、両手で大剣を持ち上げる。それをエリザの傍かたわらに横たえると、少女は鞘さやに腕を回して剣を引き寄せた。だが、力が入らないせいか大剣を動かすこともできず、少女自身が身を寄せるようにして剣に抱きつく。

　胸を押し付け、頬ほおずりをするように少女は剣を抱きしめる。それはいつものエリザの寝ね姿すがたではあったが、今はとても儚はかなく、弱々しい。

　少女にとって、この剣はどんな意味を持つのだろう。レベンスはそのことを改めて想像してみる。たった一人で旅をして、頼たよれるものはただ一ひと振ふりの剣。それも、剣けん聖せいとの戦いぶりから言ってただの剣ではない。どういう理屈かは分からないが、この剣はいつでも少女を死の淵ふちから生せい還かんさせ、少女を守ってきた。

　エリザは剣を抱いて眠る。顔色は白く、その息は浅い。かつてこれほど弱り切った少女を見たことがない。敵を前にして怯おびえたような顔をしたのも初めてだった。

　剣を抱く少女を見ていて、ふと、彼は無力感を覚える。

　こんなに弱ってもなお、少女は剣を抱いている。折れた剣など使い物にならないのに、それでも頼るべき親のようにすがっている。この剣こそが少女を守り、少女を支え、少女の力となってきた。

　──俺おれは、折れた剣ほどの価か値ちもないのか。

　知らず、ギッと歯は噛がみをする。剣聖を前に己おのれの無力さを感じるのはいつものことだったが、今回はとりわけひどかった。剣が折れ、心が折れた少女を前に、レベンスは何もできなかった。それが言いようのない自じ己こ嫌けん悪おとして胸を覆おおう。仇かたきを討うつ、などと口では言っても、結局剣けん聖せいを前にしたら何もできない。今まで勝ってきたのはすべてエリザの力だ。

「小こ僧ぞう」

　ふいに声がした。顔を上げると、いつの間にかヴァリエガータが立っている。

「何を考えておる」

「あ……いや、別に」

「ふぅん」

　彼女は少し眉まゆ根ねを上げて、エリザとレベンスを交互に見る。それからポソッと「悩なやむのは若いもんの特権じゃなあ」と歯を見せて笑った。

「とっけん？」

「いや、なに、こっちのこと。とにもかくにも、まずは腹ごしらえじゃ」

　そう言って彼女は、自分の背せ丈たけを超えるようなイノシシをブンと担かついでみせた。

「さあ、今こ宵よいは焼肉としよう」




「ふー、食った食った」

　剣聖は満足そうに腹部をさする。

　イノシシ肉は見る見る減り、あらかたが三人の腹に収まるのに大して時間は掛からなかった。一番食べたのはヴァリエガータで、おそらくエリザとレベンスを合わせた量の倍は彼女が食べている。

「腹も膨ふくれたし、今日きようはもう休むとしよう」

「お、おい」

「なんじゃ」

「いい加減に説明しろ。どうしてあんたは生きている？」

　腹が膨れて落ち着くと、当初の疑問が再さい燃ねんした。この答えを聞かずにはとても眠れない。

「ふむ、そうじゃったそうじゃった」

　彼女はぽりぽりと顎あごを掻かく。まるで大したことではないような口ぶりで説明を始める。

「実はな──」

　エリザとレベンスは神しん妙みような面おも持もちで聞く。

「わしは『不死身』なんじゃ」

「ふ、不死身？」

　最初の返答から度ど肝ぎもを抜かれる。

「真ま面じ目めに答えろよ」

「わしは大真面目じゃよ。斬きっても死なない、刺されても果てない。だから不死身」

「待て待て」レベンスが手を振る。「そんな答えで納なつ得とくできるか」

「何が気にくわんのじゃ」

「以前の戦いで、あんたはエリザに胸を貫つらぬかれた。そうだよな？」

「さよう」

「噂うわさじゃ、遺い体たいを埋まい葬そうされて、大々的な葬そう式しきまでやった」

「そうらしいな」

「だったら……なんで生きているんだ？」

　それはまったく常じよう識しきを超えていた。確かに、エリザも不死身といえば不死身で、斬られても何度となく復活してきた。だがそれは驚きよう異い的てきな回復力というべきもので、完全に死んでから蘇よみがえったのとは違う。その点、ヴァリエガータはエリザとの戦せん闘とうで完全に死んでいた。まさか埋葬に携たずさわったザッハルの住民たちも、遺体の生死くらいは確認しているだろう。そうなるとますます納得がいかない。

　レベンスがなおも不ふ審しんげな顔をしているのに気づいたのか、彼女は「ふむ、まあそう簡かん単たんに納得はできんよなあ」と肩をすくめた。

「では、もう少し立ち入った話をしようか」

　剣聖の瞳ひとみが真剣味を帯びる。

「おぬしら、『剣けん魔ま』のことは知っているな？」

「ああ、知っている。というか、あんたこそ知っているのか」

　レベンスは胸中でひそかに衝しよう撃げきを受ける。剣けん魔まのことが彼女の口から出てくるとは思わなかった。

「無む論ろん、知っている。かなり昔からな」

「昔からって……どういうことだよ」

「なに、焦あせるな焦るな」

　老ろう剣けん聖せいは飄ひよう々ひようとはぐらかす。

「ともあれ、そこまで知っているのなら話は早い。わしはな、今までその『剣魔』のことをずっと研究してきたんじゃ」

「剣魔の、研究……」

「聖せい剣けんを使うことの副作用。その結果としての剣聖の変へん貌ぼうした姿……すなわち『剣魔』。剣聖が剣魔となるのを防ぐために、わしはかつて旅をしていた。その点はおぬしらと近い」

「待ってくれ。じゃあ、なんで俺おれたちと戦ったんだ？　あのとき話してくれても良かっただろう？」

「剣を交えなければ分からぬこともある。特に小こ童わつぱとはな」

　彼女はエリザに視線を移す。少女は何度も瞬まばたきをして、呆あつ気けにとられている。次々に明るみに出る事実についていけないようだ。

「小童と戦ったのも、今まで死んだふりをしていたのにも訳わけがある。それはいずれ話すときが来るじゃろう」

「じゃあ、これだけは教えてくれ。あんたはなぜ生きている？」

「それはな……」彼女の目が夜の獣けもののごとく光る。「わしの存在の半分が、もう人間ではなくなっているからじゃ」

　そう言うと、彼女は「見ろ」と上着の前をいきなりはだけた。

「お、おい」

「小こ僧ぞう、これが剣聖の末まつ路ろじゃ」

　ヴァリエガータの迫はく力りよくに押され、レベンスは視線を戻す。そこには、露あらわになった彼女の胸があり、白い肌はだがあった。

「これは……」

　レベンスは驚おどろく。胸を貫つらぬかれたのにまったく傷きず跡あとが存在しないこともそうだが、何より目を引いたのは浮き出た血けつ管かんだった。それはまるで泥どろを流しているかのような黒い血管で、時おり別の生き物のように蠢うごめいている。皮ひ下かに巣す食くうミミズのごとく、黒い血流がのたくっている。

「ふう……」

　ヴァリエガータは意識を鎮しずめるように、ゆっくりと息を吐はく。すると、その黒い血管はすっと血が引いて消えていき、彼女の胸は元のように白い肌に戻った。それは体内に別の魔ま物ものが住んでいるような恐ろしい光景で、かつて剣けん魔まになったドラセナの体に浮き出た黒い血けつ管かんと似ている。

「確たることはわしにも分からん。斬きられても刺されても、この体は傷がたちどころに治なおる。というよりも、この三百年、わしはまったく歳としを取っておらん」

「三百年……」

「ひょっとするともっと長い時間やもしれぬ。それより前は記き憶おくが曖あい昧まいでな。だがこれだけは言っておこう。わしは早そう晩ばん──」

　そこで彼女の目がぎらりと光る。




「剣魔と化す」




　おい、とレベンスは思わず声を荒げる。

「ほ……本当なのか!!　剣魔って……」

「うむ、残念ながらな」

「で、でも、聖せい剣けんを使わなければ大だい丈じよう夫ぶなんじゃないのか？」

　彼は救いを求めるように聞き返す。

「いや、そういう段階はとうに過ぎておる」

　彼女は少し目を伏せる。

「この体と長く付き合ったせいか、だいたいのことは分かるんじゃよ。……自分がどれくらい侵おかされ、あとどれくらいで終わりが来るのかがな。長く生きた年寄りが自身の死し期きを悟さとる感覚、のようなものかもしれん」

「…………」

　レベンスもエリザも二の句が告げない。ヴァリエガータがもうすぐ剣魔と化す。ならば、自分たちはどうすればいいのか。

　答えは一つしかない。ただ、命の恩おん人じんを前に、その言葉を口にすることはとてもできない。

「なに、心配には及およばぬよ」

　剣聖は二人を気き遣づかうように微笑ほほえむ。

「もし、そのときが来たときは、決しておぬしらに迷めい惑わくはかけぬ。自分の決着は自分で付ける」

　ヴァリエガータは迷まよいなく断だん言げんする。その迫力は質問を差し挟はさむ余よ地ちがない。

「ただ、わしにはまだ剣聖としてなすべきことが残されている。……聖剣の副作用。それによる剣魔の出現。ここから先はわしが『研究』してきた内容を話そう」

　彼女は流りゆう暢ちように説明する。エリザとレベンスは身を硬かたくして耳を傾ける。

「聖剣は、歴史に現れてから二千年の間、ずっと人の血を吸い続けた。歴れき代だいの暴ぼう君くん、その軍隊、それに数え切れない悪あく党とう。その血は聖剣に溜たまり、蝕むしばみ、果ては聖せい剣けんの性質までも変えてしまった」

「性質を変える？」

「うむ。力と正せい義ぎの象しよう徴ちようとして歴史に立ち現れた聖剣が、あるときを境さかいに徐じよ々じよに変質していった」

　彼女は自分の手のひらに視線を落とす。

「たとえばわしの場合。最初はちょっとした違い和わ感かんだった。『死ジ神ー乃ノ爪ス』を振るっていたら、一いつ瞬しゆんだけ重くなるような感覚があった。はじめのうちはただの体調不良かと思うたが、それは忘れたころに繰くり返した」

　剣けん聖せいは目を瞑つぶり、過去をたどるように話す。

「そういう違和感は、決まって聖剣で人を斬きった日じゃった。悪党だったり、刺し客かくだったり、それはいろいろだったが、聖剣は人を斬るたびに重くなっていった。そしてあるとき、わしは気づいたんじゃ。聖剣の中に、浴びた返り血がすうっと染しみ込んでいく光景を」

「血が染み込む？」

「文字通りの意味で、聖剣は人の血を吸った。わしはそれを見て以来、聖剣には剣聖さえも知らぬ隠かくれた性質があると気づいた。だから聖剣ゆかりの地を訪ねたり、古こ文もん書じよを調べたりして、独自に研究を進めてきた。そして一つの結けつ論ろんにたどりついたんじゃ」

　ヴァリエガータはそこで「あくまで推すい論ろんじゃが」と断りを入れ、結論を告げた。

「聖剣は生き血を吸うことで、人々の怨おん念ねんを取り込んでいる」

「怨念？」

「恨うらみ、つらみ、憎にくしみ、嘆なげき、怒り。そうした人間の強い感情を剣に取り入れ、そして徐じよ々じよに溜め込んでいる。言うならば『魔ま剣けん』じゃ」

「魔剣……」

　一いつ瞬しゆん、レベンスは折れた『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』をちらりと見る。だが今はそのことに触ふれなかった。

「今ある聖剣は、そうやって徐じよ々じよに怨念を溜め込み、魔剣としての性質を強めている。そして剣聖は剣を振るうたびにその怨念にのっとられ、ついには己おのれを見失い、剣魔と化す。……とまあ、わしがたどりついた推論はそんなところじゃ」

　剣聖が話し終える。

　レベンスは話の内容に呆あつ気けに取られる。聖剣は使うたびに『毒どく』が溜まり、やがて剣聖はその毒に侵される──そういうエリザの話と、今のヴァリエガータの話は驚おどろくほど似ていた。毒を怨念に置き換かえただけと言ってもいい。

「小こ童わつぱはどう思う？」

　剣聖のほうから尋たずねると、エリザは首を傾かしげ、

「よく、わからない」

　拍ひよう子し抜けするようにあっさり告げる。

「そんな、気もするし、そうでない、気もする」

「おいエリザ、真ま面じ目めに答えろよ」

「だって……」

　エリザが困った顔をすると、ヴァリエガータは「いやいや、いいんじゃよ」と手を振った。

「覚えていなければいいんじゃ」

　──覚えていない？

　一いつ瞬しゆん、レベンスは言葉の意味が分からなかったが、そのときは聞き返さなかった。

　それよりも、彼にはまず聞いておきたいことがあった。

「ヴァリエガータ、言ってもいいか？」

「なんじゃ」

「そこまで分かっているなら、その……」

「なんじゃ、遠えん慮りよなく言え」

「このことを、他の剣けん聖せいに知らせてやればいいだろう？　あんたが言えば、他の剣聖たちも聞く耳を持つんじゃないか？」

「わしもそう考えたよ。また、実際に説せつ得とくもした」

　剣聖は真剣な眼まな差ざしで答える。

「でもな小こ僧ぞう。結けつ論ろんから言えば、もう説得して何とかなる段階はとうの昔に過ぎ去っておるんじゃ。おまえも小こ童わつぱから聞いたことがあるじゃろう。聖せい剣けんにはな、この二千年間で毒どくが溜たまりすぎた。それは剣聖となった者の体に不ふ可か分ぶん一いつ体たいとなって染しみ込んでいく。それは聖剣を手放しても何も変わらん。遅かれ速かれ剣けん魔まとなる運命は避さけがたい」

　何か思い出すことがあったのか、この老剣聖は遠い目をする。

「わしもな、聖剣の危険性に気づいてからは、なるべく『死ジ神ー乃ノ爪ス』を使わぬようにしてきた。手に触ふれることすら避けてきた。……だが、肉体の変化を止めることはついにかなわなかった。剣魔となるのを防ぐには、自らの命を断つか、誰だれかに殺されるか。二つに一つじゃ。他に道はない」

　彼女はよどみなく断言する。

　レベンスはある種のショックを受けていた。エリザ以外の人物から『剣魔』のことを聞くのは初めてで、しかも剣聖ヴァリエガータともなれば言葉の重みが違う。何も剣聖を殺さなくても、他にもっと良い方法があるのではないか──そんな一いち縷るの希望が断たれたような気がした。

「はくちゅんっ！」

　エリザがくしゃみをする。

「冷えてきたのう……」

　ヴァリエガータは薪まきの中に枝を差し入れ、種たね火びを探る。だんだんと火の勢いが戻る。

「……さて、もう遅いし、今こ宵よいはこんなところにしよう」

「あ、ああ……」

　レベンスはまだ訊ききたいことがたくさんあったが、一方で言葉が出てこなかった。これまでの話を整せい理りするだけで彼の頭はやや混乱気味だったからだ。

　剣けん聖せいを倒す旅は、事実上終わった。剣が折れたエリザはもう戦えないだろうし、かといって自分一人では勝てるはずもない。それは悔くやしいがどうしようもない現実だった。

　エリザはぐったりと伏して、また折れた剣を抱いている。体調が悪い上に、精神的にも参っているのは間ま違ちがいない。

　だが、それでも少女は世界の敵だ。力をなくしたところで追っ手が来なくなるわけでもなければ、まして剣聖たちが手を抜いてくれるはずもない。聖剣を手放さぬかぎり、いや、エリザが死なないかぎりはこの逃亡の旅が終わることはないだろう。

　いったん身を隠かくすか、しかし、いったいどこに……？

　彼が身の振り方を案じていると、

「小こ僧ぞう」

　剣聖が声を掛けてきた。

「何をしている。今日きようはもう寝たほうがいいぞ、明日あしたは早くに出発するからな」

「出発する？」

　レベンスが聞き咎とがめる。

「いったいどこへ行くって言うんだ？　俺おれたちはお尋たずね者だぞ？　頼たよれる場所なんて……」

　彼が重苦しい声で言うと、ヴァリエガータは「そんなの決まっておろうが」と答え、ニヤッと笑った。

「剣を直すには、鍛か冶じ屋やに決まってるじゃろ？」
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　それから十とお日かあまり、三人は行動を共にした。

　剣聖ヴァリエガータの先せん導どうで、山中をさらに深く分け入り、三つの山と二つの渓けい谷こくを越える。

　ヴァリエガータへの警けい戒かい心しんが完全になくなったわけではない。しかし、だからといってレベンスの腕でどうにかできる相手ではないし、何よりエリザの体調が依い然ぜんとして思わしくない。昼は熱に浮かされたようにぼんやりと脱力し、夜は寒さに震ふるえながら青白い顔で眠る。「剣が折れたことで、体温の調節がうまくできんのじゃろう。早く剣を直さなければ命にかかわるやもしれぬ」とは剣聖の言だ。

　しかし……と彼は改めて思う。

　『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』がただの剣でないことは、今いま更さら論ずるまでもない。剣聖を四人も撃げき破はし、少女の窮きゆう地ちを何度となく救ってきた。だが、少女の体調にまで影えい響きようを及およぼすとは、いったいどういう仕組みなのだろうか。エリザの体調は明らかに普通ではなく、ただ剣が折れて精神的に落ち込んでいるというだけでは説明がつかない。

　『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』とは、つまるところ何なのか？

　彼が剣の正体について思い悩なやんでいると、

「小こ僧ぞう、ここだ」

　ヴァリエガータが声を掛けた。

　レベンスが馬を止めると、彼女は馬からぴょんと飛び降おりた。

「ふむ、変わっとらんのう……」

　そこには切り立った崖がけがあり、その陰かげに隠かくれるように一いつ軒けんの丸木小屋があった。剣けん聖せいは懐なつかしそうに目を細め、小屋を見上げる。

　ベルシコロール・ツヤクワン。それが今回頼たよる鍛か冶じ屋やの名前だ。ヴァリエガータとは旧きゆう知ちの仲で、長らく二人で聖せい剣けんの共同研究をしてきたらしい。

　問題は、『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』のような特とく殊しゆな剣を修しゆう復ふくできるかだが、ヴァリエガータいわく「その腕は大陸で屈くつ指し」。かつては戦場で肩を並べて戦い、破は損そんした聖剣『死ジ神ー乃ノ爪ス』の修復にも成せい功こうしたという。「やつに直せんものは、他の誰だれにも直せんよ」と、剣けん聖せいは旧きゆう友ゆうの腕にお墨すみ付きを与える。

「しかし、えらい山奥に住んでるな……」

　レベンスは崖がけ沿ぞいの家を見て、少し呆あきれたようにつぶやく。

　丸木立ての家は、近くで見ると存ぞん外がいに大きく、崖をくり貫ぬいて作っているために奥行きもありそうだった。住居らしき母おも屋やと、仕事場らしき小屋が渡り廊ろう下かでつながっており、馬小屋には毛並みの良い馬が二頭、それに鶏にわとりやウサギなどの家か畜ちくもいる。ドアの隣となりには小さな金きん属ぞく製せいの看かん板ばんがあり、剣とハンマーを交差させたようなマークが刻まれている。これは鍛か冶じ屋やの看板のようだ。

「おーい、ジジイ！　わしじゃ！　ヴァーちゃんが来てやったぞー！」

　ゴンゴンッ、と剣聖は遠えん慮りよのない力でドアを叩たたき、家全体が軋きしむように揺ゆれる。それは怒っているというわけではなく、久しぶりの再会に興こう奮ふんしているようだった。

　やがて、ガチャリとドアが開き、中から一人の女性が姿を見せた。

　──なにぃ……!?

　レベンスは驚きよう愕がくで固まる。隣となりではエリザが息を飲む。

「ヴァーさま!?　い、生きてらしたのですか……っ!?」

　出てきた女性はヴァリエガータを見て驚愕する。

「なに、わしはこうしてピンピンしてるわい。サンちゃんも元気そうじゃのう」

「ヴァーさま、ご無事で何よりです……」

　女性はヴァリエガータの手を握り、心底嬉うれしそうな顔になった。切れ長の青い瞳ひとみ、整った白い顔立ち、そして長い金きん髪ぱつをリボンでまとめて腰まで垂たらしている。

　その女性は彼らのよく知る顔だった。




「ド、ドラセナ……!?」







[image: 第二章　サンデリアーナ・ゴールドコースト　──もう一人の天才]
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「ド、ドラセナ……!?」

　現れた女性は、ドラセナ・ゴールドコーストと瓜うり二ふたつだった。かつてヴァーゼリア帝国でエリザと死し闘とうを演じ、最後は『剣けん魔ま』となって自害した悲ひ劇げきの剣けん聖せいだ。

　それが平然とドアの前に立っている。

　レベンスもエリザも言葉が出ない。ヴァリエガータに続き、剣聖というのは不死身なのか、と眩暈めまいにも似た衝しよう撃げきを覚える。

「あー、そんなに警けい戒かいせんでいいぞ」

　ヴァリエガータは軽い調子で紹しよう介かいする。

「こやつの名はサンちゃん……じゃなかった、サンデリアーナ・ゴールドコースト。剣聖ドラセナの『双ふた子ごの妹』じゃ」

「双子の、妹……」

　レベンスはサンデリアーナという女性をまじまじと観かん察さつする。見れば見るほどドラセナとそっくりで、左目の眼がん帯たいがなければ本当に見分けがつかない。

「おぬし、ドラセナの二つ名を覚えておるか？」

「ええと……『黄金の双そう龍りゆう姫き』だったか」

「さよう。そもそも『黄金の双龍姫』とはドラセナとサンデリアーナ、二人の双子姉妹のことを指すんじゃ。二人とも、それはもう飛び切り強い天才剣士でな」

「昔のことですよ」そこでサンデリアーナが話に入った。「今はもう剣の道を諦あきらめ、鍛か冶じ屋やの見習いをしております」

「サンちゃんは鍛冶職人としても一流でな。ベルシコロールに弟で子し入りしてからはめきめきと上達して──」

「ヴァーさま、そのへんでけっこうです。あまり持ち上げないで下さい」

　サンデリアーナはやや困ったように手を振り、やたら褒ほめまくるヴァリエガータを止める。どうやら二人はかなり親しい仲のようだ。

「はじめまして」サンデリアーナは改めて向き直り、深々とお辞じ儀ぎをした。「サンデリアーナ・ゴールドコーストと申します」

　間ま近ぢかで見ると、その目つきはどこかドラセナよりきつい印象がある。着ている服ふくは煤すすや灰で汚れており、職人の作業服を思わせる。

「俺おれはレベンス。訳わけあって旅をしている。こっちがエリザだ」

　レベンスが隣となりを見ると、エリザがぺこりとお辞儀をした。

「サンちゃん、この二人は旅の道連れでな。しばらくいっしょに厄やつ介かいになる」

「ヴァーさまのお連れでしたら大だい歓かん迎げいですよ」

　金きん髪ぱつの女性はその場で頭を下げた。まるで軍人のような折り目正しい会え釈しやくに、釣られてレベンスも軽く頭を下げる。

「立ち話もなんですから、どうぞ中へ入って下さい」

「サンちゃん、急に押しかけてすまんな。ところでジジイはどうした？　また二ふつ日か酔よいで寝てるのか？」

「あの……」

　そこでサンデリアーナは唇くちびるを噛かんだ。美しい眉まゆが悲痛に歪ゆがむ。

　彼女は哀かなしみをこらえるように、声を抑おさえて告げた。




「お師し匠しようさまは、去年亡なくなりました」
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　ほんのり湿しめったような木の香りのする室内。

　柱時計の針が、静かに時を刻む。

　エリザとレベンスの前には、サンデリアーナから振ふる舞まわれた温かい飲み物が湯ゆ気げを立てている。ヴァリエガータは壁かべに寄りかかり、じっと目を閉じている。

「そうか……」

　一通りの話を聞き、ヴァリエガータは嘆たん息そくする。

「あの頑がん丈じような男が、あっさり死んだか」

「最初はただの風か邪ぜのようでしたが、熱がなかなか下がらず、薬もうまく効きませんでした。私はずっとお医者様に掛かるように申し上げたのですが、『必要ない』の一点張りで……」

「あやつらしいな」

「ヴァーさま、私も伺うかがってよろしいでしょうか？」

「なんじゃ」

「街で噂うわさを聞きました。姉さん……剣けん聖せいドラセナ・ゴールドコーストが討うたれた、ということを」

「うむ……」

　ヴァリエガータは少し言いづらそうに答える。

「やはり、本当のことなのですね」

　サンデリアーナは目を伏せる。信じたくなかった、というのが見て取れる。

「では、ヴァーさまは姉の最さい期ごについて何かご存知でしょうか？　例の『剣聖殺し』の仕し業わざだと、専もつぱらの噂うわさですが……」

　ピクリ、とエリザの指が動く。サンデリアーナの姉、すなわちドラセナを殺したのは『剣聖殺し』であるエリザだ。加か担たんしたレベンスも含ふくめ、二人は彼女にとって『姉の仇かたき』ということになる。

　そのへんの事情を察してか、ヴァリエガータは「ふむ」と頬ほおをわずかに掻かき、やや神しん妙みような顔になる。

「何から話したものかな」

　そのときだ。




「──わたし」




　突とつ然ぜん、エリザが切り出した。レベンスは驚おどろいて隣となりを見る。

　少女は躊ちゆう躇ちよなく続けた。

「わたしが、殺した、の」

「お、おい」

　レベンスは止めようとしたが、エリザは続けた。

「剣けん聖せい殺しは、わたし」

「あなたが……？」

　信じられない、という顔でサンデリアーナはエリザを見る。エリザは「そう」とうなずく。

「これ」

　エリザは立ち上がり、背後にある荷物の口を開ける。そこから重そうに一ひと振ふりの剣を持ち上げる。それは金色に輝かがやく聖せい剣けん『双龍乃牙ズルフイカール』。

「あ……！」

　サンデリアーナが声を上げる。椅い子すから立ち上がって駆かけ寄り、聖剣をじっと見つめる。

「姉さんの……」

　金きん髪ぱつの少女は聖剣を受け取り、それをじっと見つめる。黄金の聖剣を抱く少女の姿は、まさに剣聖ドラセナを彷ほう彿ふつとさせる。

　サンデリアーナはしばらく押し黙だまっていた。

　エリザはその傍かたわらで、所しよ在ざいなさげに立ち尽くしている。

　重苦しい時間が流れる。

　やがて、金髪の少女が静かに口を開いた。

「……聞かせてくださいますか。姉の最さい期ごを」

　エリザは顔を上げる。

　相手を見つめ、何も言わずにうなずく。

　二人とも椅子に座ると、エリザはぽつりぽつりと話し始めた。

「わたし、その、あなたの、お姉さんと、戦って……」

　その戦いで、エリザがどのように剣を振るったか。それに対しドラセナがどう応戦したか。途中でドラセナが『剣けん魔ま』となり、最後はどのように自害したのか。エリザはその一つ一つを包み隠かくさず話す。

「……それでね、その『剣魔』って、いうのは、ええと、たくさんの、人を殺す、その、えっと……」

　それはとてもたどたどしく、時にじれったくなるような説明だった。だが、レベンスも、ヴァリエガータも一いつ切さいの注ちゆう釈しやくを入れなかった。

　話を聞いている間、サンデリアーナはまるで自分のほうが糾きゆう弾だんでも受けているかのように拳こぶしを両りよう膝ひざに置いて黙だまって聞いていた。たまに短い相あい槌づちを打つほかは、決して聞き返したり話を遮さえぎったりせず、訥とつ々とつと語られる少女の言葉にただ耳を傾けている。そこにいるだけで優ゆう雅がな雰ふん囲い気きを漂わす姉のドラセナとは違い、背せ筋すじをまっすぐに伸ばして唇くちびるをキリリと結んでいるこの妹は、どこか硬こう派はな印象があり、左目の眼がん帯たいと相まって、職人というよりも『軍人』という表現がぴたりと当てはまる。

「そういう、ことで」冗じよう長ちようではあるが、それゆえに一いつ切さいの虚きよ飾しよくのない話が終わる。「わたしが、あなたの、お姉さんを、殺した、の」

　あえて「殺した」というきつい響ひびきの言葉を使うところに、エリザの正直さが現れていた。

「俺おれも、彼女に手を貸した」

　レベンスは一言だけ、自分の罪を告白するように付け加えた。

　この間、ヴァリエガータは何も言わなかった。それは、黙だまっていることでエリザの説明に嘘うそがないことを裏付けているようにも見えたし、事の真しん偽ぎの判断をすべてこの金きん髪ぱつの少女に預けているようにも見えた。

　話が終わると、サンデリアーナはわずかに視線を伏せた。

　信じるとも、信じないとも答えず、ただ一言だけ、

「お話、ありがとうございました」

　と、折り目正しく頭を下げた。

　それは一いつ見けん、冷れい淡たんな態たい度どだったが、語尾は震ふるえていた。

　左目の眼帯から、つうっと雫しずくが流れる。

　それは姉とそっくりの美しい顔に、一ひと筋すじの涙なみだの跡を残した。




　手持ちの食料で簡かん単たんな夕食を済ませると、エリザとレベンスは寝ね床どこに就ついた。部へ屋やは、サンデリアーナから空あいている一室をあてがわれた。

　エリザの調子は悪い。浅い息を繰くり返し、蒼そう白はくな顔を苦しげに歪ゆがませる。レベンスは自分の分まで毛布を掛けてやるが、少女の震えが止まることはない。先ほどの『告白』のときは弱った体から力を振り絞しぼったらしく、今はその反動が出ているのだろう。

「うぅ……」

　エリザが苦しそうに声を漏もらす。その白い顔を見て、彼はぐっと歯は噛がみする。

　最強の剣けん聖せいを倒し、世界を敵てきに回して戦ってきた少女は、今や一人の病弱な少女になった。

　だが、頼たのみの鍛冶屋はすでにこの世になく、他に行く当てもない。

　これからどうする……？

　レベンスは途と方ほうに暮れる。善ぜん後ご策さくを考えるも、世界の敵である自分たちに安住の地はどこにもない。

　その夜、彼は一晩中エリザに付き添そい、看かん病びようを続けた。

　今の彼にはそれしかできなかった。
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　翌よく朝あさも、エリザの様子はすぐれなかった。

　どうにか食卓にはついたものの、その顔は精せい魂こんが抜けたようにぼんやりとしている。なんとかパンの欠片かけらを口に運ぼうとするが、力が入らないのか指先からぽろりと落ちてしまう。

「貸せ。食わせてやる」

「いい」

「は？」

「ひとりで、やるから、いい」

　エリザは彼の手を跳はね除のけ、強気に言い返す。だが、気持ちとは裏うら腹はらに体はついてこず、そのパンはまた皿の上に落ちる。

「ほら」

　見かねたレベンスが拾ってやると、エリザはパンを受け取り、なんだかムッとした感じで彼を見た。思わぬところで強情なのは以前と変わらない。

　朝食が終わると、エリザは静かに寝室に戻っていった。またベッドで休むのかと思いきや、少女は大きな荷物を担かついで出てくる。

「お、おい、どうした？　荷物なんか持って」

　驚おどろく彼の疑問には答えず、エリザはよろめきながら荷物を床ゆかに置き、ちょこちょことサンデリアーナの前まで歩いた。

「どうしました？」

　サンデリアーナが不ふ思し議ぎそうに尋たずねる。

「泊めて、くれて、ありがとう。……さよなら」

「……え？」

　エリザは荷物を引きずって、外に出て行こうとする。

「お、おい、どこに行くんだよっ！」

「だって、行かない、と……」

「行くって、どこへ」

「わかんない」

「は？」

「わかんない、けど……えっと、この子を、直せる、ところ……」

「無理だよ、そんな体じゃ」

「でも、行く」

　エリザはレベンスの手を振り払い、扉とびらを開ける。それから懸けん命めいに両手で荷物を引きずり、外に出ようとする。

「どうしてだよ、そんなに急がなくていいだろ」

　レベンスは少女の腕を掴つかんで引き止める。

　エリザは荷物を置くと、彼と向き直る。

「だって、ここじゃ、直らない」

「そうだけどよ……」

「この子を、直して、剣けん聖せいと、戦うの。……だから、止めないで」

「おまえ……」

　彼は少女の言葉に驚おどろきを隠かくせない。剣を折られ、体調も最悪なのに、まだ剣聖と戦おうとしている。無む謀ぼうを通り越して自殺行為だ。

「駄だ目めだ、そんな体じゃ」

　レベンスが引き止める。

「離はなして」

　エリザは抗あらがう。彼の手を必死に振りほどこうとするが、大剣を持たぬエリザはただのか弱い少女にすぎず、レベンスの力にかなうはずもない。

　そのときだ。

「エリザさん」

　長い金きん髪ぱつが、ふわりとエリザの前に現れた。

「待ってください。まだ、直せないと決まったわけではありません」

「……え？」

　エリザは動きを止め、怪け訝げんそうにサンデリアーナを見上げる。

「よろしかったら、私が見ましょう。これでも私は、名工ベルシコロールの直じき弟で子しです。お役に立てるかもしれません」

「でも……」

　少女は悲痛な表情でサンデリアーナを見る。

「この剣は、あなたの……お姉さん、を……」

　少女の言葉はそこで途と切ぎれる。その唇くちびるはかすかに震ふるえている。

「サンデリアーナ、ちょっといいか？」

「なんでしょう」

「あんたが鍛か冶じ屋やの弟子だってのは知ってる。腕もいいらしいな。だが……」彼はそこで少し言いよどむ。「その若さだと、まだ見習いだろう？」

「ええ、確かに私はまだ見習いです。お師し匠しよう様には遠く及およびません」

「申し出はありがたいが、エリザの剣は普通じゃないし、その……」

「待て、小こ僧ぞう」

　そこで、今まで黙だまっていたヴァリエガータが口を開いた。

「見習いというが、サンちゃんの腕は確かじゃぞ？　それはわしが保障する。論ろんより証しよう拠こを見せよう」

　剣けん聖せいはぴょんと椅い子すから飛び降おりると、傍かたわらにあったレベンスの剣を手に取った。すらりと抜いて見せると、

「ほれ、ここを見てみい」

　剣の柄つかの部分を指差す。そこにはよく見ると小さなマークが刻んである。

「これは剣を打った鍛か冶じ屋やのマークじゃ。これに見覚えはないか？」

「あ……！」

　レベンスは驚おどろきの声を上げる。その剣とハンマーを交差させたようなマークは、たしかにこの家の看かん板ばんにあるものと同じだった。指先ほどの小さなマークだったので、今まで注意して見なかったのだ。

「これは私が習いたてのころに打ったものです。お師し匠しようさまのツテで近きん隣りんの武器屋に卸おろしてもらっていましたが、使っていただけて嬉うれしいです」

「これ、あんたが作ったのか……」

　思わぬつながりに、レベンスはまじまじと剣を眺める。長らく使っているが、決して折れたり曲がったりしたことがない剣で、彼は良い買い物をしたとつくづく思っていたものだった。傭よう兵へい生活の長いレベンスは、武器の良し悪あしは実戦を通じてよく心こころ得えている。なるほどヴァリエガータの言うとおり、腕は確かなようだ。

「私は鍛冶屋です。遠えん方ぽうからはるばる頼たよってきた者を、ただ追い返すことはできません。それに……」

　サンデリアーナは目を伏せ、静かに告げた。

「姉は、正々堂々とあなたと勝負し、それで敗れたのです。それは剣士として何ら恥はじることではありません」

「…………」

　エリザはうつむいている。その肩は少しだけ震ふるえ、今のサンデリアーナの言葉に何か感じるところがあるようだった。

　レベンスが少女の肩に手を置く。

「ここは甘えさせてもらえ。おまえだって、『その子』を早く直したいだろ？」

　彼が諭さとすように言うと、しばらくの沈ちん黙もくのあと、少女は小さく「……うん」とうなずいた。







「では、拝はい見けんします」

　サンデリアーナは金きん髪ぱつを結ゆい直し、手て袋ぶくろを嵌はめる。その表情はやや硬かたい。

　テーブルには『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』。鞘さやから慎しん重ちように引き抜くと、黒い刀とう身しんが露あらわになり、それは根元から三分の一ほどのところですっぱりと欠落している。

「……信じられない切り口ですね」

　若き鍛か冶じ屋やは目を見張る。刀身の切断面は鏡かがみのごとく光り、まるで最初からそういう加工を施されたかのようだ。

「どうじゃサンちゃん？」

　ヴァリエガータが覗のぞき込む。

「『死ジ神ー乃ノ爪ス』のときみたいに修しゆう理りできるか？　あのときは、わずかに刃はこぼれしただけじゃったが……」

「まだはっきりしたことは言えません」

　サンデリアーナは切断面を指でなぞり、声を低くして言う。

「そもそも、一度完全に折れてしまった剣を、再度くっつけるというのは難むずかしい作業です。できたとしても、元通りの強度と切れ味を取り戻せる場合は稀まれです」

「厳きびしいか？」

　レベンスが尋たずねると、彼女は「できるだけのことはやってみます」と答えた。

「おねがい、します」

　エリザが深々と頭を下げる。長い銀ぎん髪ぱつがテーブルに垂たれる。

　サンデリアーナは無言で会え釈しやくをすると、台車に剣を載のせて、奥へと引っ込んだ。

　彼女が去ったあとも、エリザはじっと工房のほうを見ていた。せっかく修理してもらえるというのに、その表情は浮かない。

「どうした？」

「うん……」

　その小さな唇くちびるがキュッとすぼまる。

「……ドラセナの、ことか？」

　レベンスが気を遣つかったように静かに尋ねると、エリザはぴくりと表情を強こわ張ばらせる。

「わたし、殺した。……あの人の、おねえさん」

　少女はうつむく。銀色の前まえ髪がみがその表情をわずかに隠かくす。

「きっと、すごく、つらいと、思う」

「…………」

「あいぜるね、お姉さんを、斬きった。それを、直すの、本当に、とても、とても、つらいと、思う……」

　そこまで言うと、少女は押し黙だまった。

　レベンスはあえて慰なぐさめの言葉を掛けない。どんな理由があるにせよ、相手の身内を殺したという事実は重い。それは家族を殺されたことのある彼だからこそ分かる。

　小刻みに震える肩と、潤うるんだような青い瞳ひとみ。

　少女の傍かたわらに立ち、彼はじっとその横顔を見つめていた。
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　それからしばらくは平へい穏おんに過ぎた。

　屋根つき食事つきの生活は久しぶりで、レベンスとしては骨休めになったが、問題はエリザだった。体調が悪いのは相変わらずで、昼間は熱っぽい様子でぽーっとし、夜はぶるぶると震えながら眠る。青白い少女の寝顔を見るたびに、彼の胸中はざわつくのだった。

　動きがあったのは、鍛か冶じ屋やに来て三日目の午後。

　一同はサンデリアーナに呼ばれ、工房に集まった。

「現時点で分かったことを述べます」

　若き金きん髪ぱつの鍛か冶じ職しよく人にんは、凛りんとした声で説明する。

　卓たく上じようにはエリザの大剣。片方は柄つかに残った刃はの部分で、もう片方は切っ先側の部分。どちらの切断面も恐ろしいほど滑なめらかで、鏡かがみのごとく光を反射している。

「すでにご存知かと思いますが、この剣は普通の剣ではありません。たとえば」

　サンデリアーナは、その場にあった小刀で、スウッと『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』の表面を撫なでた。当然、刀とう身しんには一本の線のような引っ掻かき傷ができる。エリザがびくりとして、レベンスの服ふくの裾すそを掴つかむ。

「ここをよく見ていて下さい」

　彼女は引っ掻き傷のついた場所を指差す。全員が注視している中、その傷はすうっと剣に溶け込むように消え去った。

「まるで魔ま術じゆつじゃな」

　剣けん聖せいが腕を組み、呆あきれたように肩をすくめる。

　レベンスは改めて、エリザの剣の不ふ思し議ぎな力に驚おどろく。実際、目まの当たりにするといかにも異様な現象だ。

「ご覧らんのとおり、この剣には自己修しゆう復ふく機き能のうとも言うべき性質が備わっています。鍛冶屋要らずとでも申しましょうか、とにかく驚おどろかされます」

「つまり、このまま放っておいても直るってことか？」

「いえ、それがそうもいかないのです」

「……？　どういう意味だ？」

「確認になりますが、この部分は剣聖デュランダルに折られた。そうですね？」

「ああ、そうだ。とっさのことで、折れる瞬しゆん間かんは見えなかったが」

「なるほど、分かりました」金きん髪ぱつの鍛冶屋は静かにうなずく。「ここからは完全な仮説になりますが、そのつもりで聞いて下さい。いわば、この切断面には聖せい剣けん『不滅乃灰デユランダル』、その『残ざん滓し』がこびりついていると考えられます」

「残滓？」

「たとえば、ジャムを塗ぬったナイフでパンを切断すると、必ずパンのほうにもジャムが付着しますよね？　それと同じで、この剣の切断面にも何かしら異質な力が働いている……そういう推すい測そくが成り立ちます」

「だけど、断面には何も付いていないように見えるぞ？」

「だからあくまで仮説です。ただ、仮説の根こん拠きよとなる現象をお見せしましょう」

　サンデリアーナは手て袋ぶくろを嵌はめた手で、大剣の柄つかをぐっと押し込むように動かした。すると、まるで磁じ石しやくが反発するように、ズズッと反対側にあった『切っ先部分』が動いた。

　まるで一つになるのを拒むかのように。

「今の……」

　レベンスは目を見張る。

「ご覧らんになりましたか」

　彼女は今しがた反発した切断面を指差す。

「ここに、何かの力が働いているんです。この剣とは別の、異質の力が。お師し匠しよう様の研究でも類るい似じの現象があったそうです」

「異質の力、か……」

「だからそれさえ取り除けば、剣が本来持つ自己修しゆう復ふく力りよくが回復し、折れた刀とう身しんは自動的に直ると思われます。あくまで可か能のう性せいの話ですが」

　彼は言われたことを整理してみる。

　エリザの剣には聖剣の『残滓』がこびりついている。

　それを取り除けば、剣は自動的に直る。

　ここまで考えると、当然に次の疑問が沸わく。

「じゃあ、その『残滓』を消すにはどうすればいい？」

「それにはおそらく二つの方法が考えられます」

　サンデリアーナはピッと人差し指を立てる。

「ひとつ。残滓の『根源』を断つ」

「根源？」

「『不滅乃灰デユランダル』を破は壊かいすることです。そうすれば、残滓は徐じよ々じよに消えると思われます」

「それができれば苦労せんなあ……」

　ヴァリエガータがやれやれといった感じでぼやいた。

「おっしゃるとおり、これは根本的な解決方法ではありますが、現実的にはかなり困こん難なんです。そもそも、剣けん聖せいデュランダルが今どこにいるかさえ分かりませんし」

「他に方法はないのか？」

　彼が尋たずねると、サンデリアーナは「では、二つ目ですが」と指をもう一本立てる。

「それが『身の代しろ』です」

「……ミノシロ？」

　レベンスは一いつ瞬しゆん、何のことか分からない。

「はい、『身の代』です。身の代金、というときの身の代。一方を守るために、他の何かを身代わりに差し出す方法、とでも申しましょうか」

　若き鍛か冶じ職人は落ち着いた口調で説明する。

「見てください」

　居間のテーブルを四人が囲み、その上にはかなり変色した巻物が広げられる。巻物には見慣れぬ異国の文字がびっしり書かれており、一いつ見けんして何を伝えるものかは分からない。

「順を追って説明します。私のお師し匠しようさまは、長らく聖せい剣けんの研究をしてきました。聖剣とはそもそも何か。そして、そこに危険性はないのか。このへんの経けい緯いはヴァーさまが詳しいと思います」

　サンデリアーナは隣となりに座る緑りよく髪はつの少女を見る。

「うむ、そのへんはわしが説明しよう。……わしとベルシコロールは長く聖剣の謎なぞを追ってきた。聖剣には副作用があり、それは剣聖の体に悪あく影えい響きようを及およぼす。これはおぬしらも知っているとおりじゃ」

　一同がうなずく。

「そこでわしとヤツは、共同で研究を始めた。わしが諸しよ国こくを放ほう浪ろうして情報を集め、ヤツが鍛冶職人の知識を生かして聖剣を研究する。手始めに、わしの『死ジ神ー乃ノ爪ス』から研究は始まった。そして試し行こう錯さく誤ごを繰くり返し、その過程で浮上してきたのが、先ほどサンちゃんの言うた『身の代』という方法じゃ」

　そこで剣聖は隣となりに目配せした。サンデリアーナがうなずき、後を引き取る。

「では、『身の代』という修しゆう復ふく方法について、今度は私からご説明します。……まずは、これを見て下さい」

　彼女はテーブルの中央に、小さな木の欠片かけらを置く。それは食事に使うフォークくらいの長さで、剣のように先が鋭するどく尖とがっている。

「これが『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』だとします。そして、この黒い部分が剣聖デュランダルにやられたことによる『残ざん滓し』です」

　見れば、小さな剣の模も型けいはその切断面が黒く塗ぬられている。この黒いところが『残滓』ということらしい。

「次は、これを見て下さい」

　そう言うと、サンデリアーナはすでにテーブルに広げてある巻物を指差す。

「これはお師し匠しよう様の部へ屋やで発見したものです。それで、これには様々なことが書かれておりますが、今回重要なのはこの一節です」彼女は細い指で、巻物のある箇か所しよを示す。「聖なる湖の穢けがれし汚お泥でい、湖に映りし身の代しろを以もって清せい浄じように還かえすべし」

「どういう意味だ？」

「お師匠さまはこう解読しておりました。『聖なる湖』とは聖せい剣けんのこと。『穢れし汚泥』とは、聖剣に溜たまる『毒どく』。このあたりは、これまでの我われ々われの理解と合がつ致ちするところです。毒が溜まれば剣けん魔まになる、というのはすでにその……実証、されました」

　剣魔になった姉のことを思い出したのか、サンデリアーナの口調が少し澱よどんだ。

「ふうむ、それで？」

　彼女の様子を察したヴァリエガータが先を促うながす。

「はい、続けます。……それで、問題はここです。『湖に映りし身の代』。これが何なのかというのは、この一節の前後の文脈や、他の類るい似じ文ぶん献けん、壁へき画が、神話から総合的に解かい釈しやくして導き出されるのですが、ここでは結けつ論ろんだけを述べます」

　金きん髪ぱつの前まえ髪がみの奥で、姉そっくりの青い瞳ひとみが光る。

「剣が毒で侵おかされた場合、その毒を別の剣に移し替えることで、剣を修復する。これが『身の代』の意味です」

「つまり、エリザの魔ま剣けんについている毒の残ざん滓しを、別の聖剣に移し替えればいいってことか？」

「そういうことです」

「じゃあ……」

　彼は壁かべ際ぎわに並ぶ四本の聖剣を見る。それは今までに剣けん聖せいから奪い取ってきたものだ。

「手持ちの聖剣に残滓を移し替えれば、エリザの剣が直るのか」

「いえ、それが……」

　サンデリアーナの表情が曇くもる。

「身の代という方法は、似ている剣をそばに置くことで残滓を『誤ご解かい』させ、そちらに乗り換かえさせる方法です。そのため、残滓を引き受ける側の剣は、元々の剣と基本的に同じか、かなり似ていなければなりません」

「ちょっと待ってくれ。その『似ている』というのは何で判断するんだ？　見た目が似ていればいいのか？」

「いえ、見た目は関係ありません。大事なのは、見た目よりも『属ぞく性せい』です」

「属性？」

「聖剣というものにはそれぞれに属性があります。属性の近い剣と、属性の遠い剣。修復に必要なのは属性の近い剣です。そして、その遠近を判定するには独自の方法があります」

　サンデリアーナは卓たく上じように小さな小こ瓶びんを置く。中には粉ふん末まつ状じようの物体が入っている。

「これはお師し匠しよう様から教わった判定法で、『色別法しきべつほう』と言います。剣の上にこの薬品を振り掛け、火を点けます。そのときの炎の色によって剣の属ぞく性せいを判定します」

「ちなみにわしの『死ジ神ー乃ノ爪ス』は黄緑色じゃった」

「はい。さらにいえば『双龍乃牙ズルフイカール』は黄色、『天空乃瞬ウインザー』は青味がかった白、というように現状ほとんどの剣で判定済みです。相互の色が近いほど属性が近く、身の代しろに向いております。この色別判定にはヴァーさまの協力が不ふ可か欠けつでした」

「なに、必要に駆かられたまでよ。なにせ、わしの『死ジ神ー乃ノ爪ス』も、ユキノシタと稽けい古こがてら撃うち合ったときに刃はがちょっとだけ欠けてしまったことがあってな。そのときは炎色が『黄色』の双龍乃牙ズルフイカールを身の代にして、『黄緑色』の『死ジ神ー乃ノ爪ス』を直した」

「ああ、なるほど。やっと分かってきた」

　炎の色が近ければ、属性が近い。この場合は『黄色』と『黄緑色』の剣が近い属性ということだろう。そして、属性の近いものは身の代に使える。レベンスは基本的な理り屈くつを飲み込む。

　すると、一つ気になることが出てきた。

「なあ、そのあと『双龍乃牙ズルフイカール』はどうなったんだ？　なんというか、残ざん滓しをなすりつけられたあとの剣は、それはそれで困るだろ」

「そのへんは問題ない。聖剣にも一定の自じ己こ修しゆう復ふく機き能のうがあってな、元の剣が完全な状じよう態たいなら、残滓は時間が経たてばいずれ消え落ちる。実際、『双龍乃牙ズルフイカール』も一ヶ月経たずに元通りとなった」

「そうか……。話は分かった。で、肝かん心じんのエリザの剣はどうなんだ？　炎の色が大事なんだよな？」

「それなんですが……」

　サンデリアーナは小こ瓶びんの蓋ふたを開け、さらさらと『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』に振りかける。

「一いつ瞬しゆんですから、お見逃しなきように」

　彼女は火打ち石を取り出すと、二度三度と石同士を擦すり合わせる。

　その瞬しゆん間かんだ。

「あ……！」

　ボワッ、と火花は粉に引火した。すると灰色の炎が火柱のように燃もえ上がり、やがてそれは粉を焼き尽つくすと一瞬で消えた。それは普通ではありえない炎の色で、レベンスは残ざん像ぞうで目がチカチカした。

「ふうむ。やや黒味がかった灰色、というところじゃったな」

　ヴァリエガータが言うと、サンデリアーナはうなずいた。

「灰色の炎。これはある聖せい剣けんと近い色です」

　サンデリアーナは先ほどの剣の模も型けいの横に、そっと別の模型を置く。それは十じゆう字じ架かを二つ縦たてに並べたような形状だ。

「いわゆる『二十字架ダロデイス』の剣。すなわち……」

　うら若き鍛か冶じ屋やの声が低くなる。

「エリオット・コンスタンスの『聖女乃証クローデイア』です」

　一いつ瞬しゆん、室内が静まり返る。

「エリオットか……」

　ヴァリエガータがつぶやき、ふーっと嘆たん息そくする。

　剣けん聖せいエリオット・コンスタンス。剣聖でありながら『コンスタンス正統教会』を率いる若きカリスマで、その信者は大陸全土に数十万とも数百万とも言われる。組織を率いる剣聖にはルドベキアがいたが、規き模ぼや組織力を含めて考えると、エリオットこそが七剣聖で最も強大な存在と言っても過言ではない。

「手持ちの聖せい剣けんなら良かったのにのう……」

　ヴァリエガータが口くち惜おしそうに言う。実際、四本もここに聖剣があって、エリザと同じ属ぞく性せいの剣が一本もないというのはツキに見放された感がある。

「それ以外だと絶対に駄だ目めなのか？　たとえば普通の剣で試すとか……」

　彼が一応尋たずねると、サンデリアーナは「駄目ですね」と即答した。

「色別法については、いろいろな剣で試してみました。ですが、聖剣以外の剣だと、くすぶったような煙けむりが出るだけで、そもそもきちんと炎が出ることが稀まれです」

「そうなのか……」

「ただ、悪い情報ばかりではありません。身の代しろというのは属性が近ければ良いので、剣の一部さえあれば実行可能です。たとえば、姉さんの『双龍乃牙ズルフイカール』は、借り受けた四本中の一本だけでも、問題なく『死ジ神ー乃ノ爪ス』を修しゆう復ふくできました」

「うむ、そうじゃった」

「今回の場合、エリオットの聖剣『聖女乃証クローデイア』は、中央で二つに分ぶん離りするという性質がありますので、そのうちの片方だけでもあれば『身の代』に使えると思われます。もっと言えば、属性が同じであれば足りるので、剣の破片だけでも可能性はあるでしょう」

「とにかく一部だけでも持ち帰る必要があるってことか」

「はい。全部であれ、一部であれ、『聖女乃証クローデイア』であることが絶対条件です」

　サンデリアーナの説明を聞き、レベンスは少し考えをまとめる。今回狙ねらう聖剣は、二つに分離する特とく殊しゆな代しろ物もので、『身の代』にするためには二つのうちの片方だけでもよい。だが、それが今回の作戦の困こん難なんさを軽減するかというと、あまり期待できそうもない。結局剣聖エリオット自身をどうにかしなければ聖剣奪だつ取しゆは難むずかしいだろう。

「ヴァリエガータ」

「なんじゃ」

「エリオットってのは、その……どれくらい強いんだ？」

　彼は気になることを尋ねる。強大な組織を持つ剣聖であることは知っているが、剣聖個人の強さについては情報がない。

「エリオットには特とく殊しゆ能力がある。その名も『絶対治ち癒ゆ』」

「絶対……治癒？」

「自他問わず、あらゆる怪け我がや病気を治なおす能力じゃ。どんな病人でも治せるし、自分がどんな大怪我をしてもたちどころに治る。七剣けん聖せいで最も強きよう靭じんな肉体の持ち主で、何度斬きられても立ち上がってくるという意味では、小こ童わつぱと似ている」

「そんな奴やつとどう戦えば……」

「すまんが、さらに悪い知らせがある」

「悪い……知らせ？」

　レベンスが不安げに尋たずねると、ヴァリエガータは「うむ……」と言いづらそうに顔をしかめる。

「わしはもう、『死ジ神ー乃ノ爪ス』を使えん」

「……え？」

「前にも言うたよな？　わしは剣けん魔まになるのが近づいている。だから『死神乃爪』で剣聖と戦ったりすれば自殺行為もいいところじゃ。最悪、おぬしが剣魔となったわしと剣聖エリオット、両方と戦うことになりかねん」

　レベンスは絶句する。エリザが戦えない今、ヴァリエガータが最大戦力であることは論ずるまでもない。

「つまり──」

　ショックを受ける彼に、ヴァリエガータは宣せん告こくするように言った。




「今回、戦えるのはおぬしだけじゃ」




　　　　５




　二日後の夜。

　レベンスはうなされていた。

　夢の中には『化け物』が出てきて、エリザが必死に戦おうとしている。だが、剣のない少女はまるで歯が立たず、あえなく化け物に組み伏せられる。

　エリザを助けようと、レベンスも必死に戦う。だが、その化け物はいくら斬きっても死なず、やがて彼は一いち撃げきで吹っ飛ばされ、地べたに這はい蹲つくばる。

　化け物がエリザに迫る。レベンスは何もできない。

　そして悲ひ劇げきは繰くり返される。かつて妹がそうだったように、化け物によってエリザが放り投げられ、落ちてきた小さな体たい躯くに光の筋が走る。妹が──いや違う、あれはエリザだ──いや、やっぱり妹が──彼の意識は混こん濁だくしたまま、重なった二人の愛いとしい存在は八やつ裂ざきになり、血ち飛沫しぶきが炸さく裂れつする。

「……！」

　そこでレベンスは目を覚さました。

　エリザと旅をしてから悪夢は久しく見ていなかった。だが、ここ二日は前にも増してひどく、昔の悲劇にさらなる悪夢が上書きされている。妹のフーシェがエリザと重なり、最後は化け物に八つ裂きにされる。

「ちくしょう……」

　起き抜けに悪あく罵ばを吐はき、彼はギリッと奥歯を噛かむ。

　隣となりでは、少女が浅い息を繰くり返して眠っている。日に日に弱っていく少女の体調と反比例するように、レベンスの焦あせりは強くなる。それがなぜなのかは自分でも分かっている。

　──戦えるのはおぬしだけじゃ。

　レベンスは顔面を押さえる。

　エリザは戦えない。ヴァリエガータも戦えない。戦えるのはレベンスただ一人。それで数百万の信者を擁ようする『絶対治ち癒ゆ』の剣けん聖せいを倒し、聖せい剣けんを奪わなくてはならない。

　無む謀ぼうにもほどがある。

「小こ僧ぞうー、小こ童わつぱー、朝あさ飯めしじゃぞー！」

　ヴァリエガータの声が聞こえると、エリザが瞼まぶたを開いた。

　彼は思わずゴシゴシと顔を擦こすり、自分のしかめっ面つらを打ち消した。弱っているエリザに、不安そうなところを見せるわけにはいかない。

　エリザは何を思ったが、自分も彼の真ま似ねをして、猫のように顔を擦った。

「おは、よう……」

　その青白い笑顔は、無理に元気を出しているようで、レベンスはひどくやるせない気分になるのだった。




　その日もエリザの体調はすぐれなかった。

　パンを掴つかんでは落とし、拾っては落としを繰くり返し、朝食がいっこうに進まない。それどころか、椅い子すに座ったままどこか夢を見ているように上を向いたり、うつむいたりしている。その様よう子すは明らかにおかしい。レベンスは自分の食事もそこそこに、少女の様子を窺うかがう。

　また、落とす。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか」

「だいじょう、ぶ」

　まだ強ごう情じようを張る気力はあるらしく、レベンスがパンを拾おうとすると、エリザは拒こばむように手を動かしてパンを覆おおう。

「へいき、だから」

「そうは見えないぞ」

「とにかく、へいき、なの」

　少女は唇くちびるをとがらし、心配されたことが癪しやくに障さわるような顔をする。

「なら、いいけどよ……」

　いったん彼は手を引く。

　エリザはふるふると覚おぼ束つかない手つきで、またパンを掴つかむ。それを口元に運ぶが、食べようとしたときにはするりとパンが滑すべり落ちる。やはり手に力が入らないのだ。

　いったんパンを諦あきらめ、スープを飲もうとしたが、これはさらにひどかった。手に取ったコップがいきなりくるっと反転し、中身が盛大にテーブルにこぼれる。

「あっ、あっ」

　少女が膝ひざにかかったスープに驚おどろき、椅い子すから立とうとする。

「ったく、何やってんだよ」

　レベンスは悪あく態たいを吐つきながらもコップを元に戻し、こぼれたスープの上に布ふ巾きんを置く。

　だが、これにも少女は反はん抗こうした。

「自分で、やる」

「は？」

　エリザは彼の持っていた布巾を奪い取るように掴つかむと、自分でテーブルを拭ふき始めた。自らの粗そ相そうに始末を付けるつもりのようだが、その動作はまるで理にかなっておらず、かえってテーブル下にスープを押し流すような格かつ好こうになってしまう。

「あーあー、それだとこぼれるだろバカ。貸せ」

「だいじょう、ぶ」

「意地張ってないで、いいから貸せよ」

「だいじょうぶ、なの！」

　ペチッ、と手が叩たたかれる。その力は弱々しく、痛くも痒かゆくもなかったが、レベンスは少々気分を害された。

「なんだよ、人がせっかく助けてやろうってのに……」

「よけいな、おせわ」

「なんだと」

「ひとりで、できるもん！」

　プイッ、とエリザはそっぽを向く。それはこれまでにもたびたびあった、ちょっとした小こ競ぜり合いではあったが、このときの彼にはやや余よ裕ゆうがなかった。

「じゃあ勝手にしろっ！」

　テーブルを叩いて立ち上がると、彼はエリザに背を向ける。

「なんじゃーおまえら、夫ふう婦ふ喧げん嘩かか？」

　隣となりでパンをかじっていたヴァリエガータが口を挟はさむ。「なんでもねぇよ」とレベンスはぶっきらぼうに返す。

「小こ僧ぞう、どこへ行く」

「ちょっと食材でも調達してくる」

「それならわしも行こう」

「いや、一人でいい」

　レベンスは切り捨てるように言うと、扉とびらを開いて出掛ける。「待て待て、このへんの地理は分かるのかー」という剣けん聖せいの言葉を振り切るように、彼は急ぎ足でそこを離はなれた。

　扉を出るときにエリザを見ると、少女はまだツーンとそっぽを向いたままだった。







「くそ……っ」

　見知らぬ森をザクザクと進む。その足取りは直線的で、いささか乱暴だ。

　自分でも分かっていた。エリザが強ごう情じようなのは今に始まったことではないし、特に最近は体調不良でピリピリしたところがある。本来なら、自分のほうが大人おとなになって対応すべきところなのだ。

　自分が悪いと分かっているだけに、なおさら苛いら立だちは募つのった。レベンスは森の中を当てずっぽうで分け入り、獲え物ものを捕とらえようと試みたが、そんな適当な作戦でうまくいくはずもなかった。野生の獣けものを捕つかまえるのはそもそも容よう易いではない上、今日は得意の投げナイフもいまいち精せい度どに欠ける。野うさぎは彼をあざ笑うように土を蹴けって視界から逃げていく。

「ち……」

　食べられるキノコも彼が知っている種しゆ類るいが見当たらず、魚を獲とろうにも川が見当たらない。申し訳わけ程度の山菜を摘つんだあと、レベンスはどっかりと手ごろな切り株に腰を下ろした。

　何やってんだ、俺おれは。

　彼は疲れたように天を仰あおぐ。空は薄うす暗ぐらく、どんよりと曇くもっている。

　──今回、戦えるのはおぬしだけじゃ。

　気が滅め入いるような空そら模も様ようを見ていると、あの話がまた頭によぎる。

「ああ、くそ……」

　今回、戦えるのは自分一人だ。エリザはもちろん、ヴァリエガータにも頼たよれない。

　極めつけは、剣聖エリオットの能力だった。

　絶対治ち癒ゆ。斬きられてもたちどころに傷が治なおるという能力は、ただでさえ少ない彼の勝利条件をさらに狭せばめ、ほとんど無にする。それはあらゆる病気や怪け我がを治癒するという聖せい剣けん『聖女乃証クローデイア』に起き因いんする能力らしい。

　斬きられても死なない剣けん聖せい。

　そんな化け物と、一対一。

　それはありえない無理難なん題だいだ。自分など何もできないだろうという無力感、絶対に負けるという絶望感、その先に待つ死への恐怖心。それらが彼の胸を埋うめ尽くし、余よ裕ゆうを失わせる。だからこそつまらぬ喧けん嘩かをしてしまった。

　ふと、彼は思う。エリザはいつも、こんな気持ちだったのだろうか。たった一人で無む敵てきの剣聖に立ち向かい、頼たよれる者は己の腕のみ。臆おくせず、怯ひるまず、ただ平然と戦いに身を投じる少女の姿を思い出し、レベンスはその精神力の強きよう靭じんさに驚きよう嘆たんする。剣聖と一人で戦う。自分が同じ立場に置かれてやっと、その絶望が分かる。

　だが、絶対に逃げるわけにはいかない。レベンスはもう決意したのだ。二度と、この少女を一人で行かせたりしない、と。何より、これは自分の仇かたきを討うつための戦いでもあるのだ。

　力が欲しい。

　心底そう思う。無理だとは分かっていても、剣聖と互角に渡り合えるような、いや、せめてわずかでも勝機が見えるような、そんな力が。

　一いつ瞬しゆん、あることが思い浮かぶ。それは手持ちの聖せい剣けん。『天空乃瞬ウインザー』『闘神乃腕レーヴアテイン』『死ジ神ー乃ノ爪ス』『双龍乃牙ズルフイカール』。この四本のどれかを持てば、自分も強くなれるだろうか？　ヴァリエガータのような強さを身に付けられるだろうか？

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　レベンスはすぐに思い付きを否ひ定ていする。聖剣を使うことは、すなわち剣けん魔まになることだ。自分の仇かたき『光る眼めの剣士』と同じ存在になってまで、力が欲しいとは思わない。それは彼が生きてきた理由をすべて否定することになる。だいたい、彼の力量で使いこなせる代しろ物ものでもない。聖剣はそれが認めた者しか使えないと言われ、すなわち剣聖以外には扱えないはずだ。

　では、どうする。思考は振り出しに戻る。

　聖剣以外に、どうしたら力が手に入る？

　それは砂さ漠ばくで水を求めるような渇かつ望ぼうだった。力、力、力。あいつを守れる、力。

　そのときだ。

「なんじゃ、ここにおったか」

　声と同時に、レベンスの顔に影が落ちた。

「あ……」

「こんなところで休憩か？」

　陽光を遮さえぎったのは緑りよく髪はつの老剣聖。いつもの笑みを浮かべて彼を見る。

「何しに来た」

　レベンスはちょっと不機嫌そうに、じろっと見る。今は一人でいたかった。

「なに、このへんはわしのほうが詳くわしい。良い狩かり場ばを教えてやろうと思うてな」

「大だい丈じよう夫ぶだ、一人で何とかする」

「そうやって強ごう情じようを張るところは小こ童わつぱそっくりじゃな」

「え？」

「カカカ」

　彼女は笑うと、背中から大きな籠かごを降おろした。そこには山菜や木の実のたぐいが山盛りになっており、野うさぎが三羽、耳をぐっと束たばねられて置かれている。

「すげぇな、もうこんなに？」

「なに、昔取った杵きね柄づかじゃて」

　ヴァリエガータはそう微笑ほほえみ、隣となりの切り株に座る。

　しばらくは二人とも黙だまっていた。空には灰色の魚ぎよ群ぐんのような雲が流れ、風が吹くと籠の中の山菜がふわっと揺ゆれる。鳥が二人の上空を通り過ぎると、ヴァリエガータはヒュッと石を投げ、見事に鳥を撃うち落した。彼は剣聖の何なに気げない動作に舌を巻く。飛んでいる鳥を小石ひとつで正確に落とすなど、とても常人にできる技ではない。自分が何本もナイフを無む駄だにしてウサギの一羽も仕し留とめられていないのとは段違いだ。

「これはなかなか美う味まそうじゃ」

　撃げき墜ついした獲物を拾って戻って来ると、彼女は鳥の脚あしを縄なわでぐるぐると巻いた。それを山菜の籠に放り込み、またどっかりと座り込む。

「ヴァリエガータ」

　そこでレベンスは気になっていたことを口にする。

「わざわざ来たってことは、俺おれに何か用か」

「うんにゃ」

　剣けん聖せいは視線だけをこちらに向ける。緑色の瞳ひとみは彼を映し、静かに陽光を反はん射しやしている。

「小こ僧ぞうこそ、なぜ急に狩りを？」

「別に。居い候そうろうだと肩身が狭せまいから、自分の食いぶちくらい調達しようと思っただけだ。……あんまりうまく行かなかったけどよ」

　レベンスはわずかな山菜をつかみ、彼女の籠の中に放り込む。少しやさぐれた物言いになったのは自分でも分かっている。

「まあ、物事はうまくいかんこともある。わしも最初はそうだった」

「あんたが？」

「おおとも。昔は狩りが下へ手たくそでな。一ひと晩ばん回ってもさっぱり獲え物ものが取れんかった」

「それって、剣聖になる前の話だろ？」

「いいや、なった後もじゃ。人間の動きと動物の動きはまるで違う。仕留めるには相当の修しゆう練れんが必要なんじゃ。何事も、最初からうまくできる者などおらんよ」

「…………」

「たとえばな」彼女は軽い調子で言う。「さっきのやつ、おぬしにできるか？」

「さっきのやつって……、鳥を石で落としたことか？」

「さよう」

「無理だ」考えるまでもない。「俺おれにはそんな超人技はできない」

「本当に無理か？　努力しても？」

「無理だろう。弓ゆみ矢やならともかく、飛ぶ鳥を石ころで仕留めるなんてまず無理だ」

「では試してみようか」

　ヴァリエガータは立ち上がると、彼に手を伸ばす。

「どうした？」

　彼女が目を細めて微笑ほほえむと、レベンスは思わずその手を取った。ぐいっと彼女の細腕によってレベンスは引き上げられる。

「ほれ」

　彼女は小石を三つばかり、レベンスの手にジャラジャラと握らせた。

「どうしろと」

「今からわしが鳥を飛ばす。それを一羽でも良い、墜おとしてみせよ」

「だから無理だって」

「なに、物は試しよ。……ちゃんと構えてろよ」

　そう言い残して、彼女は林の中をさくさくと歩き、一本の大木の前で止まった。すっと小こ刀がたなを取り出すと、その瞬しゆん間かんに彼女の手が消えた。あまりに高速で見えなかったのだ。

　大木の幹には一本の線が走り、それはズズッとずれ始める。やがて木はバランスを失い、巨体を震ふるわせて大地へと倒れる。

　その途と端たん、木に止まっていた鳥の群むれがいっせいに飛び立った。

「今じゃ小こ僧ぞう！」

　ヴァリエガータが叫さけぶと、その声に押されてレベンスは石を投げた。

　一つ目は慌あわてて投げたので大きく外れる。二つ目も外れる。だが三つ目の石は狙ねらいどおりに飛んだ。それは鳥にまっすぐ向かい、わずかにかすめたように見えたが、すでに鳥が空高く飛び去ったところだったので惜おしくも届かなかった。

　羽が一枚、彼の前にひらりと落ちてくる。

　遠くの空へと飛び去る鳥を眺め、彼女は言う。

「いきなり当てようと思うから、途と端たんにできなくなる。何度も試し行こう錯さく誤ごを繰くり返し、挑戦し続ければいつか当たるとは思わんか？」

「でもよ」

　レベンスは羽を拾い上げ、それでもつい言い返してしまう。

「剣聖との勝負は、一度負けたら終わりだろ？」

「おぬしは案外、頭が硬かたいのう〜。よう考えてみろ。本当に、一度でおしまいか？」

「ちょっと待て、あんただって前に言ったろ。『真剣勝負は最初の一敗がすべての終わりを意味する。人間の命はひとつしかない』とかなんとか」

　それは以前、ヴァリエガータがエリザと戦ったときに言ったセリフだった。エリザが猪ちよ突とつ猛もう進しんし、それをいなしたときの剣聖の言葉だ。

「ああ、言うた。確かに言うたな。ただしその前はなんと言うた？」

「え……？」

　レベンスは記き憶おくを振り返る。

　──これが練習試合なら、そのがむしゃらさも経けい験けんを積つむためには良かろう。

「あ……」

　そこで彼は、やっと相手の真意に到とう達たつする。

　練習試合なら。

　経験を積むためなら。

　できるだろうか、と彼は考える。練習すれば、努力すれば、経験を積めば……そんな根性論で勝てるだろうか。

　だがこのとき、心はすでに決まっていた。そして思いついてみれば、どうしてこんな単純な選択肢しに思い当たらなかったのだろう、と自分を殴りたくなった。剣聖と一人で戦うことになって以来、すっかり視野が狭せまくなっていたことに気づく。

　力が欲しい。

　その答えが、目の前にあった。

「ヴァリエガータ」

　レベンスは両手と両りよう膝ひざを地面につき、深々と頭を下げた。土ど下げ座ざをしながら、大きな声で、まっすぐに思いの丈たけをぶつける。

「俺おれを弟で子しにしてくれ！」

　額ひたいに泥どろがつくのもかまわず、彼は頭を下げて叫さけぶ。

「頼たのむ！　俺は強くなりたいんだ！」

「ひとつ訊きく」

　頭上から降ふってくる声こわ音ねが変わる。それは低い、まるで脅おどすような口調だった。

「それは復ふく讐しゆうのためか？」

「ないとは言わねぇ。でも、それ以上に俺は強くなりたいんだ。あいつが、また自分の力で戦えるようになるまで……それまで守ってやりたいんだ。だから頼む……!!」

　レベンスが必死に頼み込むと、ヴァリエガータは黙だまった。

　しばらく沈ちん黙もくが続くと、レベンスは今になって自分の申し出がひどく身勝手であることに気づいた。一度は殺し合い、そして現実に殺してしまった相手に、弟子にしてくれなどというのはあまりに虫の良い願い事ではないか。しかも彼は「わしの元で修しゆ行ぎようしてみんか？」という相手の申し出を無む下げに断ったことさえある。

　土下座をしたまま、レベンスがいたたまれない気分になっていると、やがて目の前に気配を感じた。

　顔を上げると、ヴァリエガータが彼の両肩を掴つかみ、何やら、ひどく目をキラキラと輝かがやかせ、今まで見たこともないような満面の笑みを浮かべている。それは嬉うれしくて嬉しくてたまらないという表情。

　──な、なんだ……？

　まるで積せき年ねんの悲ひ願がんが成じよう就じゆしたような、あまりにも全開な彼女の笑顔に、レベンスは戸と惑まどいながら相手を見返す。

　すると、そこで我われに返ったのか、ヴァリエガータはハッとした顔になり、慌あわてて一歩だけ後ずさる。

　そして、拳こぶしを口元に当てて、「コホンッ」とわざとらしい咳せき払ばらいをした。ちらりと盗ぬすみ見るような感じでこちらを横目で見ながら、彼女は自分の感情を隠かくすように声を低くして言った。

「ま、まあ、おぬしが、そこまで熱心に頼むのなら……コホンッ、ええと、その、あれだ……弟子にしてやらんでも、ないぞ？」
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　修行はさっそく始まった。

　いったんサンデリアーナの家に戻り、二人は仕し度たくをして出直す。場所は家からほど近い雑ぞう木き林ばやしだ。

「言うまでもないが、剣けん聖せいは強い」

　ヴァリエガータは人差し指をピッと立て、なんだか得意げに語る。

「だから、本来は基き礎そから徹てつ底ていして鍛きたえなおすところじゃ。おぬしは若いし、才能もある。我が流りゆうでそこまで強くなったのじゃから、わしが十年ばかり手取り足取り教えれば、かなり良いところまで行けるじゃろう」

　そこでいったん区切ったあと「しかーし！」と彼女は声を張る。レベンスの弟で子し入りが決まって以来、妙にテンションが高い。

「我われ々われにはそんな悠ゆう長ちようなことをやってる時間はない！　来たるべき戦いに備え、短期間で、かつ、実戦的な修行をしなければ意味がないのじゃ！　そこで！」

　彼女はビシッとレベンスを指差し、回答を告げる。

「ずばり、接近戦じゃ！」

「いや、それって死にに行くようなもんだろ！」

　剣けん聖せいに接近して戦うなんて殺してくれというようなものだ。

「いやいや、『死し中ちゆうに活かつあり』というじゃろ？　要は、敵てきの懐ふところに飛び込んで戦うということじゃ。力量が上の相手に離はなれて戦っては、万に一つも勝ち目はない。懐に飛び込んでの、隙すきを突いての一いち撃げき。これじゃ」

　ヴァリエガータは自信満々に断言する。

「しかし、剣聖相手にそこまで近づけるのか……？」

　先日のデュランダル戦を思い出し、彼は気分が暗くなる。あのときは触ふれることすらできなかった。そもそも、剣聖と戦ったときはいつもそうだ。

「ま、案ずるより産むが易やすしじゃ。とにかく始めるとしよう」

「……わかった」

　確かに、ここで理屈をこねていても始まらない。そもそも剣聖を相手にすること自体が無む理り筋すじもいいところなのだ。とにかく可か能のう性せいのあることは何でもやるしかない。

「よろしく頼たのむ、ヴァリエガータ」

　彼は改めて頭を下げる。

「あー、それなんじゃが……」彼女は頬ほおをぽりぽりと掻かく。「わしとおぬしは、ほら、もう師し弟ていじゃろ？　これから、わしのことは『師し匠しよう』と呼べい」

「わかった、師匠」

「くーっ」

　ヴァリエガータはうまい酒でも飲んだような声を出す。

「どうした？」

「こ、小こ僧ぞう、も、もう一度、呼んでみぃ？」

「なんでそんな前のめりなんだ」

「いいから早く呼んでみぃ」

「ええと、師匠？」

「くーっ」

　ヴァリエガータは『師匠』という響ひびきがたまらないのか、小さな拳こぶしを上下に振って感動を表す。レベンスはやや呆あつ気けに取られる。何が彼女のツボに入ったのか全然分からない。
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「よし小僧、さっそく修しゆ行ぎよう開始じゃ！」

　彼女は目を爛らん々らんと輝かせて言う。

「まずは『剣けん速そく』、とにかくスピードじゃ。東方の島国ヤポニカには、『居合い』と呼ばれる抜ばつ刀とう術じゆつがある。今回はこれを応用して修しゆ行ぎようする」

「ヤポニカとか、蛮ばん族ぞくの国じゃねえか」

　それはアストラガルス大陸のはるか東、何ヶ月も海を航こう海かいしなければたどりつけない島国だ。

「ハーちゃんはヤポニカの出身じゃぞ？」

「誰だれだそれ」

「剣けん聖せいハヅキ・ユキノシタ。わしとは『ハーちゃん』『ヴァーちゃん』と呼び合う茶飲み友達でな」

「ユキノシタって蛮ばん族ぞくだったのか……」

「小こ僧ぞう、ハーちゃんがここにいたら十回は斬きられてるぞ」

「どうでもいいが、もうちょっとマシな呼び名はないのか？」

　軽口を叩たたきつつも、彼は少し複ふく雑ざつな気分だった。レベンスはかつて、ユキノシタの屋や敷しきで護ご衛えいを頼たのまれたことがある。結局、エリザに遭そう遇ぐうしてその役目は果たせなかったが、黒くろ髪かみの、少しやつれた白い顔はよく覚えている。

「それで、抜ばつ刀とう術じゆつとか何とか言ってたが、それはどうやるんだ？」

「ヤポニカでは『居合い』と呼ぶ。平たく言えば、鞘さやから刀を抜いて相手を倒す技術じゃ」

　剣聖は自分の手をすらりと動かし、抜刀の動作をしてみる。

「でも、ユキノシタってエリザにあっさりやられていたような……イテッ！」

　レベンスはぽかりと殴なぐられる。

「なにすんだよ！」

「おぬしは何も分かっておらん。ハーちゃんはな、実力だけならドラセナと肩を並べる逸いつ材ざいじゃぞ？」

「おい、それ本当か？」

「おしむらくは、体が弱かったことじゃな。病びよう魔まに蝕むしばまれる前、二は十た歳ち前後のときはそれはもう鬼おにのごとき強さでの。わしも修しゆう練れんと称して何度か稽けい古こを付けてもらったが、まるで歯が立たなかった」

「そんなにか……」

「それほどハーちゃんの抜ばつ刀とう術じゆつはすごかった。ただ、今となっては誰だれもその技術を伝でん承しようしておらん。あやつには娘むすめがおったが武む者しや修しゆ行ぎように出たきり行方ゆくえ知れずじゃし、他の弟で子しも結局力量が足りんかった。というわけで、今となってはわしだけがユキノシタ流抜刀術を使うことができる。まあ、本家に比べれば数段劣おとるし、二、三の奥おう義ぎを知っているだけだがな」

「奥義なんてあるのか」

「ある。とびきりすごいのがな」

「その奥義は……俺おれにも身につけられるのか？」

　そこでヴァリエガータの目つきが変わった。レベンスの顔を正面から睨にらみ、その顔に影が落ちる。にわかに迫はく力りよくを帯びた剣けん聖せいの雰ふん囲い気きに、彼も何かを感じ取る。

「小こ僧ぞう」

「お、おう」

「奥義を習しゆう得とくするということは、ただの修しゆ行ぎようでは済まん。これは脅おどしでもなんでもなく、命はないものと思ってやってもらう」

　ヴァリエガータの眼めがぎらりと光り、それはレベンスに襲おそいかからんばかりに殺気を帯びる。

　彼はごくりと唾つばを飲む。

　本気だ。これは本気の眼だ。

　ぐっと拳こぶしを握り締しめる。おのが胸に覚かく悟ごを問う。

　そして告げた。

「頼たのむ、師し匠しよう」視線をそらさずに、覚悟を込めて告げる。「俺に、その奥義を伝でん授じゆしてくれ。このとおりだ」

　レベンスがぐっと頭を下げると、ヴァリエガータは黙だまったまま彼を見つめ返す。

　そして、静かにうなずいた。

「よかろう」師匠は弟子の覚悟を受け取る。「では、おぬしの命、預からせてもらうぞ」

「よろしく頼む」

「では……」

　彼女は三歩ばかり下がると、そこでぴょんと飛び上がった。超人的な跳ちよう躍やく力りよくにレベンスは目を見張る。

　頭上の木立の中で何やらガサガサと音を立てたあと、剣聖は地面に戻ってくる。その手には木の実らしきものが山盛りになっている。

「あんたはやることなすこと、すべて人間離ばなれしているな」

「人を化け物みたいに言うな。……良いか、時間がないからさっそく始めるぞ？　今からわしがこの小さな木の実を投げる。おぬしは抜ばつ刀とう術じゆつでそれを斬きれ」

「わかった。でも、抜刀術ってどうやるんだ？」

「文字通り、鞘さやから刀を抜く技術よ。刀とう身しんを引き抜くときの鞘走りで加速を得て、相手より一歩先んじる剣けん技ぎじゃ」

「なんとなくは分かるが……」

　彼は剣の柄つかに手を掛ける。

「物は試しよ。とにかくまずはやってみろ」

　剣聖はヒュッと木の実を放り投げる。それは緩ゆるやかな放ほう物ぶつ線せんを描えがいて彼の前まで飛んでくる。

「ハッ！　……あれ？」

　レベンスは剣で木の実を斬ろうとしたが、それは鞘から抜くところで失速した。切っ先が鞘に引っ掛かり、うまく抜けずに軌道がぶれる。

「長剣の場合は、まず己おのれの刀身の長さを把は握あくするところからじゃ。……というか、おぬしの剣は抜刀術には不向きじゃな。もっと反そりのある剣がよかろう」

　そう言うと、ヴァリエガータは持ってきていた袋ふくろから一本の剣を取り出した。

「サンちゃんに良さそうなのを見み繕つくろってもらった。ほれ」

「おう」

　彼は師し匠しようから剣を受け取る。それは今持っている剣よりも反そりが大きく、また、重さがぐっと軽い。黒い鞘さやに金色の装そう飾しよくがあり、ここの鍛か冶じ屋やのマークが丁てい寧ねいに彫ほられている。

「では、再開するぞ」

　剣を換かえると、修行は仕切り直しとなる。ヴァリエガータが振りかぶり、木の実をヒュッと投げる。

　今度こそ！

　レベンスは腰を落とし、鞘から剣を引き抜く。新しい剣は軽く、スムーズに抜くことができたが、今度は狙ねらいを付けるのがおろそかになった。刀身は木の実から手のひら一つ分も離はなれた宙を斬きる。

「続いて行くぞ」

「おう」

　ヴァリエガータは引き続き、木の実を放り投げる。レベンスは前回の反省を踏ふまえて慎しん重ちように狙いを付ける。だが、なかなか思うようには当たらない。

「なあ、師匠」

「なんじゃ」

「抜ばつ刀とうした状じよう態たいから斬きったほうが速くないか？」

「なぜそう思う」

「だって、剣を引き抜く作業分、手間が掛かるし、片手よりも両手のほうが速い」

「普通はな。だが、抜刀術の妙というのはその先にある。まずは修しゆう練れんあるのみじゃ」

「そういうもんか……？」

　怪け訝げんそうなレベンスに、ヴァリエガータは「ふむ」とうなずく。

「ここらで、ちょいと手ほどきしようか」

　ヴァリエガータはつかつかとレベンスの元まで歩くと、彼の隣となりに立った。

「もう一度構えてみよ」

「こうか」

「そのままじゃ」

　彼女はつま先から頭のてっぺんまで、じぃっと舐なめるようにレベンスを観かん察さつする。緑色の瞳ひとみが顔のそばに来ると、彼は思わずのけぞる。

「ふむ、今の構えも悪くないが、もうちょっとだけ右手の位置をずらせ……そうそう、指一本分でよい。鞘さやを持つ手はもう少し体に近づけたほうがいいかのう。……ふむ、そんなもんじゃ。腕だけではなく、体の回転全体で剣を抜く感じでやってみよ」

「わかった」

　剣けん聖せい直じき々じきの指南を受け、彼はまた構え直す。

「いくぞ」

　ヴァリエガータから木の実が飛んでくると、

「やっ！」

　今度はスパッとうまく斬れた。木の実には斜めに線が走り、見事に真っ二つに割れる。

「飲み込みが早いのう」

　ヴァリエガータが感心した声を出す。

「初めてにしてはやるではないか」

「そ、そうか？」

　このくらいで大げさだなと思いつつ、褒ほめられて悪い気はしない。

「よし、ではもう一いつ丁ちよう」

　また、彼女から木の実が投げられる。レベンスは次々に居い合あいで一いつ刀とう両りよう断だんしていく。そのたびに「ほう、大したもんじゃな、ほうほう」と剣聖が褒める。彼はだんだん気持ちよくなってくる。

　十個あまりの木の実を綺き麗れいに切断したあと、ヴァリエガータは一度手を止めた。

「ふむ、悪くないのう。小こ僧ぞう、剣はどこで習った？」

「どこでって……習ったことなんかねぇ」

「まったくの我が流りゆうか」

「傭よう兵へいをしている間に適当に覚えた。腕の良さそうなのがいたら、そいつの動きを見ていろいろ技を盗ぬすんだりとか」

「戦場で学んだ剣、か。なるほど隙すきがないはずじゃ。力の抜き具合もうまい」

「お、おう」

　もっと厳きびしいことを言われると思ったレベンスは、なんだか拍ひよう子し抜けする。

「さて、肩かた慣ならしはここまでじゃ。……次は少しばかり本気を出すぞ」

　剣けん聖せいの目つきが鋭するどくなる。緑色の瞳ひとみが獣けもののように鋭くなり、かつて彼女と戦ったときを思い出す。

　あたりの空気が変わる。レベンスは急いで構える。

　ヴァリエガータは右腕をゆっくりと後ろに回し、振りかぶる。動作は大きいが、その分だけ大技が来るような予感。

　次の瞬しゆん間かん。

　彼女の腕が消えた。と、思ったときにはレベンスの顔面の脇わきを光の線が走り、気づいたときにはパーンッと音がした。

「……へ？」

　振り向くと、背後にあった木の幹にはえぐられたような跡があり、その周囲には木き屑くずのような破は片へんが円を描えがいて飛び散っている。彼女が投げた木の実が、木に当たって粉こな々ごなになったのだ。

　まったく見えなかった。瞬まばたきをしたつもりはないのに、視界に入ったのは光の線だけで、木の実の残ざん像ぞうすら記き憶おくにない。

「どうした小こ僧ぞう。なぜ見送った？」

　ヴァリエガータが不ふ思し議ぎそうに尋たずねる。

　彼は剣けん聖せいの修しゆ行ぎようを少しでも甘く見た自分を戒いましめ、身が引き締しまる思いがした。




「く……」

　家に帰ると、レベンスは泥どろのような体を引きずってベッドに倒れる。初日から徹てつ底てい的てきにしごかれたので全身が痛い。

　隣となりでは、エリザが毛布から顔を出してこちらを見ている。

「…………」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの彼を見て、少女は何か言いたげだ。

「なんだ」

　声を掛けると、エリザはムッとした顔になり、それからプイッと寝返りを打った。

「……べつに」

「ふん……」

　昼間した喧けん嘩かを思い出し、一いつ瞬しゆん、ここは謝あやまったほうがいいだろうかと考える。だが、正直言って自分から折れるのは癪しやくだった。

　もう一度、ちらりとエリザを見る。エリザもこちらを見ている。彼と視線が合うと、また唇くちびるをとがらせ、背を向ける。

　知るか。

　修しゆ行ぎようの疲労もあり、レベンスは不ふ貞て寝ねするように顔を伏せ、まどろみに落ちた。
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「では、もう一いつ丁ちよう」

　剣けん聖せいが腕を振りかぶる。

　今度こそ、とレベンスは腰を落とし、抜ばつ刀とう術じゆつの構えを取る。

　だが、結果は同じだった。ヴァリエガータの腕が消えた瞬しゆん間かん、彼は見切り発車のように剣を抜いて見せたが、それよりも早く背後の木で炸さく裂れつ音おんがした。ここ数日、こうした空から振ぶりを量産している。

「小こ僧ぞう、それはダメじゃ。……見えていない物に、振ってはならん」

「す、すまねぇ」

　漫まん然ぜんと投げているように見えて、剣聖はこういう彼の欠点を一ひと目めで見抜いてくる。飄ひよう々ひようとしていてもその眼力はやはり並外れている。

「見えないときは無理に抜かずともよい。見み極きわめて、そして、抜け」

「わかった」

　レベンスは指示通りにする。抜ばつ刀とう術じゆつのことはひとまず脇わきに置き、飛んでくる標的を見定める。

　──来る！

　見ることだけに集中していたため、木の実の『影』はかろうじて捉とらえる。だが、それも視界の端はしにわずかに映っただけで、気づけば後ろで炸裂音。

「言うまでもないが、剣聖の抜刀術はこんなものではないぞ」

「ぐ……」

　あまりのふがいなさに腹が立つ。どうしてこう進歩がないのか。

「お、悔くやしそうじゃな。わしはその目が好き」

「は？」

「いやいやこっちの話。ほれ」

　また、振りかぶっての剛ごう速そつ球きゆうがレベンスを襲おそう。ちらりと影が見えたような気がするが、今度も一歩も動けないまま木の実は彼を横切る。

　それからさらに百回あまり、二人は同じことを繰くり返した。ヴァリエガータが投げ、レベンスが見極める。途中からは剣を抜いて何とか当てようとしたが、木の実が速すぎてかすりもしない。完全に振り遅れて、レベンスの剣が空くうを切ったときにはすでに背後で木の実が粉こな々ごなだ。

　連日の修行も、彼の進歩はなかなか見られない。同じところでひたすらぐるぐると回っているような失敗の連続。もちろん弱音を吐はくつもりはないが、こうもうまくいかないと焦あせりが出てくる。剣けん聖せいは遥はるかな高みにいる。ぼやぼやしているうちに戦いの時は迫せまる。

　修行は続き、少しずつ夕陽が傾いていく。剣聖の影が長く伸びて、レベンスの足元に差し掛かる。

「まるで進歩がないように見えるが、やる気があるのか？」

「くそ……」

　図星を突かれて、彼は顔をしかめる。それを見た剣聖がニヤリと笑う。この師し匠しようは、こういうふうに弟で子しが疲れたときに鼓こ舞ぶするのが実にうまい。

　それからさらに投とう擲てきと空から振ぶりが延えん々えんと続く。

「いい加減に日も暮れてきた。これで今日きようは最後としよう」

　──絶対に当ててやる！

　レベンスは力む。一度くらい当てなくては、今日も悔くやしくて寝付けない。

「行くぞ」

「おう！」

　ヴァリエガータがふりかぶると、彼は右手に力を込める。

　そして本日最後の木の実が投げられる。

　次の瞬しゆん間かん。

「……へ？」

　彼は拍ひよう子し抜ぬけする。フワッとした山なりの木の実は弧こを描えがいてレベンスに迫ってくる。慌あわてて構え直すが、時すでに遅し。

　ポコッ、とレベンスのおでこに木の実が命中する。

「カカカ、大当たり」

「お、おい、ふざけるなよ！」

「小こ僧ぞうは力みすぎじゃ。そんな煮えきった頭で剣聖を倒せるか」

「く……」

「はい、本日はこれにてお開きじゃ！」

　パーンッ、と剣聖が手のひらを打つ。

　レベンスは剣を鞘さやに収め、がっくりと肩を落とす。アッホウ、アッホウ、と彼をバカにしたように鳥が鳴く。

「小僧、帰るぞー」

　師し匠しようはすたすたと歩いていく。

　彼はその背中を追いかけながら、明日あしたこそは、と心に誓うのだった。







　その夜。

「小こ僧ぞうー、お湯がぬるいぞー」

「へーい師し匠しよう」

　レベンスは炉ろの中に二本ほど薪まきを放り込む。壁かべの向こうからはヴァリエガータの鼻歌が流れ、お湯の跳はねる音がちゃぷちゃぷと聞こえる。

　師し弟ていとなって数日、レベンスはことあるごとに剣聖にこき使われている。湯を沸かし、肩を揉もみ、お茶を淹いれ、服ふくを畳たたみ、晩ばん酌しやくの相手をし……丁でつ稚ち奉ぼう公こうに来た小僧のごとく身の回りの世話を命じられ、少しでも不満げな顔をすると、ヴァリエガータから「ん？　お師匠さまの言葉が聞けんのか？　ん？　ん？」とからかうように詰められる。そうなると、朝から晩まで剣を教わってる手前、何も言い返すことができないのだった。

「小僧ー、まだぬるいぞー」

「へーい師匠」

　やれやれ、と彼は炉の中に薪を三本ばかり放り込む。年寄りは熱い湯が好きだからなあ、と内心で思うが、声には出さない。ヴァリエガータは年寄り扱いをすると急に不ふ機き嫌げんになるからだ。普段はいかにも自分を年寄りのように言うくせに、女心は難むずかしい。

「イテテ……」

　薪を持ち上げるたびに体の節ふし々ぶしが痛む。二の腕から肩にかけて、ズキズキと走る筋肉痛。もう何百回と抜ばつ刀とう術じゆつの練習をしているが、まるで進しん捗ちよくは見られず、増えるのは腕の痛みと生なま傷きずだけだ。

「ヴァーちゃん、入っても、いい？」

「おお、かまわんぞ。入れ入れ」

　エリザか、と彼は視線を上げる。上のほうには通つう気き溝こうを兼ねた小さな窓があるが、もちろん彼からは見えない。

　ここ数日、エリザはヴァリエガータと風ふ呂ろに入っている。まるで祖そ母ぼと孫まごのように二人は仲むつまじく、特に剣けん聖せいのほうが進んでエリザの世話をしているようだった。

　エリザの体調は若じやつ干かんながら改かい善ぜんの兆きざしがあった。昼は熱っぽくぼんやりとし、夜は寒さに震ふるえるのは何も変わっていないが、最近は栄えい養ようと睡すい眠みんが十分なせいか、顔色はいくぶんマシになっている。体調がよければこうして風呂に入ったり、いくらか家事の手伝いをすることもあり、彼としては内心で安あん堵どしていた。もっとも、あの『喧けん嘩か』のときから、顔を合わせるとギクシャクした感じになっているのは変わっておらず、修しゆ行ぎようが忙しいこともあってどうにも宙ぶらりんの状じよう態たいが続いている。

「小こ童わつぱ、わしが体を洗ってやろう」

「ヴァーちゃん、ありがとう」

「よいよい。遠えん慮りよするな」

　中からはくすぐったそうなエリザの声と、「ほれ、動くな」というヴァリエガータの声が聞こえる。

「それにしても小童、ええ乳ちちをしているのう」

「あんまり、強く、揉もまないで」

「よいではないかよいではないか」

　──何をしてるんだ……。

　少女を弄もてあそぶ剣けん聖せいに呆あきれながら、彼は立ち上がる。湯加減も良いようだし、そろそろ持ち場を離はなれてもいいだろう。

　そのときだった。

「ん……？」

　彼はあることに気づいた。薪まきを仕し舞まっていた棚たなの奥が、ぼんやりと光っている。何かと思って薪の数本も抜いてみると、そこから光の筋がはっきりと伸びた。

　──なん、だと……!?

　レベンスは驚きよう愕がくする。穴からは浴室の中が見える。いくらか湯ゆ煙けむりが邪じや魔まをするが、そこに映っている裸ら身しんは間ま違ちがいなくあの二人だ。

「ヴァーちゃん、くすぐったい」

「これ、動くでない、うまく洗えんじゃろう」

　穴の向こうでは二人の少女が全ぜん裸らで戯たわむれている。

　最初は湯煙で見えなかった様よう子すが、だんだんと明らかになってくる。目の前にある白い背中がヴァリエガータで、その向こうにいる髪かみの長いのがエリザだろう。二人とも透すき通るように肌はだが白く、ヴァリエガータも思った以上にふっくらとした女性的な体つきをしている。言うまでもなくエリザは胸に豊か過ぎる双そう丘きゆうをたくわえ、それでいてその体はほっそりとしており、そのギャップがまた──

　いかん、と彼は首を振る。

　俺おれはいったい何をしているんだ。

　我われに返ると、自分のしている行動があまりにもアレなことに気づく。傍はたから見れば、入浴中の女の子をのぞき見している変へん態たい男だ。

　これは、気づかなかったことにしよう。

　レベンスは抜き取った薪を元に戻そうとした。彼は誘ゆう惑わくに勝ち、事態は平へい穏おんのうちに終わろうとしていた。

　が。

「私も、ごいっしょしてよろしいですか？」

　サンデリアーナの声が聞こえた。

　ぴくっと、レベンスの手が止まる。穴の向こうには金色の髪かみが横切り、それは彼の目の前で腰を下ろす。

　薪まきを戻さなければ、と内心では思うが、すでに彼は目の前の光景に釘くぎ付づけとなっていた。前の二人とは違い、完全に大人の女性としての色いろ香かを漂わせる裸ら身しんが、レベンスの前で体を洗い出す。細身のイメージがあったが、それは服ふくの上からの印象で、露あらわになった裸身は豊ほう満まんにして艶なまめかしい体つきだった。長い金きん髪ぱつを掻かき上げるとともに豊かな乳ち房ぶさが揺ゆれ、彼は思わずごくりと唾つばを飲む。

　眼がん前ぜんで繰くり広げられる楽園のような光景に、彼はそのまま動けない。

　だが、サンデリアーナが立ち上がったときだった。

「あ……」

　レベンスは思わず息を飲んだ。それは彼女の裸身の美しさにではなく、その背中に大きく走った傷きず痕あとのためだった。それは十じゆう字じ架かのごとく交差しており、一いつ見けんして刀かたな傷きずだと分かる。
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　これはいったい……？

　そこで彼は、もう一つ違い和わ感かんを覚えた。

　エリザはお湯に浸つかって「お湯をー♪　ちゃぷちゃぷー♪」と呑のん気きに歌っているが、先ほどまでエリザを洗っていた緑りよく髪はつの少女が見当たらない。

　おかしいな、と思って、彼はのぞき穴をよく見る。

　そこで、ポンッ、と肩を叩たたかれた。

「!?」

　レベンスはびっくりして飛び上がる。

　振り向くと、そこにはほかほかと湯ゆ気げを立てたヴァリエガータが立っていた。胸と腰にだけ布地を巻き、ぽたぽたと水すい滴てきを垂たらしている。

　しまった、と思ったときには時すでに遅く、「どうしました？」「ヴァーちゃん、どうしたの？」と残る二人も浴室から顔を出す。

　ヴァリエガータは笑顔で告げた。

「死ぬ前に言い残すことはあるか？」







　両手首を荒あら縄なわで縛しばられたまま、彼は正座をさせられていた。

　正面には仁に王おう立ちのヴァリエガータ。

　その両りよう隣どなりにはエリザとサンデリアーナがいる。女性陣はみな服に着替えていたが、どこか顔が上気しているのは湯上りのせいばかりではなかった。

「小こ僧ぞうも男じゃ。女によ体たいに興きよう味みを持つなとは言わん」

　剣けん聖せいは渋い顔で切り出す。

「だが、のぞきはいかん。こそこそと女風ぶ呂ろをのぞくなどゲスの極み」

「いや、師し匠しよう、これには訳わけが……」

「問もん答どう無む用よう！」

「いって！」

　彼は頭とう頂ちよう部ぶに鉄てつ拳けん制せい裁さいを食らう。

「小こ童わつぱはどう思う？」

「のぞき、よくない」

「サンちゃんは？」

「わ、私は慣れてますから……」

「ふぅむ」

　ヴァリエガータは少し考えるように顎あごに指を当てる。

　レベンスは奇き妙みように思う。サンデリアーナの「慣れてますから」とはいったいどういう意味だろうか。

「小僧、のぞきをするのは今こ宵よいで何度目じゃ」

「バ、バカ、人をのぞき魔まみたいに言わないでくれ。もちろん初めてだし、だいたいあれは穴が開いていたから確かめただけで……」

「うそ」

　エリザが割って入る。

「わたしも、前に、のぞかれた」

「いやいやいや、あれは不ふ可か抗こう力りよくだ！」レベンスは思わぬ内部告発に焦あせる。「のぞいたんじゃなくて、ちょ、ちょっと見とれただけだ！　だいたいこいつは、人前で平気で着替えを始めるようなやつだぞ！」

「あのときは、隠かくしていたから、いいの」

「いや、全ぜん然ぜん隠れてねぇし！」

「隠れてたもん」

「それにな、そもそもこいつとはいっしょに風ふ呂ろに入ったことだって──」

　そこで彼は「あ」と口を押さえる。顔を上げると、エリザ以外の二人の眼まな差ざしが今日きよう最大級に冷たい。

「語るに落ちたな小僧」

　ヴァリエガータがむんずとレベンスの顔面をわしづかみにする。めしめしと骨の軋きしむ音がして、「ほ、ほげぇ……っ!?」と顔に感じたことのない激げき痛つうが走る。正座したままの体が少しずつ浮き始める。剣聖の握あく力りよくはとんでもない。

　やばい、殺される。彼は生命の危機を覚えた。

「ヴァーさま」

「なんじゃ」

「穴が開いていたのは、私のほうの手落ちですし、今回は許して差し上げたらいかがでしょうか？」

「良いのか？　嫁よめ入り前の肌はだをさらされて」

「どうせこんな体では嫁になどいけませんし……」

　そこでサンデリアーナは自分の体を抱くような仕草をした。その眉まゆが悲痛な感じで歪ゆがむ。

　ヴァリエガータは自らのセリフを失言だと思ったのか、ハッとした顔をして口をつぐんだ。

　それからコホンッ、と咳せき払ばらいをして、彼をじろりと見る。

「サンちゃんの顔に免めんじて、今回は罪一等を減じる。そこで一ひと晩ばん反省していろ」

　剣聖は処分を言い渡すと、のしのしと怒った様よう子すで自室に引っ込んだ。

　サンデリアーナはしばらく気の毒どくそうにレベンスを見ていたが、ヴァリエガータの手前、縄なわをほどくわけにもいかず、

「レベンスさん、それではおやすみなさい」

　とその場を去った。

　エリザはトテトテと彼の前に歩み寄り、冷ややかに告げた。

「この、むっつり、すけべ」

「く……っ」

　少女はベーッと小さい舌を出し、寝室に戻っていった。
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　翌よく日じつ、レベンスはひどい目にあった。

　ヴァリエガータから繰くり出される剛ごう球きゆうにキリキリ舞まいさせられるのはいつものことだったが、この日は普段の倍以上しごかれた。頭、手、足、胸、腹と、ありとあらゆる場所に狙ねらいを散らされて、ただでさえ当たらない抜ばつ刀とう術じゆつはますます当たらなくなった。実のところ、剣けん聖せいもそれほど怒っている感じではなく（むしろレベンスにポコポコと木の実を当てるのを面おも白しろがっているふうではあったが）、いずれにせよ彼としてはふがいない結果に終わった。

　そして夜。

　相変わらずひどい筋肉痛に顔をしかめながら、レベンスはベッドに横たわっていた。

　隣ではエリザが眠っている。その顔は相変わらず青白いが、最近はゆっくり養よう生じようしているせいか、以前よりいくらか呼吸が楽になっているようにも見える。

　彼はじっと自分の手のひらを見る。修行ですりきれた手は、握ると痛みが走る。

　あの日からずっと、悪あく夢むは続いている。強すぎる化け物と一対一での戦い。まだ、勝しよう機きは見えない。

　レベンスはごろりと仰あお向むけになって天てん井じようを見上げる。おもむろに手を伸ばしてみるが、もちろん手が届くはずもない。

　強くなってやる。

　その手をぐっと握り、彼は祈いのるように念じた。




　深夜。

　起きたついでに、部へ屋やの扉とびらをそっと開けて、静かに居間に出る。

　水がめに柄ひ杓しやくを入れて、溜ためてある水を一口飲む。冷たい水が胃に流れると、彼はブルッと身み震ぶるいする。

　厠かわやにも行っておこうと、彼は外へ続く扉を開ける。厠は母おも屋やから少し離はなれたところにあり、夜間でも迷わないようにサンデリアーナがドアから厠にかけて紐ひもを張っている。これは専もつぱらエリザが迷まい子ごになるのを防ぐためだ。

「ふぅ……」

　用を足し、彼は桶おけの水で手を洗うと、軽く伸びをする。そして腕の突つっ張ぱりにまた顔をしかめ、ヒモを指先で確かめながら家に戻ろうとした。

　そのときだ。

「……んん？」

　彼は暗くら闇やみの中に、何かが光るのを見とめる。

　それはまるで光の饗きよう宴えんだった。金色の光の筋が幾いく重えにも宙を横切り、それは黄金の蝶ちようが乱らん舞ぶしているかのように流りゆう麗れいな弧こを描えがいては消える。

　剣けん舞ぶ。

　レベンスは近づいて、舞まいの主ぬしを確かめようとする。暗闇の中、わずかな月明かりの下で剣を振るう人物は、金色の長い髪かみを優ゆう雅がに振り乱す、眼がん帯たいの少女だった。

「サンデリアーナ……？」

　レベンスがつぶやくと、少女は動きを止めた。

　彼の存在に気づき、少女は剣を鞘さやに収める。髪をほどき、暗闇の中に浮かぶ黄金の剣士は、一いつ瞬しゆんそれが剣聖ドラセナかと見まごうほどよく似ている。目印の眼帯がなければ幽ゆう霊れいにでも出くわしたかと思うほどだ。

「すみません、起こしてしまいましたか」

　少女は直ちよく立りつ不ふ動どうで言った。立ち居振る舞いが軍人のような硬かたさを感じさせるのは、出会ったときの印象と変わらない。ただ、口元に浮かぶ微び笑しようはここしばらくの同居生活でレベンスにもだいぶ気を許している証に思えた。

「俺おれこそ悪かったな。邪じや魔ましちまったみたいで」

「いえ……」

　少女は短く言うと、剣の柄つかを軽く握り、それから少し視線をそらす。どこか照れたふうに見えるのは、レベンスの顔を見て昨晩の風ふ呂ろでの一件を思い出したようだった。

　彼は自分の失しつ態たいを思い返し、こんな真夜中に二人きりで話しかけられるのは少女にとって不ふ愉ゆ快かいなのではないか、と考えた。

「昨日きのうはすまなかった。……それじゃ」

「あ、待って下さい」

　早々に退たい散さんしようとするレベンスを、彼女は慌あわてて呼び止める。

「もし、よろしかったら、少しだけお話ししませんか？」

「……？　ああ、かまわないが」

　思わぬ誘いに彼は少し戸と惑まどう。思えば、こうして一対一で話すのは初めてのことだった。

　外に出してあった木もく製せいの長なが椅い子すに、二人で並んで座る。レベンスは脚あしを組み、ややだらしない感じで手すりにもたれたが、サンデリアーナはぴんと背せ筋すじを伸ばして礼れい儀ぎ正しく座位を取る。そういや傭よう兵へい仕事のとき、軍人上がりでこんな奴やつがいたなあと思い出す。

「で、なんだ話って」

「まだ日が浅いのに、こんなことをお伺うかがいするのは失礼かと存じますが」

「いいよ、気を遣つかわなくて。だいたい俺のほうが押しかけちまってタダ飯めし食らって申し訳わけねぇ」

「ヴァーさまの客人は最高の客人。何も遠えん慮りよすることはございません」

　サンデリアーナは真ま面じ目めな顔で言う。

　ふと彼は、二人がどんなふうに知り合ったのか気になった。剣けん聖せいドラセナの妹と、剣聖ヴァリエガータ。別に知り合いでも不ふ思し議ぎではないが、それにしたって突とつ然ぜん押しかけて衣い食しよく住じゆうを世話してもらうなど、親しん類るい同どう然ぜんの親しさだ。

　ただ、まずは彼女の質問が先だった。

「それで、ご質問、なんですが……」サンデリアーナは言いにくそうに切り出す。「昨さく晩ばんの、お風呂のことで……」

「申し訳ない」

　レベンスは即そく座ざに謝あやまる。思えば、居い候そうろうの分ぶん際ざいで風呂の覗のぞき見をするなど、叩たたき出されても文句の言えないことだ。

「あ、いえいえ違うんです」かえって彼女のほうが慌あわてる。「そうじゃないんです、違うんです」

「違う？」

「あれが、お師し匠しようさまの作った『のぞき穴』だというのは分かっています。当初は片かたっ端ぱしから穴を塞ふさいだのですが、途中からは諦あきらめましたから。……だから、そのことではなくて」

　その師匠、とんでもない野や郎ろうだ、とレベンスは内心で毒どくづく。昨日、彼女が「私は慣れてますから」と言った意味がようやく分かる。師匠にさんざん覗かれた、ということだろう。

「あの、それで、私の体なんですが……」

　彼女は小さな声で尋たずねる。

「どう思いました？」

「どう、って……？」

「背中の傷、です。剣士にあるまじき、背中の、傷、です……」

　そこで彼女は、膝ひざの上に礼れい儀ぎ正しくそろえていた両の拳こぶしをぐっと握り締しめた。

　何か訳があるな、とレベンスも感づく。特に『剣士にあるまじき』『背中の傷』。この二つの言葉で、彼は何となく相手の言いたいことを察する。

「誰だれにやられた？」

「それは……」

　彼女は口ごもり、それから罪つみの告白のごとく、ためらいがちに真実を告げる。

「姉、です」

「姉ってのは、ドラセナのことか？」

　レベンスは驚おどろきを隠かくせない。それだと、実の姉が、双ふた子ごの妹を斬きったことになる。

「はい、姉のドラセナです。剣聖の」

「戦った理由はなんだ？　姉妹だろ？」

　彼女はまた、ためらうように間を置き、「お恥はずかしい話ですが、聞いて頂けますか」と続けた。

「私もかつて、一人の剣士として修しゆ行ぎように励はげんでいました。いつかは、剣けん聖せいになることを夢見て」

「剣聖に……？」

「はい。私も、姉も、剣術を学び、剣聖を目指すライバルでした。先代の剣聖様から『双龍乃牙ズルフイカール』を継けい承しようするために、共に修行に励みました。そしてある日、対決することになりました」

「対決……」

「そうです。勝ったほうが聖剣を継承し、剣聖となる。その戦いを先代様の前で見せることになりました。ヴァーさまも、立会人として同席しています」

　そこでサンデリアーナの表情が一段と曇くもった。唇くちびるを噛かみ、まるでそこが痛むように胸を強く右手で押さえる。

「完敗でした。姉は強く、私はほとんど何もできないまま敗れました。それは、戦う前から分かっていたことですし、私も敗北は覚かく悟ごの上でした。たとえ重じゆう傷しようを負っても、命を落としても、それで姉を恨うらむことはすまい、と心に誓ちかっていました。それは、いいのです。問題は」

　サンデリアーナの声が上ずる。

「私は、卑ひ怯きようにも逃げたのです。姉が最後の技を繰くり出そうとしたき、私は……あまりの恐怖に、思わず背を向けて、姉から逃れようとしたんです。背中の傷と、この左目は、そのときのケガなんです」

　彼女は自分の左ひだり眼めの眼がん帯たいを、指先で軽く押さえる。端たん正せいな顔立ちに、その黒い眼帯は奇き妙みような迫はく力りよくを与えている。

「もしかして『黄おう金ごん十じゆう字じ』か？　そのとき食らった技は」

「はい。姉としては、相当に手加減したようですけど」

「そうか……」

「ヴァーさまに聞きました。レベンスさんも、姉と戦ったことがおありだ、と」

「まあな。でもあれは『戦い』なんてもんじゃない。俺おれが一方的にやられただけだ」

　レベンスはかつてドラセナと戦ったときのことを思い出す。あのとき彼は、剣とナイフで必死に応戦したがまるで歯が立たず、完全に手玉に取られた挙あげ句く、最後は黄金の光に飲み込まれて気を失った。今こうして生きていられるのはドラセナが手加減してくれたからにすぎない。

「でも、あなたは逃げなかった」

　サンデリアーナは真剣な瞳ひとみで告げる。レベンスは肩をすくめ、「逃げられなかった、が正解だな」と自じ嘲ちよう気味に返す。

「いいえ」

　サンデリアーナは首を振る。あえて、自分自身を貶おとしめたいかのように、彼女は自己否ひ定ていの言葉を続ける。

「私は逃げたんです、レベンスさんと違って、はっきりと、背を向けて。そしてあのとき、私は剣士としての資格を失いました」

「そんなのはよくあることさ。俺は戦場でしょっちゅう逃げている」

　彼女は首を振る。

「戦場で逃げるのは、生き残るためです。それは恥はじではありません。でも私は、姉との正式な勝負で、相手に背を向けたのです。……それは、武器を捨てて投とう降こうすることよりも、恥はずべき行いです」

「…………」

　レベンスは何か言葉を掛けようと思ったが、とっさに思いつかない。

　彼は心の中で、自分も彼女の言葉に同意していることに気づいていた。そう、正式な真剣勝負で、背を向けて逃げるのは恥ずかしいことだ。

　無む意い識しきに、彼は自分の顔の傷を触さわる。これも傭よう兵へい仕事で斬きられたものだが、斬り合った末に付けられたものだ。背を見せて受けた傷ではない。

　サンデリアーナがうつむいているのを見て、彼は自分から話をつないだ。

「……それがきっかけで、剣の道を捨てたのか？」

「そうです。私は、自分の過あやまちを恥じ、剣の道を諦あきらめました。そして、死のうと思いました。ですが」ちらりと自分の家のほうを見る。「ヴァーさまが、私を救って下さいました」

「ヴァリエガータが？」

　彼女は強くうなずく。

「ヴァーさまは命の恩おん人じんです。いえ、それだけではなく、私に第二の人生を指し示してくれました」

　どうじゃ、ヒマなら鍛か冶じ屋やでもやってみんか？　いい師し匠しようを紹しよう介かいしてやるぞ。

　ヴァリエガータはそう言って、彼女を鍛冶屋の道へと誘いざなった。そして、彼女はベルシコロールに弟で子し入りし、今に至る。

　なるほどな、と思った。彼女がヴァリエガータと家族のように親しくしているのも、そういう過去があってのことだと思えば納なつ得とくがいく。命の恩人であり、どん底のときに道を示してくれた人生の師。それは深い恩おん義ぎを感じるだろう。

　会話が途と切ぎれる。

　二人は長なが椅い子すに隣となり合って座ったまま、何かを待つように無言で時を刻んだ。

　最後に一つだけ聞いておきたかった。

「どうして俺に、そんな話を？」

「それは……」サンデリアーナは力なく続ける。「私にもよく分かりません。ですが、ヴァーさまと毎日修しゆ行ぎようをしているあなたを見て、自分が剣士だったころを思い出したんです。ああ、こんなふうに修行したなって。だから久しぶりに剣を振ってみたくなって。……あっ、そうか」

　彼女はそこでハッとした顔をした。

「あなたに、伝えたかったんだと思います。私が『剣士』だったことを。姉と同じ家に生まれ、同じように育ち、同じように剣を学び、だけど何ひとつ姉にはかなわなかった私が、それでもあのときまでは、たしかに『剣士』だったことを。昔は『黄金の双そう龍りゆう姫き』と呼ばれ、姉と同じ夢を追っていたことを」

　彼は何も言えない。ただ、黙だまって彼女を見つめる。

「今でも『剣士』であるあなたが、ただ羨うらやましかった。そういうことなんだと、思います」

　その背中に十じゆう字じ架かを刻んだ少女は、片方だけの青い瞳ひとみで、哀かなしげに微笑ほほえんでみせた。




　　　　９




　翌よく日じつ、レベンスは一つの成果を見せる。

　それはサンデリアーナの一言がきっかけだった。

　──つまらない話を聞いてくれて、本当にありがとうございます。それで、お礼と言っては何ですが……。

「どういうつもりだ小こ僧ぞう」

　ヴァリエガータは手を止めて、驚おどろいた顔をする。レベンスが両目をつむり、まったく瞼まぶたを開こうとしないからだ。

「何か考えがあってのことか？」

「いいから投げてくれ。試してみたいことがあるんだ」

「ほーう」

　剣けん聖せいはやや興きよう味み深そうな声を出し、投球位置についた。弟で子しの始めた奇き妙みような試みをとがめる様よう子すはない。

　──姉との勝負で、左目を失いましたが、代わりに得たものもあります。

「では行くぞ、小僧」

「おう、来い」

　レベンスは目を閉じたまま、気配を感じる。

　サンデリアーナは昨日きのう、彼にあることを教えてくれた。彼女は左目を失ったが、それにより視力に頼たよらない感覚が身に付いた、と言う。

　──まずは感じることです。相手の呼こ吸きゅう、振りかぶる衣きぬ擦ずれの音、空気を裂さく音、迫せまり来る木の実の気配。そして、対たい峙じしている相手の闘とう気きや剣けん気き。

　ヒュッ、と彼の隣となりで空気が揺ゆれ、背後で炸さく裂れつ音おんがする。

「小僧、なぜ剣を抜かぬ」

「今はこうしていたいんだ。頼たのむ、続けてくれ」

「ほほう」

　ヴァリエガータはまたも興味深そうな声を出し、そしてジャリッと足元の土を掃はらう。

　目を閉じて、彼は探る。

　相手が振りかぶった気配。足を大地に踏ふみ出し、それから腕を大きく、鋭するどく振る──その気配。

　ぴくり、と柄つかの上で指先を動かす。同時に、彼の耳のそばを木の実が通過し、それは背後で弾はじける。

　なるほどな、とレベンスは感心する。目を開けていたときは木の実の影を追うので精せい一いつ杯ぱいだったが、目を閉じることで今まで気づかなかったことが分かる。まずは音。そして風圧。最後に、名めい状じようしがたい圧あつ迫ぱく感かんのようなもの。これがサンデリアーナの言う闘とう気きや剣気といったものだろうか。

　それからもう三十球ほど、レベンスはただ目を閉じて木の実をやり過ごした。

　ヴァリエガータは文句も言わずに修しゆ行ぎように付き合った。弟で子しの試し行こう錯さく誤ごを歓かん迎げいしているように、一定の間かん隔かくで黙もく々もくと投げる。

　──気配を感じたら、今度は目を開けてください。それも片方だけ。

　レベンスは片目を開けて、木の実を見る。物もの凄すごい速度の影が視界を横切り、それは背後の木にぶつかり乾いた破は裂れつ音おんを立てる。

　前より見えるような気がする。

　小さな影、黒い点のようなものを捉とらえるので精一杯だったものが、今は近づいてから通り過ぎるまでの軌き道どうが目で追える。いわば『線』で捉えられる。

　それからさらに百球あまり。

「小こ僧ぞう、昼ひる飯めしじゃ」

「師し匠しよう、あと少しだけ頼たのむ」

「なんじゃ、何か掴つかめそうか」

「ああ」

「ふむ、よかろ」

　ヴァリエガータは定位置に着く。

　──そして両りよう眼めです。今までより見えるはずです。感じるはずです。あとは斬きるだけです。

　そこで彼は、両眼をカッと見開いた。

　久々に戻った視界は、いつもより明るく、はっきりと見える。

　ヴァリエガータが振りかぶる。彼は手を柄つかに置く。感覚が鋭えい敏びんになるのが分かる。

　師匠が投げる。

　──レベンスさん、今です！

　次の瞬しゆん間かん、彼は剣を抜き放った。

　ザンッ、と乾いた音がして、木の実が真まっ二ぷたつに割れる。それは彼の足元に落ち、コロリと転がった。

「あ……」

　レベンスは驚おどろく。まさか、こうもうまく斬きれるとは思わなかった。

　自分のしたことが信じられず、彼は木の実を拾い上げる。綺き麗れいに割れた木の実は、断面もやすりをかけたように美しい。

「小こ僧ぞう」

　その声に顔を上げると、師し匠しようは破は顔がん一いつ笑しようして、彼をぐりぐりと撫なでた。

「見事な抜ばつ刀とう術じゆつじゃ！」







　そしてレベンスはめきめきと上達した。

　彼にとって、こうしたことは実は特別なことではない。剣術道場に通う金もない彼は、幼よう少しようのころからひたすら我が流りゆうで剣けん腕わんを磨みがいた。長剣の扱あつかいも、投げナイフも、傭よう兵へい仕事の際に周囲の剣士たちから盗ぬすんだものだ。何気ない相手の動きをつぶさに観かん察さつし、見よう見まねで練習し、そしていつか自分のものとする。人から教えられずとも上達してきたレベンスにとって、良き師から的てき確かくな助言を得られればうまくなるのが早いのは当然とも言えた。それでも今回苦戦したのは、剣けん聖せいの投げる『球』があまりにも速すぎたため、面食らっていたことが大きい。

「そうか、サンちゃんがなぁ……」

　休きゆう憩けい時間に茶を飲みながら、ヴァリエガータは驚おどろきとともに嘆たん息そくする。

　レベンスは昨晩サンデリアーナに教えてもらった助言を、包み隠かくさず話した。ヴァリエガータは熱心にその話に耳を傾ける。

「……なるほどな」師匠は茶をすすって、余よ韻いんを味わうように目を閉じる。「さすが黄金の双そう龍りゆう姫きと呼ばれた天才」

「師匠」

「なんじゃ」

「この訓くん練れん方法、師匠は知っていたのか？」

「一応な。これは『気を読む』というかなりの高等技術で、小僧にはまだちいっと早いかなと思っておった。身の丈たけに合わぬ修しゆう練れんはかえって成長を遠ざける」

「じゃあ、サンデリアーナはどうして俺おれに教えたんだろう？」

「それはな、おぬしを認めたんじゃよ。剣士として、な」

「剣士として……」

「あの天才が、おぬしの才覚を認めた。これは誇ってよいことじゃぞ？」

「そうかな……」

　レベンスはどこか心に引っかかるものを感じていて、素直に喜べなかった。

　──今でも『剣士』であるあなたが、ただ羨うらやましかった。そういうことなんだと、思います。

　剣けん聖せいに匹ひつ敵てきするほどのありあまる才能がありながら、剣の道を諦あきらめた少女。にもかかわらず、レベンスに助言を送り、こうして彼を一段高みへと引き上げた。そのときの彼女の胸中を想像する。それはきっと、こちらが考えているよりもずっと勇気がいることだろう。

「それにしても……」

　剣聖はズズッと茶をすすると、遠い目で空を見上げる。

「あの子がまた、剣のことを語るとはなぁ……」

　その言葉には、静かな感かん慨がいと、そして深い哀かなしみが込められていた。

　ヴァリエガータは湯飲みを置くと、彼の頭をワシワシと撫なでる。

「わ、急に何すんだよ師匠」

「いやあ、なに、ここにおぬしを連れて来たのは正解じゃったと思うてな」

「はあ？」

「さて、修しゆ行ぎよう再開じゃ！」

「お、おう……？」

　彼はなんだか訳わけが分からないまま、剣を手に取る。

　この日の修行はいつも以上に熱が入り、彼はことごとく抜ばつ刀とう術じゆつを成せい功こうさせた。




　その夜。

　レベンスは今日きようも頭のてっぺんから足の指先まで詰まったような重たい疲労を感じ、ベッドにうつ伏せに倒れた。修行は順調だったが、蓄ちく積せきした疲労で体は重い。もはや気力だけで無理やり体を動かしている日々だ。

　もちろん瞼まぶたも重く、横になってすぐにうとうとし始める。

「……レベンス」

　そこに声が聞こえた。彼はうっすらと目を開け、顔を横に向ける。

「ん……呼んだか？」

　隣となりのベッドでは、少女がこちらを見ている。暗くら闇やみの中で、青い瞳ひとみがぼうっと浮かぶ。顔は半分くらい毛布に隠かくれ、まるでおっかなびっくりと覗のぞき見るような格かつ好こうだ。

「…………」

　少女は黙だまって彼を見ている。

「なんだよ、言いたいことがあるならさっさと言え」

「うぅ……」

　しゃべってから、彼はしまったと思う。こんなふうに喧けん嘩かごしではまた二の舞まいになる。

　だが、どうしても優やさしい言葉が出てこない。エリザと向き合っていると、つい意地を張ってしまうのだ。

　しばらく沈ちん黙もくが続く。

　彼が諦あきらめてまた寝ようとしたとき、ぼそりと声が聞こえた。

「……しゅぎょう」

「ん？」

「しゅぎょう、たいへん？」

　見れば、少女は相変わらず顔を半分隠してこちらを窺うかがっている。

「大したことないさ」

「……そう」

「そんなやわな体じゃねぇし」

　彼は体を起こす。しかし、言ったそばから手足に痛みが走り、「う……っ」とうめく。

「……いたい、の？」

「いつものことさ」

「あの、ね」

　エリザは言いにくそうに切り出す。

「その……えっと……あの……」

　レベンスは何か言いたくなるのをぐっとこらえる。何か言おうとすると、ついふざけたような悪あく態たいをついてしまい、喧けん嘩かになりかねない。

　少女は意を決したように、喉のどを一度だけ小さく鳴らし、それから告げた。

「むり、しないで、ね」

　そんな殊しゆ勝しようなことを言われるとは思わず、彼は「お、おう……」とだけ答える。

　それきり、少女は毛布をかぶって寝てしまった。
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　瀑ばく布ふ。

　白い飛沫しぶきを上げて大量の水が破は裂れつするように落下してくる。そばにいるだけで鼓こ膜まくをやられそうだ。

　レベンスは飛沫を浴びながら、彫ちよう像ぞうのごとく静止している。納のう刀とうした状じよう態たいで両目を瞑つぶり、じっと水音に耳を澄すます。最初はただうるさいだけだった滝たきの音が、訓くん練れんの結果、今では細やかな演えん奏そうのように抑よく揚ようを感じ取れる。

　まだだ。

　彼は時を待つ。体はずぶ濡ぬれになっているが、それでも集中力は途と切ぎれない。

「……！」

　水音がわずかに変化する。流りゆう麗れいなメロディを乱す異物の存在を感じ取った彼は、カッと目を見開く。

　──今だっ！

　刀とう身しんを抜き放つ。それは滝たきを一いつ直ちよく線せんに切り裂さき、腕の太さほどの流木を一いつ刀とう両りよう断だんする。舞まい上がった木の破は片へんは彼の脇わきを過ぎ去り、それは放ほう物ぶつ線せんを描えがいて滝たき壺つぼに落ちていく。

「見事じゃ」

　ヴァリエガータが小さな拍はく手しゆをする。

　彼は剣を仕し舞まうと、滝壺を見下ろす。彼の切断した木き片へんが綺き麗れいに割れたまま仲良く流れていく。初めて見たときは絶対に不ふ可か能のうだと思った『滝たき行ぎよう』も、今では十中八、九ほど成功させられる。短期間での自らの進歩に驚おどろく。

「おぬしの抜ばつ刀とう術じゆつも、だいぶ板に付いてきたな」

「これも師し匠しようのおかげだ。ホント、すまねぇな」

「なに、才ある若人わこうどを教えるのは楽しいものよ。カカカ」

　剣聖は楽しげに笑う。その緑色の髪かみは水飛沫を浴びてキラキラと輝かがやいている。

　彼はその眩まぶしい笑顔を見て、自分は本当に良い師匠を持ったなと感じる。この師匠についていけば、自分は確実に強くなれる。滝行が終われば、また次の修しゆ行ぎように移り、その修行も師匠の手ほどきがあればきっと乗り越えられるだろう。そうして抜刀術を物にしていき、いつかは『奥おう義ぎ』とやらにたどりつき、自分はもっと強くなる。それは約束された未来のように思える。

　ただ、そうだとしても……そこでレベンスの胸には疑ぎ念ねんが浮かぶ。それは、消えては浮かぶ泡のように、最近の彼をずっと悩なやませている。修行がまったく捗はかどらなかったころは考えもしなかったのに、それなりに軌き道どうに乗ったここしばらく、彼には拭ぬぐいがたい懸け念ねんが生まれていた。

　それは──

「小こ僧ぞう……っ！」

　ヴァリエガータが叫さけぶ。その鋭するどい声に彼がとっさに振り向くと、眼がん前ぜんには巨大な岩。滝の横の岩いわ肌はだが急に崩ほう落らくしたのだ。

　──やばいっ！

　と思った次の瞬しゆん間かん。

　剣けん聖せいの腕が、ふっと見えなくなる。岩には光の筋が走り、一いつ瞬しゆんで八つに分断される。それは虹にじを描えがいて剣聖の頭上を超え、滝壷に落ちていく。

「危ないところじゃったな。怪け我がはないか？」

「お、おう。助かった」

「さあ、滝行も終わったことだし、今日きようは切り上げようぞ」

　ヴァリエガータはゆうゆうと引き上げていく。自分が今しがた行った達たつ人じん業わざがなんでもないことのように、調子はずれの鼻歌が聞こえてくる。

「…………」

　彼は師し匠しようの背中をじっと見つめる。先ほどの早はや業わざはまったく見えなかった。一本の小さな流木を切り裂さいて悦えつに浸ひたっていた自分が馬ば鹿かに見えるほど、彼女の剣技は凄すさまじい。巨岩を一いつ瞬しゆんで八つに、しかも等分に分割する離はなれ業わざ。人間ではありえない奇き跡せきだ。

　やっぱり師匠はすごい、と思う反面、彼はどうしようもなく一つの観かん念ねんに囚とらわれる。




　このまま鍛きたえていって、本当に勝てるのだろうか？




　それは素そ朴ぼくな、それでいて最も重要な問題だった。

　ヴァリエガータの指し導どうに文句はない。やっていることは単純な反復練習ではあるが、剣聖の指導は実のところかなり繊せん細さいなもので、たとえば最初のころやった木の実を斬きる訓くん練れんも、一球ごとに細かい指示が出た。「肩が落ちている」「腕の振りが遅い」「もっと力を抜け」「脇わきが開いている」「指一本分ずらせ」などなど、一目見ただけで即そく座ざに修正指示が飛んでくる。そのため、彼としては心置きなく修しゆ行ぎように集中できた。何か変なところがあれば世界最強の剣士が手取り足取り教えてくれるのだ。これ以上の環境はない。

　問題は他にあった。

　剣けん聖せい。

　そう、彼の戦う相手が、他ならぬ剣聖だということだ。それは一いつ介かいの傭よう兵へいが少々腕を上げたからといってどうにかなる相手ではない。エリザと剣聖の戦いを立て続けに見てきたレベンスにとって、相手がいかに雲の上の存在であるかは嫌いやと言うほど思い知らされている。彼がまともに相手になったことはただの一度もなく、それは努力や修行で埋うめられる差ではない。

　ものが違うのだ。

　たとえ大軍が相手でも、味方が一人もいなくても、剣聖は必ず勝つ。それも圧勝する。その高みには、レベンスが何をどうやっても決して生しよう涯がいたどりつけない。千頭の軍馬を有する戦車隊を正面から壊かい滅めつさせる。数千の弓ゆみ矢やの嵐あらしをかすり傷ひとつ負わずにかいくぐる。そうしたことを彼が修行すればできるのか、といえば絶対に否いなだ。

　昨日きのうも悪あく夢むを見た。レベンスが、エリオットらしき剣聖と向き合っている。お互いに納のう刀とうしたままの、抜ばつ刀とう術じゆつの構え。そして二人は剣を抜き放つ。それはヴァリエガータに言われたとおりの、勝しよう機きがあるはずの接近戦だったが、レベンスの剣が届くことはない。剣聖の目にも留とまらぬ一いち撃げきで、彼の体は抜き放った剣ごと真まっ二ぷたつに裂さかれる。それが大おお袈げ裟さでも杞き憂ゆうでもなく、自分がたどることになるだろう、最もありえそうな結末だ。

　足りない。届かない。何度修行しても、どんなに手ごたえがあっても、その気持ちは拭ぬぐえない。滝たき壷つぼでの丸まる太た斬ぎり特訓、野生の狼おおかみとの真剣勝負、不利な体勢からの起き死し回かい生せいの抜刀術──今までも彼は数々の修行をこなしてきたが、修行が進めば進むほど、あることに気づいてしまった。

　それは師し匠しようの偉い大だいさ。剣けん聖せいヴァリエガータの底知れぬ実力だ。

「どうした小こ僧ぞうー、はよ帰って茶ァー飲もうぞー」

　剣聖は大きな声で彼を呼ぶ。

「分かった、いま行く！」

　すぐに返事をして、レベンスは駆かけ出す。

　だが、その胸中にかかった靄もやのような疑ぎ念ねんは、彼を捕とらえて離はなすことはなかった。







　帰宅して、彼はちらりと視線を走らせる。

　部へ屋やの奥には袋ふくろに包まれた聖せい剣けんが並んでいる。『天空乃瞬ウインザー』『闘神乃腕レーヴアテイン』『死ジ神ー乃ノ爪ス』『双龍乃牙ズルフイカール』。最近は当たり前になってしまったが、これ一本で一国の軍隊、それどころか世界すら支配しうる強大な武力だ。

　何かに吸い寄せられるように、すっと手を伸ばす。

　だが、袋に指先が触ふれようとしたときに、彼は手を止めた。「ヴァーちゃん、お帰りー」

「おう小こ童わつぱ、変わりないか」「みなさん、夕食の支し度たくができました」。三人の声が聞こえ、彼は我われに返る。

　何を考えているんだ。

　レベンスは自分の頬ほおを軽く叩たたいてみる。自分の取ろうとした行動に嫌けん悪おの念が沸わいたからだ。

　聖剣。それを使えば体内に毒どくがたまり、やがてそれは使い手を『剣けん魔ま』へと変へん貌ぼうさせる。それは彼の家族と故こ郷きよう、すべてを奪った最悪の化け物だ。

　自分は今、無む意い識しきに仇かたきと同じ存在へと身を堕おとそうとしていた。そんな選択肢しを一いつ瞬しゆんでも選ぼうとした自分自身が嫌いやになる。

　何を考えている、レベンス・トリフォリウム。

　ふうっ、と気持ちを静めるように息を吐はく。だが、それで懸け念ねんが消えるわけではない。

　剣聖は強い。格上どころか、はるかな高みにいる存在が、最強の武器を装そう備びしている。剣聖の足元にすら及およばない自分が、普通の武器で挑いどんで勝てるものなのか？

「おや小僧、どうした」

　背後で声が聞こえ、彼はびくりとする。

　振り向くとヴァリエガータが立っている。

「なんじゃ、そんなところでボーッと突つっ立って」

「いや、なんでもねぇ」

　彼はその場を離はなれる。

　ヴァリエガータはちらりと壁かべ際ぎわの聖剣に視線を走らせる。

「そうか、ならばよいが……」

　師し匠しようはそれ以上、何も言わなかった。




　　　　11




　翌よく日じつ、レベンスは精せい彩さいを欠いた。

　ヴァリエガータと真剣で打ち合うという実戦的な修しゆ行ぎようだったが、どうにも集中できず、体にもキレがない。挙あげ句く、納のう刀とうの際にうっかり指先を切ってしまう始末だった。

「どうした小こ僧ぞう、体調でも悪いのか？」

「いや、そういうわけじゃないが……」

　彼は血の染しみ出した指先を見つめる。

「そんなに深くはなさそうじゃな。……どれ」

　師匠は何気なく彼の手を取り、血の出た指先をチュピッと口に含ふくんだ。

「わっ、バカ！　何すんだよ！」

「何って、手当てじゃが」

「じ、自分でやるから！」

　彼は慌あわてて手を引っ込め、わずかに後退する。口に含まれた指先には彼女の唾だ液えきがついており、艶なまめかしい舌の感かん触しよくが残っている。

「ふむ、ちょいと休きゆう憩けいとしようか」

「俺おれは大だい丈じよう夫ぶだ」

「阿あ呆ほ、こういう怪け我がを甘く見るな。とにかく手当てをしてこい」

　そう言うとヴァリエガータはさっさと切り株に座り込み、「包ほう帯たいのありかはサンちゃんに聞けよー」と休憩に入る。

「じゃあ、ちょっと行ってくる」

　応おう急きゆう処しよ置ちをすべく、彼はいったん来た道を戻る。雑ぞう木き林ばやしを歩きながら、「ああ……」と己おのれのふがいなさを嘆なげく。

「なにやってんだ……」

　しくじった理由は明めい瞭りようだった。連日の疲労もあるにはあったが、問題はむしろ精神面だ。

　──これで本当に勝てるのか？

　厳きびしい修行の果てに、自分は本当に剣けん聖せいに勝てるのか。せめてわずかでも勝機を見みい出だせるのか。そうした疑ぎ念ねんを抱いだいていては、修行に身が入らないのも当然だった。

　こんなことではいけない、とにかく今は修行に集中しなくては。

　レベンスは忸じく怩じたる思いのまま、雑木林を抜ける。

　そのときだ。

「あ……」

　思わず木こ陰かげに身を隠かくす。

　家の前にはエリザがいた。その手には巨大な黒光りする塊かたまりが見える。折れた『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』だ。

　まさか、と彼は驚おどろく。

　少女は折れた剣を支え、ぶるぶると震ふるえる手で持ち上げる。それから「やっ」と剣を突き出し、重さによろめく。そして剣を地面に下ろし、肩で息をする。それからまた「やっ」と同じ動作を繰くり返す。

　それは修しゆ行ぎようだった。少女の病状を考こう慮りよすればリハビリとも言える行為。

　少女は歯を食いしばり、折れた剣を必死に振り回し──というよりも振り回され──挙あげ句くにバランスを崩くずして地面に転がる。だが、それでもめげることなくまた立ち上がり、剣を拾い上げ、修行を再開する。

　無茶だ。

　彼はそう思いながら、声を掛けることも、立ち去ることもできないでいた。エリザの表情は真剣そのもので、まるで眼がん前ぜんに剣けん聖せいが対たい峙じしているかのような鬼き気き迫せまる雰ふん囲い気きだ。本当に窮きゆう地ちに陥おちいっているのではないかと錯さつ覚かくするほど、死に物狂いで剣を振るっている。彼は指先の痛みも忘れてただその姿に見入った。

　──むり、しないで、ね。

　この前の少女の言葉を思い出す。

　バカやろう、と悪あく態たいをつく。無理をしているのはレベンスではなく、少女のほうだった。おそらく昨日きのう今日きよう始めた修行ではない。もしかすると彼が修行を始めたその日から、ずっと続けていたのかもしれない。彼が出かけたのを見み計はからって剣を握り、帰ってくる前に終える。見つかれば止められると思ってのことだろう。

　気づけば、両の拳こぶしを痛いほど握っている。指先から血が染しみ出し、それは地面に斑はん点てんを作る。

　折れた剣を手に、なお、戦おうとする少女。そこには勝てるかどうかなどという迷まよいは一いつ切さいない。

　戦わなくてはならない、だから戦う。負けて死ぬことなど微み塵じんも恐れていないかのような覚かく悟ごは、出会ってから今日まで何ひとつ変わらない。それは勝てるかどうかを気にしてばかりのレベンスとはまるで違う。

　彼は動けなかった。

　その場に立ち尽つくしたまま、折れた剣を振るう少女を、じっと見つめていた。




　そして、レベンスは一つの決断を下した。




「なんじゃ、話というのは」

　翌よく朝あさ、レベンスは師し匠しようと向かい合っていた。まだ朝もやの立ち込める林の中は、ひんやりとした冷気に包まれている。

　彼は単たん刀とう直ちよく入にゆうに告げる。

「俺おれは、聖せい剣けんを使いたい」

　ヴァリエガータの瞳ひとみが見開かれる。その白い顔が強こわ張ばったように固まり、それから彼女はくるりと背を向けた。

「……師し匠しよう？」

　レベンスは師匠の態たい度どをいぶかしむ。てっきり「たわけ！」と殴なぐられるとばかり思っていた。聖剣を使うということは、すなわち剣けん魔まになるリスクを背負うことになる。それを咎とがめられると思った。

　彼を決断させたものは、昨日きのう見た少女の姿だった。

　あのとき彼は気づいてしまった。

　それは自分の『甘え』。弱った体をひきずり、折れた剣を手に、それでも戦うことを諦あきらめない少女。それに引き換かえ、勝てるかどうかばかりに気を取られ、どこか今の境きよう遇ぐうを嘆なげいている自分。

　剣聖と一人で戦うはめになってしまった？　今回は一人で戦うから大変だ？

　違う。

　これは最初からレベンスの戦いだったはずだ。誰だれかの代わりに戦うのではない、自分の仇かたきを、自分の手で討うつための、自分一人の戦いだったはずだ。レベンスの仇は最初から剣けん魔まだった。彼はそれを討つために旅をしていた。

　だが、少女と出会い、彼は甘えてしまった。圧あつ倒とう的てきに強いエリザという少女に。それは少女が傷つき、弱り果て、半はん死し半はん生しようになった今に至るまで同じだった。昨日のエリザの姿を見て、彼は自分の中に巣す食くうそんな甘えを抉えぐり出されたような気がした。

　愕がく然ぜんとした。

　無意識に頼っていたのだ。今回だけは剣聖と一人で戦う。でも、剣が直ったらまたエリザに戦ってもらおう、残りの剣聖は全員エリザに倒してもらおう、俺はできる範はん囲いで手伝えばいい──そうやって、自分はこの小さな少女にべったりと甘えきっていたのだ。

　エリザは違う。エリザはレベンスに頼たよっていない。折れた剣で、なお自分一人で戦おうとしている。世界を敵に回して最初から一人で戦ってきた少女と、不幸にも一人で戦うはめになってしまった自分。それは天と地ほどの覚かく悟ごの差だった。

　だから彼は、その甘えを断ち切ることにしたのだ。

「どうなんだ、師匠」

　彼は挑いどむように言う。答えいかんによっては、師匠に逆らうつもりでいた。

「……小こ僧ぞう」

　ヴァリエガータは背を向けたまま言う。

「聖せい剣けんを使えば、もう後戻りはできぬぞ」

「分かっている」

「人生を捨てることになる」

「かまわない」

「そうか……」

　師し匠しようは多くを語らなかった。うつむいた顔は窺うかがい知れず、緑色の髪かみだけが風に揺ゆれている。

　ふと彼は思った。もしかしたら、彼女はこういう日が来るのを知っていたのではないか。いやむしろ──

　恐れていたのではないか。

　彼女は空を見上げた。

　ぽっかりと流れる雲が、その速さを増していく。

　答えは一言だけだった。




「『天空乃瞬ウインザー』を持って来い」
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　天空乃瞬ウインザー。

　それは剣けん聖せいハヅキ・ユキノシタの司つかさどる聖せい剣けん。レベンスにとっては元・雇やとい主ということになる。

「もはや説明はいらぬだろう」

　ヴァリエガータは聖剣を前にして、低い声で説明する。

「剣聖に勝つには接近戦、それも一いつ瞬しゆんの勝しよう機きを生かす抜ばつ刀とう術じゆつ。それを極める上で、これ以上の武器は世界に存在しない」

　レベンスは黙だまってうなずく。銀色の鞘さやに、黒い縁ふち取どり。長さは今まで彼が使ってきた長剣とさほど変わらない。

　剣聖は腕を組んだまま「とりあえず、抜いてみよ」と言った。

「おう」

　レベンスは左手で鞘を持ち上げ、右手で柄つかをぐっと握る。そして、言われたとおり刀とう身しんを抜こうとした──

　が。

「あれ……？」

　鞘さやから刀とう身しんを引き抜こうとしたものの、剣はまったく動かない。変だと思ってさらに力を込めてみるが、結果は同じ。

「抜けねぇぞ」

「貸してみよ」

　今度はヴァリエガータが聖せい剣けんを受け取り、「ぬっ」と力を込める。だが、彼女がやっても聖剣はぴくりとも動かない。

「ふむ、やっぱりのう」

「どういうことだ？」

「聖剣は、選ばれし者にしか抜けない。そういうことじゃ」

「師し匠しようでもダメなのか？」

「わしは『死ジ神ー乃ノ爪ス』には選ばれたが、それ以外の聖剣には選ばれておらん」

　そこでレベンスは、ふとあることを思い出す。

「でも、エリザは当たり前のように使っていたぞ。ドラセナと戦ったとき、三本とも使った」

「それはわしも小こ童わつぱから聞いた。だからこそ、ドラセナも驚おどろいたのじゃろう」

　──聖剣が、認める、なんて……。

　ドラセナは倒れる間ま際ぎわ、そんなことを言っていた気がする。とすると、やはり聖剣が持ち主を選ぶという噂うわさ話ばなしは本当だったことになる。

「あ、こういうのはどうだ」

「なんじゃ」

「まず、エリザに聖剣を抜いてもらって、それから俺おれが使うってのは」

「おぬし、剣けん聖せいには抜ばつ刀とう術じゆつで勝つつもりじゃろう？　鞘さやから抜けんでどうする」

「あ」

「下へ手たな考え、休むに似たり、じゃな」

　ヴァリエガータは「まあ、この際じゃ。おぬしは知っておいたほうがいいじゃろう」とつぶやき、手を横に掲げた。

「死ジ神ー乃ノ爪ス」

　地面がもこりと隆起し、巨大な鎌かまが出現する。いきなり現れた聖剣に「ウオッ」とレベンスが驚おどろく。

「そんなでっかいもん、いつ埋うめたんだ」

「聖剣は、主人の魂たましいの呼び声に反応する。どれほどの距きよ離りがあっても、持ち主が真に必要とするときはいつでも馳はせ参じる。そういうもんじゃ」

「すげえな」

「おぬしも使えば分かる。ほれ」

　剣けん聖せいは巨大な鎌かまを差し出す。

「い、いいのか」

「毒どくがあるというても、一度や二度振って体に回るというものじゃない。人を斬きり、血を吸って初めて毒が回る。心配せずに使え」

　ヴァリエガータは大鎌を木に立てかけて、くいっと顎あごをしゃくった。

「おう……」

　レベンスはそろりと手を伸ばし、大鎌の柄えを握ろうとする。

　その途と端たん。

「うわっち!!」

　バチッ、と火花が散り、彼は思わず手を引っ込めた。それは冬場に毛糸を触さわったときの火花にも似ていたが、痛みはその比ではない。手に軽い火ぶくれができており、それがズキズキと痛み出す。

「剣ではなく『鎌』なら、鞘さやがないから使えそうな気がするじゃろ？　でも結局同じなんじゃ。聖剣に認めてもらわぬかぎり、聖せい剣けんのほうから使い手を拒きよ否ひする。おそらく『天空乃瞬ウインザー』も同じじゃろう。抜いたとしても、結局は使えん」

「なるほどな……」

　彼は『死ジ神ー乃ノ爪ス』と『天空乃瞬ウインザー』、二本の聖剣を見比べながら嘆たん息そくする。普通では考えられない不ふ可か思し議ぎな現象も、物が聖剣となると妙に納なつ得とくしてしまう。

「師し匠しよう、話は良く分かったよ。聖剣に選ばれないと、聖剣の使い手にはなれない、と」

「うむ、そういうことじゃ」

「で、どうすれば聖剣に選んでもらえるんだ？」

　彼が素そ朴ぼくにして当然の疑問をぶつけると、剣聖は「捨てるんじゃ」と告げた。

「捨てる？」

「雑ざつ念ねんを捨てる。妄もう念ねん、執しゆう念ねん、怨おん念ねん……そうしたありとあらゆる雑念を振り払い、心を空からっぽにする。そうやってすべてを捨て去ったあとに残ったものが、いわば『魂たましい』じゃ」

「魂……」

「聖剣は人を選ぶ。それは何より魂を見み極きわめて選ぶんじゃ。おぬしもこの聖剣に、その魂を見極めてもらう必要がある。そのためにはまず、雑念を捨てて魂を剥むき身にしなくてはならぬ。服を脱ぎ捨てて裸はだかになるようなもんじゃな」

「なるほど、そういうものか……」

　彼は頭の中で整理する。雑念を捨てて、魂を剥き身にする。そして聖剣に選んでもらう。観かん念ねん的てきには理解できるが、問題はそこからだ。

「師匠、話は分かった。だけど具体的にはどうやったらいいんだ？」

「なに、簡かん単たんじゃ」

　剣けん聖せいはさらっと言った。

「いっぺん死ねばいい」

「……へ？」

　話はこうだった。

　聖せい剣けんを使うためには、まずあらゆる雑ざつ念ねんを捨て去る必要がある。それには、ぎりぎりの真剣勝負を行って生死の境さかいに立つことが有効だとヴァリエガータは言う。

　精神集中のために、自分を窮きゆう地ちに追い込む訓くん練れんというのはレベンスも聞いたことがある。おそらくそのようなものなのだろう、と彼は聖剣を左手に携たずさえ、彼女と向かい合う。

　一方の彼女も、聖剣『死ジ神ー乃ノ爪ス』を正面に構え、ぐっと腰を低くした。

　その途と端たん。

　あたりの空気が一いつ変ぺんした。

　幼よう女じよのように小さい剣聖が、急に大きくなった感覚。振りかざした大鎌はレベンスを頭から丸まる呑のみしそうな迫はく力りよくに満ち、それを支える少女の体が城じよう砦さいのごとく巨大に映る。彼女のまとう空気は重く、大きく、それは息苦しい圧あつ迫ぱく感かんとなってレベンスの体を萎い縮しゆくさせる。自分の身の丈たけを何倍も超える巨大熊ぐまに遭そう遇ぐうしたら、きっとこういう気分になるのだろうか、と彼は奥歯を噛かみ締しめながら必死に対たい峙じする。

「下がるな小こ僧ぞう」

　あ、と彼は目を見開く。足元を見れば、知らないうちに自分が後退していることに気づく。本能的に危険を察知して、体が今すぐ逃げたいと訴えている。

　今までも、彼女に敵かなわないと思うことは何度なくあった。圧あつ倒とう的てきな剣けん腕わんの差を考えればそれも当然だったが、ここまで気け圧おされたことはない。勝てない、敵かなわない、死ぬかもしれない。そういう気分をさらに超えて、ああ、食われる、と彼は思った。すでに指先がまともに動かない。とぐろを巻いた大だい蛇じやに捕とらわれた蛙かえるが、体中の骨をポキポキと折られながら、大きく開いた蛇へびの口の中を覗のぞき見る感覚。

　──エサだ。

　彼は本能で察知する。今、自分はエサになっている。捕ほ食しよく者しやに食べられるエサ。鳥に食べられる虫、釣つり上げられた魚、猛もう獣じゆうに腹を裂さかれた草食動物。

　戦意を喪そう失しつし、恐怖と諦てい観かんがレベンスを襲おそう。こんな気分は初めてだった。ヴァリエガータの緑色の瞳ひとみは、猛もう禽きんのごとく鋭するどい眼がん光こうを放ち、殺気に満ち満ちている。普段の柔にゆう和わな彼女を知る身としては、まるで邪じや悪あくな神に憑つかれたような別人ぶり。相手を殺しにかかった剣聖、という存在がいかに恐るべきものかを彼は思い知る。

　思い上がりだったのだ。剣聖を倒すとか、聖剣を使いたいとか、すべては現実を知らない彼の勘かん違ちがいだった。聖剣を使おうと使うまいと、レベンスに剣聖を倒す可か能のう性せいなど微み塵じんもない。それが理屈ではなく本能で分かる。

「来ないのなら、こちらから行くぞ」

　剣けん聖せいは低い声でつぶやくと、その鎌かまが強く光った。すると周囲の地面から青い光の球が浮かび上がり、大鎌へと集まっていく。それは『魂たましいの残り火』を集めるという彼女の得意技だ。

「う……っ」

　レベンスは自分の足元に異い変へんを感じる。気づけば両の足首には地中から突つき出た『手』が絡からみつき、彼を動けないように拘こう束そくしていた。その力は死者とは思えぬ強さで、彼は足を持ち上げることすらできない。反対に地中に引きずり込まれそうになり、立っているのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「ちなみに言い忘れておったが、失敗したら死んでもらう」

「な……!?」

　彼は背せ筋すじに悪お寒かんが走る。相手の目は本気だ。

「行くぞ小こ僧ぞう！」

　おい、嘘うそだろっ、と彼は焦あせる。ぎらつく刃やいばが目前に迫せまるが、依い然ぜんとして聖せい剣けんを抜くことはできないし、『死者』に足首を掴つかまれていては逃げることもできない。

　ああ、死ぬ──レベンスは覚かく悟ごを決めて目を瞑つぶる。

　だが。

「……？」

　来たるべき衝しよう撃げきをびくびくと待ったが、それは来なかった。

　変だと思って目を開けると、

「う……っ」

　そこには鎌の切っ先がぎらりと光り、それは文字通りの眼がん前ぜんでぴたりと寸止めにされている。

「ふむ」

　ヴァリエガータは武器を引っ込めて、肩を落とす。

「どうじゃ？」

「どう、って……」彼は素直に心情を吐と露ろする。「死ぬかと思った」

「あほう、そんなことは聞いとらんわい」

　剣聖は呆あきれたように言う。

「そうじゃなくて『聖剣は抜けそうか』と聞いておる。ちっとは雑ざつ念ねんを振り掃はらえたか？」

「雑念……」

　完全に忘れていた。

　剣聖は「フーッ」と息を吐はき、手を腰に当てた。

「ま、最初はそんなもんじゃろう。……どれ、もう一度」

　ヴァリエガータはぎらつく刃を持ち上げ、構えを取る。こんなことを繰くり返していたら心しん臓ぞうに悪い、と内心で思いつつ、彼も構え直す。

　この後も、二人は試し行こう錯さく誤ごを繰り返した。ヴァリエガータがぎりぎりの攻こう撃げきを繰り出し、彼が生死の境さかいでそれを回かい避ひする。そうすることで神経を研とぎ澄すまし、雑ざつ念ねんを振り払う……というはずだったが、現実には思うようにいかず、失敗続きでいっこうに聖せい剣けんが抜ける気配はない。

　やがて、日が傾き、二人の影を長く伸ばす。

　そろそろ今日きようはお開きじゃなあ、と師し匠しようが鎌かまを担かつぐ。

「すまん師し匠しよう、あと少しだけ」

「ふむ……では、日が沈むまでな」

　師匠が聖剣を構え、彼も聖剣を構える。今日何十度目かの試し行こう錯さく誤ごが始まろうとした。

　そのとき。

「ヴァーさま！　レベンスさん！」

　声が聞こえた。

　二人は剣を下ろし、声の主ぬしを確かめる。雑ぞう木き林ばやしの向こうからは金きん髪ぱつの女性が走ってくる。サンデリアーナだ。

「どうしたサンちゃん、血けつ相そうを変えて」

　ヴァリエガータが尋たずねると、彼女は息を切らせながら、こう叫さけんだ。




「エ、エリザさんが倒れました……！」







[image: 第三章　エリオット・コンスタンス　──癒しの教祖剣聖]
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　真っ白な顔、脱力した手足、戻らぬ意識。

　それは今までと明らかに違った。まるですべての生命力が尽つきたように横たわり、微び動どうだにしない。最初見たとき、死んでいるのかと錯さつ覚かくしたほどだ。

　サンデリアーナが気づいたとき、エリザは家の前で倒れていたという。その傍かたわらには折れた剣が転がり、どうやら訓くん練れん中ちゆうに気絶したらしい。

「何度か休むように申し上げたのですが、エリザさんはことのほか熱心で……」

「こいつは強ごう情じようだからな」

　レベンスは悪口のように言い捨てるが、その視線はずっと少女に注そそがれている。

「どうなんだ」

　レベンスが尋たずねると、ヴァリエガータは「ん……」と声を漏もらし、顎あごをしゃくった。

「隣となりで話そうか」

　三人はいったん居間に戻る。ヴァリエガータは間を置くように「サンちゃん、茶をくれ」と注文した。

「かしこまりました。あの、レベンスさんは」

「俺おれはいらねぇ」

　サンデリアーナが席を立ち、台所で茶を淹いれる。レベンスは早くエリザのことを聞きたかったが、ヴァリエガータは押し黙だまっている。

　飲み物が並ぶと、

「それで、どうなんだエリザは」

　彼は待ちきれずに尋たずねる。

「おそらく、かなり悪い」

「悪いってどのくらいだ」

「わしも詳くわしいことは分からぬ。だが、このままだと助からぬのは確かじゃろう」

「く……」

　エリザの容よう態だいが悪いのは彼も知っていた。だが、最近は就しゆう寝しん中ちゆうも落ち着いて見え、横ばいか、あるいは快方に向かっているとさえ思っていた。それゆえにこの急変には驚おどろきを隠かくせない。

「こいつ、無茶するから……」

　レベンスはエリザの『修しゆ行ぎよう』を思い出す。

「それもあるが、本質はそこではない。来るべきものが来た、ということじゃろう」

「どういうことだ」

「剣が折られたことで、小こ童わつぱの体はすでに致ち命めい的てきなダメージを受けていた。だが、最近は十分な栄養と休息によってどうにか安静を保ってきた。その体力の低下がついにごまかしきれないところまで来た、ということじゃろう」

「そうか……」

　彼はエリザの白い顔を見つめ、絞しぼり出すように言う。

「なんとかできねぇのか」

「とにかく小童の剣を直すことじゃ。もうそれしかない」

　ヴァリエガータはそこまで言うと、「サンちゃん、次の『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』はいつじゃったか」と隣となりに立つ少女に尋たずねる。

「普段どおりなら、来月の頭かと」

「それって、たしかなんでも病気を治なおすとかいう儀ぎ式しきだよな……」

　『天癒乃儀』は、剣けん聖せいエリオットが定期的に開いている儀式のことだ。難なん病びようの者や不ふ治ちの病を持つ者に対し、聖せい剣けん『聖女乃証クローデイア』を用いて治ち癒ゆする。

「たしか、その治ち癒ゆ能力が、エリオットの『絶対治癒』と関係しているんだよな？」

「無む論ろんじゃ。あやつの『聖女乃証クローデイア』は治癒を司つかさどり、わしの『死ジ神ー乃ノ爪ス』は死を司るという、いわば表裏に位置する聖せい剣けんでな。わしが死者の魂たましいを燃もやせるように、あやつは生者の魂たましいを活性化させる。『聖女乃証クローデイア』が病人から黒い煙けむりのようなものを吸い取って治なおすのをわしも見たことがある。まさに神の奇き跡せきじゃった」

「じゃあ、その力でエリオットは自分の怪け我がも治なおせるのか……」

　レベンスは絶望的な気分になる。何度聞いても、エリオットの能力には勝てる気がしない。

「『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』は、マトリカリアにある大聖堂で行われておる。今度もたぶん同じじゃろう」

　そこは西方にある大きな港町で、コンスタンス正統教会の本部がある『聖地』として有名だ。馬を飛ばしても二十日近くかかる。

「ってことは、来月に『天癒乃儀』があって、そこには必ずエリオットが聖剣を持って現れる。そういうことだな？」

「うむ。間ま違ちがいなかろう」

　それを聞いて、彼は考える。この機会を逃すと、次にエリオットと接触できるのは当分先になる。もしかしたら、これがエリザの命を救う最初で最後のチャンスかもしれない。

「師し匠しよう、俺おれはマトリカリアに行く」

　レベンスは強い口調で言い切る。

「それしかないか……」

　ヴァリエガータは目をつむり、低い声で言う。

　その口調が重い訳わけを、もちろんレベンスも分かっている。頼たのみの聖剣『天空乃瞬ウインザー』は使えず、相手は数百万の信者を従える『絶対治癒』の剣けん聖せい。

　だけどエリザを助けるためには、行くしかない。悲ひ壮そう感かんさえ漂う絶望的状じよう況きように、二人はしばらく押し黙だまる。

「私も、ごいっしょしてよろしいでしょうか？」

　重い空気を少しでも払ふつ拭しよくするように、サンデリアーナが申し出る。

「サンちゃん、ありがとうな。……でも、それは駄だ目めじゃ」

「どうしてですか」

「サンちゃんが来てくれれば心強いが、小こ童わつぱの看かん病びようもあるし、何よりこの戦い、しくじれば全ぜん滅めつ必ひつ至し。そのとき聖剣を任せられるのはサンちゃんしかおらんのじゃ」

「ですが……」

「もしものときは、ここにある聖剣すべてを誰だれの手にも渡らぬように破は棄きしとくれ。これは、サンちゃんにしか頼たのめないことなんじゃ」

「……分かりました」

　サンデリアーナはやや残念そうにうなずく。

「出発は明あ日すじゃ。小こ僧ぞう、旅支じ度たくを済ませておけよ。サンちゃんは馬を頼む。あとは……」

　ヴァリエガータが明日の段取りをざっと申し渡す。それが終わると、各人は部屋へと戻った。

　寝室では、相変わらずエリザが死んだように寝ている。凍こおりついた人形のような顔には血の気けがなく、呼こ吸きゆうもほとんど聞こえない。

「エリザ……」

　そっと、頬ほおに触ふれる。氷のような肌はだにはまったくぬくもりが感じられない。耳を澄すまさねば分からないほどのかすかな呼吸音だけが少女の生を伝えている。

　その夜、レベンスは一いつ睡すいもせずにエリザを見守った。

　だが、少女が目を覚さますことはなかった。
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　旅立ちの朝。

　馬に荷物を積つみ、彼はその背中を軽く撫なでてやる。ブルルッ、と鼻を鳴らしたのはここまで乗ってきた白馬だ。これはアルケミラスの騎き士し団だんから拝はい借しやくした軍馬で、振り返れば長い付き合いになる。

　この馬にまたがって、エリザを追いかけ、そして二人の旅が始まった。まだ最近のことなのに、ひどく昔のことのように感じる。エリザが倒れた今となっては、その思い出はかすかな痛みで彼の胸を締しめ付ける。

　聖せい剣けん『天空乃瞬ウインザー』は置いていくことになった。今け朝さ、彼が手に取ろうとしたとき、聖剣はそれを拒こばむように火花を散らした。それはヴァリエガータから『死ジ神ー乃ノ爪ス』を受け取ろうとしたときにも出た拒きよ絶ぜつ反応で、師し匠しよういわく「おぬしを拒こばんでおる」ということだった。

　レベンスは聖剣に選ばれなかった。抜くことはおろか、柄つかを手に取ることすらできない。それは今回の戦いで唯ゆい一いつの切り札ふだが完全に失われたことを意味する。修しゆ行ぎようも中ちゆう途と半はん端ぱで、例の『奥おう義ぎ』も未み修しゆう得とく。戦う前から勝敗は明らかだ。

　──今回は聖剣奪だつ取しゆのみに狙ねらいを絞しぼる。今の状況で剣けん聖せいに戦いを挑いどむのは、素す手でで猛もう獣じゆうとやりあうに等しい。

　昨日きのう、ヴァリエガータは作戦の狙いをそう話した。剣聖エリオットと戦うのではなく、隙すきを見て聖剣『聖女乃証クローデイア』を奪う。それも困こん難なんには違いないが、消去法でそれしか他に選択肢しがないのだった。

「サンちゃん、小こ童わつぱをよろしくな」

「はい、お任せください」サンデリアーナは真剣な面おも持もちでうなずく。「ヴァーさまも、道中くれぐれもお気をつけて」

「うむ」

　別れを告げる二人を横目に、彼はちらりとエリザの眠る家に目を向ける。

　──エリザ……。

　一いつ瞬しゆん、少女はこのまま意識が戻らず、眠るように息を引き取ってしまうのではないか、という不安に駆かられる。だが、彼はぐっと心を静め、無理やりに不安を振り切る。今は自分にできることをやるしかない。それは一日でも早く聖せい剣けんを持ち帰る。それに尽つきる。

「では、行こうかの」

　ヴァリエガータが馬の向きを変える。

　そのときだ。

「エ、エリザさん……っ!?」

　サンデリアーナの叫さけび声が聞こえた。

　振り返ると、家の前には銀ぎん髪ぱつの少女が立っていた。

「エリザ……っ!?」

　少女は折れた剣を携たずさえている。それを懸けん命めいに引きずりながら、覚おぼ束つかない足取りでこちらにやってくる。

「お、おいっ、何やってんだよ！」

　彼はすぐさま駆かけ寄る。

「いく……」

　少女はつぶやく。

「わ、わた、し、も……、い、く……」

「馬ば鹿か言うな！　そんな体で無理に決まってんだろ!!」

「い、く……」

　まるでうわ言のように、少女は何度もつぶやく。その手にした剣は、彼女の意志を何よりも雄ゆう弁べんに物語る。

「いっしょ、に……、たたか、う……」

「エリザ……」

　レベンスは気け圧おされる。これほどまでに強固な意志は、いったいどこから来るのだろう。なぜ、そうまでして戦うのだろう。彼には理解できない。

「俺おれが戦うから。だからおまえは安心して寝てろ」

「で、も……」

「俺じゃ頼たよりにならねぇか」

　彼は自分で言ってから、頼りにならねぇよな、と自己否ひ定ていした。我われながら情けない。

「うぅん……」

　エリザは首を振る。

「ちがう……の」少女は切れ切れに、だが確かつ固こたる意志で言葉を吐はく。「これ、は……、わたし、の、たた、かい……」

「おまえ……」

　少女は白い顔で、なおも彼の服ふくを掴つかむ。その手は震ふるえているが、必死さが伝わってくる。

　このとき、レベンスは思ってしまった。

　今、ここで少女と別れたら、それは今こん生じようの別れとなる、と。

「おね、がい……」

　少女は上うわ目め遣づかいで必死に懇こん願がんする。

「く……」

　頭では駄だ目めだと理解していた。連れて行けるわけがなかった。

　だが、レベンスの取った行動は逆だった。彼は少女の手を取り、抱き寄せた。少女は驚おどろいたように「あ……」と彼を見上げる。

「師し匠しよう」

　レベンスは少女を支えたまま、振り返って言う。

「俺おれはこいつを連れていこうと思う」

「小こ僧ぞう……」

　彼女は弟で子しを見つめ、それから大きく息を吐いた。

「サンちゃん」

「はい」

「小こ童わつぱの旅支じ度たくをしてやっとくれ」

「ヴァーさま、よろしいのですか」

　サンデリアーナは、ふらふらのエリザを見てなおもためらう。

　ヴァリエガータは目を閉じ、少し考えたあとに告げた。

「頼たのみがある」

「はい」

「『聖女乃証クローデイア』を奪ったら、即日で『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』の修しゆう復ふくに入りたい。修復用の器具を用意して、おっかけマトリカリアまで来てもらえんか」

「分かりました。準備が出で来き次し第だい、私も出発します。脱出のことも考え、宿は郊こう外がいのファレデン亭、そこがダメならノプシス屋あたりでどうでしょう」

「うむ、いいじゃろ」

　二人はこれからの段取りを打ち合わせる。今ある四本の聖せい剣けんについては鍛か冶じ屋やの工房内に隠かくし、『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』についてはサンデリアーナがマトリカリアまで持ってくることに決まる。

「本当に連れていっていいのか、師匠」

　レベンスは確かめるように師の顔を覗のぞく。絶対に反対されると思ったのに、すんなり許しが出たのは意外だった。

「これはわしの勘かんなんだがな……」

　そこでヴァリエガータは神しん妙みような面おも持もちで、気になることを告げた。

「今度の戦い、おぬしと小こ童わつぱが揃そろっていなくては勝てぬ気がするんじゃ」




　　　　３




　そして三人は出発した。

　目め指ざすは港町マトリカリア。昼は監かん視しの目をかいくぐり、夜は林の中でひっそりと眠りつつ、馬で半月あまりの道のりを急いで進む。

「そろそろかのう」

　先頭を進むヴァリエガータが、馬上から道の向こうに目を凝こらす。細かった道も、ここ数日でだいぶ広くなり、街が近いことを知らせる。

「地図によればもうすぐだな」

　後ろの白馬からレベンスが答える。その両腕の間にはすっぽりとエリザが納おさまっている。

　少女の体調は依い然ぜんとして悪い。昼間はレベンスの胸に体を預け、半分気を失ったような状じよう態たいで旅を続けている。うっかり落馬しないように、旅の間はずっと腰こし紐ひもをつけてレベンスとくっついたままだ。

「このまま道なりだな」

　レベンスは地図を確かめ、マトリカリアへ出る道を示す。

　空は濃こい雲が全面に覆おおい、周囲はうっすらと霧きりが立ち込める。視界が悪く、何かが出そうな気配に一同は慎しん重ちように馬を進める。

「待て」

　先せん導どうするヴァリエガータが軽く手を挙げる。

「誰だれかいる」

「何……？」

　レベンスも馬を停めると、師し匠しようと同じく耳を澄すます。

　それは人の声。

「……さん、……うぶ？」「……きよ、……めんね」

　霧きりの向こうから、切れ切れに声が聞こえる。

　一いつ行こうは足元を確かめながら、慎重に声のする方向に近づいていく。

　街かい道どう沿ぞいの林には、一人の女性と子供が座り込んでいる。すっぽりと頭から白いフードを被かぶっており、二人とも見るからに何かの信者のような格かつ好こう。女性のほうは足をくじいたらしく、それを子供が心配そうに見ている。親子だな、と一ひと目めで分かる。

　こちらが『お尋たずね者』である以上、ここは見て見ぬふりをするのが当然だった。だが、男の子はまだ五、六歳さいで、見たところ体中に包ほう帯たいを巻いている。それに加えて母親が足をくじき、他に連れらしき人物も見当たらない。放っておいたら母子ともに死ぬかもしれない。

「どうした？」

　レベンスが馬上から尋たずねる。

「あ、あ、その……」

　母親はびくりと体を震ふるわせ、警けい戒かいした様よう子すでこちらを見上げる。男の子は母親の背に回り込み、怯おびえたように隠かくれる。

　そこでヴァリエガータが「すみません」と割って入った。

「私たちは旅の者です。今はマトリカリアに行く途中で、決して怪あやしい者ではありません」

　彼女は礼れい儀ぎ正しくお辞じ儀ぎをする。いつもの老ろう婆ば口調でないのは、怪しまれることを避さけるためだろう。

「実は……」

　女性はまだ戸と惑まどいを隠かくせない様よう子すだったが、逃げるわけにもいかないようで窮きゆう状じようを訴えた。「足をくじいて、しまって……」

「そのようですね。よろしければ、私が手当てをしましょう」

「いえ、その……」

「困ったときはお互いさまですよ」

　ヴァリエガータはニッコリと笑って、レベンスのほうを見る。彼はうなずき、馬に積つんだ荷物から、包帯や膏こう薬やくの入った袋ふくろを手渡す。

「ちょっと染しみますよ」

　ヴァリエガータはしゃがみこみ、女性の腫はれ上がった踝くるぶしのあたりに膏薬を塗ぬる。女性はびくりと体をこわばらせ、男の子がそれを心配そうに見守る。

「こんなところですね」

「ありがとうございます。本当に何とお礼を言っていいか……」

「いえいえ」

「それで、お代はいかほどでしょうか」

「お代？」

「薬と包帯の値段です」

「あ、えっと」

　ヴァリエガータは目を丸くし、「別にいりませんよ」と手を振る。

「でも……」

「そんなつもりじゃありませんから」

　一いつ瞬しゆん、剣けん聖せいの表情が哀かなしげに歪ゆがんだのをレベンスは見逃さない。お金のためにやった、と思われたことが嫌いやだったようだ。

「立てるか？」

　レベンスが尋たずねると、「あ、はい……」と女性はまた警けい戒かいした表情になる。こういうとき、俺おれみたいなのは向かないな、とつくづく思う。顔を横切る傷きず痕あとは、彼が堅かた気ぎの人間でないことを物語るに十分だったからだ。

　女性はどうにか立ち上がったが、脚あしが痛むのか、また即そく座ざにうずくまる。

「乗ってくか？」

　レベンスが馬を指して尋ねる。女性はなおも「その、おいくらで……」と尋ねたので、彼は肩をすくめて「いらねぇよ」とぶっきらぼうに答えた。

　女性の胸には銀色の『二十字架ダロデイス』が揺ゆれている。彼はそれを見て、エリオットの聖せい剣けんがこの形をしている、というサンデリアーナの話を思い出した。
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「本当に、本当にすみません……」

「いや、だからもういいから」

　行き倒れの母子を鞍あん上じように乗せ、レベンスが徒歩で馬を引く。エリザはもう一頭の馬に乗り換かえ、今はヴァリエガータに支えられる格かつ好こうだ。

　道すがら、母親は訥とつ々とつと身の上を話す。

　事情はこうだった。

　五歳さいの息子は小さいころから体が弱く、時おり急に発作を起こす難なん病びようを患わずらっている。だが、どの医者に診みせても原因が分からず、年々ひどくなる症状に母親は途と方ほうに暮れていた。そこに剣けん聖せいエリオットがどんな病でも治なおせるという噂うわさを聞きつけ、最後の希望にすがって長い旅をしてきたのだという。

「私は元々、『巡じゆん礼れい旅りよ団だん』の一員として、剣聖さまの住むマトリカリアへと向かっていました」

「巡礼旅団……聞いたことがあるな」

　それは、コンスタンス正統教会の教えを広めるために、さまざまな地方を経由しながら旅をする信者集団のことだ。レベンスも検問待ちなどでそれらしき団体を見かけたことがある。

「ええ、その巡礼旅団です。私どもの住む村にもその一つがやってきまして、どうにか『お布ふ施せ』を用意して、一員となることができました」

「お布施……ということは、金を払うのか？」

「はい、それはもちろんです」

「それっていくらだ」

「一番安いもので、十万デリウスですが……」

「げ、高いな」

　十万デリウスといえば、贅ぜい沢たくしなければ一年ぐらいは食べられる金きん額がくだ。

「でも、この子のためですから……」

　母親は息子の頭を撫なでる。その体は包ほう帯たいでぐるぐると巻かれており、見るからに痛々しい。

「あなたも、妹さんのために？」

　母親は隣となりの馬に乗るエリザをちらりと見る。今回の旅では、二人は兄妹で、病気の妹を助けるために剣けん聖せいエリオットの元に向かっている、というシナリオだ。

「ああ、妹は重い病気でね」

「そうですか、それはご心配ですね……」

　打ち合わせどおりの芝しば居いを打つと、母親はあっさりと彼の話を信じた。実際、エリザは顔面蒼そう白はくで朦もう朧ろうとしており、病人と言っても疑われるおそれはまずなかった。

「あのう、私からも一つ伺うかがってよろしいですか？」

　今度はヴァリエガータが質問する。いつもと違う口調なので、レベンスはなんだかむず痒がゆさを感じる。

「お話によると、その巡じゆん礼れい旅りよ団だん、高いお布ふ施せを払って参加したんですよね」

「はい」

「なぜ、今はごいっしょではないのですか？」

「置いていかれたんです」

「はい？」

「怪け我がをした私は、もう足手まといですから」

「足手まとい……」

　剣聖はわずかに驚おどろいた様よう子すを見せたが、「そうですか、それは大変でしたね」と丁てい寧ねいな口調で母親を労いたわる。

　その後も情報収集のためか、ヴァリエガータはいろいろな角度から質問を重ねた。母親のほうも少しでも恩おん義ぎを返したいのか、一いつ生しよう懸けん命めいに答える。

「この先に検問があるので、もしかしたらそこで合流できるかもしれません」

　母親が良い知らせのように言う。

　──まずいな。

　レベンスは分からないように眉まゆをひそめる。追われる身の彼らにとって、検問は一番近寄りたくない場所だ。

「そうですか。合流できるといいですね」

　あくまで剣聖は丁てい寧ねいに応じる。

　その瞳ひとみがこちらに目配せするのを、そばにいたレベンスは気づいていた。

　やがて、母親の言葉どおり、検問待ちの行列が見えてくる。

　白いフードをかぶり、胸には『二十字架ダロデイス』のペンダントという、コンスタンス正統教会の信者らしき老ろう若にやく男なん女によが百人以上の列をなしている。これが巡じゆん礼れい旅りよ団だんというやつだろう。

「あの、私、追いついたことをご報告に行こうかと」

　母親が馬から降おりようとするので、剣聖は「降りなくていいですよ」と微笑ほほえむ。

「馬はしばらくお貸しします。ここで待っていますから、どうぞ行ってきてください」

「本当にすみません、すぐに戻りますから」

　恐きよう縮しゆくしたように頭を下げると、母親は子供を抱き直し、旅団の最さい後こう尾びへと馬を進ませた。旅団の幾いく人にんかが驚おどろいた顔で彼女を見返す。戻ってきたことに、どこか迷めい惑わくそうな反応が多いのが気になる。

「師し匠しよう、どう思う」

　彼は低い声で尋ねる。

　ヴァリエガータはいつもの口調に戻り、

「総じて気にくわんな」

　と断じた。

「巡礼旅団のことはわしも知っている。エリオットは本当にクソ真ま面じ目めな性格でな、人々の病気を治すのを自分の使命みたいに考えとった。だからこそ信者を無む償しようで迎むかえ入れる組織を作ったらしいが……」

「じゃあなんで十万デリウスなんだ」

「だから気にくわんのじゃ。三年ほど前にもエリオットに会ったことがあるが、そのときは運うん賃ちんや食しよく費ひに至るまで全ぜん額がく無む償しようだったはずじゃ」

「どうせ下したっ端ぱが勝手に巻き上げてるんだろ」

「そうだとしても、なぜこうまで堂々とまかり通っているのかが気になる。エリオットは潔けつ癖ぺきでな、そういうのはすごく嫌きらうんじゃ。いったいどうしてしまったのか……」

「だとすると、確かに変だな」

　レベンスは信者たちの列を見つめる。老いも若きもさまざまな信者がいるが、誰だれもが白しろ装しよう束ぞくというのは元より不気味な印象がある上に、話し声もひそひそとしたものが多く、どうにも活気が感じられない。以前、検問待ちの商人たちが大声でぼやいていたのと比べると、その違い和わ感かんはさらに際きわ立だつ。

「これからどうする」

「そうじゃのう……。小こ僧ぞうだったらどうする？」

「俺おれならこの集団に混じって、あわよくば剣けん聖せいエリオットに面会を申し込むね」

「潜せん入にゆうか」

「これだけいれば一人二人増えても分からねぇだろ」

「ふむ……いずれは教団に潜もぐり込もうと思っていたが……」

　剣聖は少し考えたあと、方針を決した。

「よし、ここは入信と行こう」




　信者になるのは意外と呆あつ気けなかった。

　母親がレベンスらを「親切な旅の人」と紹介すると、責任者らしき小太りの中年男は「十万デリウス」とまるで物を売りつけるような口調でお布ふ施せの金きん額がくを提示した。ヴァリエガータが懐ふところから金きん貨かを取り出して渡すと、そんなにあっさりと支払われると思っていなかったらしく、目を白黒させながら自分の懐ふところにしまった。それで白いフードと小さな二十字架ダロデイスを支給されて、儀ぎ式しきは終わりだった。

「どうにもすっきりしねぇなあ」

　最さい後こう尾び、前から少しだけ距きよ離りをおいて同行する三人。レベンスの前には定位置のエリザ、最後部にはヴァリエガータ。もう一頭の馬は、足をくじいた母親のために貸したままになっている。

「あのオヤジ、自分の懐に金貨を仕し舞まいおったぞ。ありゃあ着ちやく服ふくする気じゃな」

「これなら検問の役人に賄わい賂ろを渡したほうがマシだったんじゃねぇの」

「かもしれんのう」

「というか師し匠しよう、よくあんな大金持ってたな」

「わしゃ剣けん聖せいじゃぞ？　そこらの賞金首を捕つかまえるなど朝あさ飯めし前まえじゃ。あとは住み込みでちょくちょく働いてきたし」

「ああ、そうか……」

　レベンスは、初めて彼女と会ったときのことを思い出した。あのときは確か宿の店員に扮ふんしていた。

「それにしても、所持品検査がなかったのは助かったな」

「まったくじゃ。おそらく、旅団から役人に多た額がくの賄わい賂ろが流れておるんじゃろう」

「なんでも金だなあ、この旅団は……」

　巡じゆん礼れい旅りよ団だんの一員ということで、検問では所持品の検査がなかった。腰に差した武器も一いち瞥べつされただけで咎とがめられることもなく、レベンスたちとしては助かった格かつ好こうだ。

　港町マトリカリアに到着するまでに、三つばかりの検問があったが、どれもそんな調子だった。責任者の中年男は、検問の役人に横おう柄へいな態たい度どでひらひらと一枚の紙を見せ付けていた。

「なあ師匠」

「ん？」

「あの紙はなんだ。ええと、ボブリとかいうハゲオヤジが偉えらそうに見せびらかしていたやつ」

「ああ、あれか」

　馬の荷台で足をパタパタしながら、剣聖はすらすらと答える。

「おそらく、剣聖エリオットの許可証じゃろう。このへんはすでに教団の勢せい力りよく圏けんだから、役人どももおいそれと乱暴なことはできぬ」

「そうか、だから兵士の奴やつらがめっきりおとなしいのか」

「そういうことじゃ」

　街道には、相変わらず『剣聖殺し』を追う軍の捜そう索さく隊たいがうろうろしている。片かたっ端ぱしから呼び止めて詰きつ問もんしているのはいつものことだが、こと巡じゆん礼れい旅りよ団だんには手出しをしてこない。ヴァリエガータの言うとおり、剣けん聖せいエリオットの威い光こうがここまで及およんでいるということらしい。

　百人以上の巡礼旅団の最さい後こう尾びで、レベンスたちはゆっくりと馬に乗って進む。信者たちのほとんどは病人連れらしく、覚おぼ束つかない足取りでどうにか歩いている者が目立つ。エリオットの聖せい剣けん『聖女乃証クローデイア』によって病気を治なおしてもらおうという者が大半のようだ。

　やがて、日が高くなるにつれて霧きりは晴れ、道も歩きやすいなだらかなものへと変わっていく。地面には馬車の轍わだちが目立ち、信者以外の人通りも少しずつ増える。いよいよ街が近いことが分かる。

　道の向こうに輝かがやく海が見えると、信者たちから小さなどよめきと歓かん声せいが聞こえた。

「うみ……」

　うっすらと瞼まぶたを開いたエリザが、寝ね言ごとのようにつぶやく。海風で信者用のフードがめくれると、少女の頭とう髪はつがあらわになる。その髪かみは植物製の油でかっちりと固められており、見た目はかなり濃こい灰色に見える。これは捜そう索さく隊たいの目を欺あざむくためのちょっとした偽ぎ装そうだ。

「きれ、い……」

　少女はかぼそい声で感想を述べる。彼はいくらか元気を取り戻した少女を見て、わずかに安あん堵どを覚える。

「師し匠しよう、あれか？」

　レベンスは海のほうを指差し、小声で尋たずねる。そこには小さな島があり、遠目からでも分かる白銀の建物が聳そびえ立っている。建物の頂ちよう上じように見えるのは巨大な『二十字架ダロデイス』だ。

「コンスタンス大聖堂じゃな。地元の人間からは『教会島フオル・ラン』と呼ばれておる」

「あれがそうか……」

　彼は今回の目的地に目を凝こらす。大小の塔とうを五本ほど束たばにしたような大聖堂は、ちょっとした城を思わせる荘そう厳ごんなたたずまいだ。あの建物のどこかに剣けん聖せいエリオットが住んでいることは間違いない。

　前を行く信者たちは口々に「おお、あれがっ！」「やっと、やっとここまで……！」と涙なみだぐむ者もいる。病を抱かかえ、長い道のりを旅した者としては感かん無む量りようだろう。

　信者たちにとってはまさに『聖地』。そのためか、今までの辛しん気き臭くさかった雰ふん囲い気きは一いつ変ぺんし、巡礼旅団の進むペースも心なしか速くなる。逆に、レベンスにとっては聖地どころかあそこが死地になるかもしれず、緊きん張ちようでぐっと身が引き締しまる。

　エリザを抱く腕にわずかに力を込めると、少女も彼に体重を預けた。
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　聖地マトリカリア。

　元々は小さな漁村だったこの地域は、剣けん聖せいエリオットが移住してからは急速な発展を遂とげた。元々信しん仰こう心しんが厚く、毎日のように教会で祈いのりを捧ささげる彼女の元には自おのずと信者たちが集まり、十年足らずで大陸を代表する一大教団へと発展を遂げた。エリオット自身は教きよう祖そとなるつもりはなかったと言われるが、自分を慕したう信者たちを無む下げに追い払うこともできず、来る者は拒こばまず、去る者は追わずといったスタンスで教団を率いている。

　エリオットがマトリカリアに移住してきたのは単純な理由で、ここが彼女の生まれ故こ郷きようであり、かつ、両親の開いた教会があったためだ。ただ信仰心が厚いだけの田舎いなかの少女が、世界最強の剣聖となったのは偶ぐう然ぜんの出会いによるものだった。先代剣聖がたまたま彼女の教会に立ち寄り、一夜の宿を求めたが、そこでエリオットの中に眠る圧あつ倒とう的てきな剣けん才さいに気づいたという。そのエピソードはもはや神話のように信者たちに語り継つがれ、地じ震しんで落下してきた教会の十じゆう字じ架かがなぜか彼女の頭上でぴたりと静止したとか、教会に侵しん入にゆうした盗とう賊ぞくが彼女の説せつ諭ゆでたちどころに改心したとか、真しん偽ぎの定かでない逸いつ話わが多い。

　桃もも色いろの髪に、教団特有の白いフード、そして十字架の形をした聖せい剣けん『聖女乃証クローデイア』。その独特の姿は大聖堂の壁へき画めんに刻まれ、建物の頂上にある十じゆう字じ架かも聖剣を模もしたものと言われている。

「思ったより早く着いたな」

　港にほど近い宿に到着すると、レベンスはどっかりとベッドに座る。ここは信者たちのために作られた宿泊施設で、入り口の看かん板ばんには『聖なる家』と書かれている。その名称とは裏うら腹はらに、部へ屋やは狭せまく、海に近いせいか壁かべの劣れつ化かがひどい。今座っているベッドも布ふ団とんとは名ばかりの薄うすいマットが敷しいてあるだけだ。

「宿やど賃ちんも食事も別料金か……。なるほどこれはぼったくりじゃのう」

「おい、まだ金を取るのか」

「だって壁にそう書いてあるぞ」

　剣聖は壁際に張られた木もく製せいの板を示す。ほとんど消えかけた薄い墨すみで、たしかに料金らしき値段が書かれている。

「うわあ、十万も先払いでこれか……。先が思いやられるな」

「この分だと、島に行くまでの舟ふな賃ちんも別料金じゃろうな」

「とことんむしる気だな」

　レベンスは苦虫を噛かみ潰つぶした顔で、壁の注意書きを読み進める。「日没後の外出禁止」「みだりに街に出ない」「地元の住人とは接せつ触しよくしない」など、事こと細こまかに規則が定められている。

「なんだこりゃ。俺おれらはガキか？」

「なるべくここに閉じ込めておきたいというのが見え見えじゃな」

「なんでだろうな」

「いろいろ不ふ都つ合ごうなんじゃろうよ。他にも巡じゆん礼れい旅りよ団だんはあるし、安宿もたくさんある。変に外部の情報を知られて、カモに逃げられたら困る、というところじゃろ」

「カモねぇ……」

　レベンスが思わずエリザを見る。少女は疲れが出たのか、彼の脚あしを枕まくらにしてぐったりと伏している。

「ちなみに、この信者服ふくと十じゆう字じ架かも帰りには返へん却きやくするらしい」

「十字架を返却するって、それは教団としてどうなんだ」

「聖せい職しよく者しやというよりは拝はい金きん主しゆ義ぎ者しやじゃな」

　ヴァリエガータは軽い口調で言うが、その目は笑っていない。自分の知る剣けん聖せいエリオットと、今回の教団のやり口に違い和わ感かんを覚えているようで、時おり教会島フオル・ランのほうを見ては眉まゆを哀かなしげにひそめる。

「何か、変だな……」

　さびたボロボロの『二十字架ダロデイス』を手に取り、レベンスは怪け訝げんな顔でつぶやいた。




　夕食もひどいものだった。

　半分かびたような固いパンと、塩しお辛からいばかりで体に悪そうな魚の塩しお漬づけが一切れ。温かいスープがせめてものなぐさめだったが、肉も芋いもも入っておらず、野菜の切れっぱしが死し骸がいのように浮かんでいるのが哀あい愁しゆうを誘う。これでは手持ちの干ほし芋をかじっているほうがマシだ。

　せめてスープのおかわりくらいはもらうか、と立ち上がったレベンスだが、鍋なべの前に他の信者たちが殺さつ到とうしているのを見て、そんな気も失せてしまった。

　一方、エリザは不調のあまりちゃんと座っていることができず、ぐったりとテーブルに伏してしまう。「食べないと後で持たないぞ」とレベンスは少女を抱き起こし、パンをスープにひたして少しずつ食べさせてやる。その傍かたわらではヴァリエガータが「これでは足りんのう」とお腹なかを空すかせた子供のように始し終じゆう情けない顔をしていた。

　粗そ末まつな夕食が終わると、大広間の一番前に、ボブリという例の中年男が姿を現した。

「みなさん、長旅ご苦労様でした。旅団長のブルーブ・ボブリです」

　ボブリは相変わらずの脂あぶらぎった顔で、信者たちをじろりと見渡す。その両りよう脇わきには屈くつ強きような男を二人従えている。敬けい虔けんな信徒というよりも、無む理り矢や理りに税金を取り立てる小役人を想像させる。

「剣聖さまにお目通りを願うまで、この『聖なる家』にしばらく滞たい在ざいしていただきます。ここでの規き則そくは壁かべに貼はられた注意書きを参照して下さい。次の定期船は八日後、ただし乗れる人数は『三十人まで』となっております。私どものほうで審しん議ぎと熟じゆく慮りよを重ね、信しん仰こう心しんの厚い方から順番に選ばせていただきます」

　三十人という制限を聞いて、信者たちに動どう揺ようが走る。ここにはざっと数えただけで百人以上の人間がいる。

　それに加えて、信しん仰こう心しんの厚い順番、という表現にレベンスは引っかかる。そんなものをどうやって測るつもりなのか。

　彼がその疑問を口にすると、

「どうせお布ふ施せの金きん額がく順じゆんじゃろ」

　と、ヴァリエガータが忌いま々いましそうにつぶやいた。

「えー、何かご質問はございますか」

「あ、あのう……」

　信者の中から手が挙がる。それはレベンスたちが道中で助けた、あの女性だった。

「今回の船に乗れる三十人に漏もれた場合、その後は、どうなるのでしょうか？」

「それはもちろん、次の機会を待っていただきます」

「次と言うのはいつごろでしょうか」

「それは剣聖さまの御み心こころ次し第だいでございます」

「そんな……」

　話が違う、というふうに女性は顔を曇くもらせる。その腕の中では青白い顔の子供が心配そうに母親を見上げている。遠路はるばる、大金を払ってまでやってきたのに、肝かん心じんの『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』に間に合わなければ意味がない。

「何かご相談がございましたら、私の執しつ務む室しつにどうぞ。では、今日きようはこれで」

　ボブリは慇いん懃ぎんに頭を下げると、お供とともに引き上げていった。

　その後は大おお騒さわぎとなった。

「旅団長さま、ぜひ私を舟に……!!」「ウチの子をお願いします！　お布施ならもっと払いますから！」「いや私を！」「俺おれを！」

　騒ぎ声を聞いて来てみると、そこはちょっとした修しゆ羅ら場ばだった。

　ボブリの執務室と思おぼしき部へ屋やに、信者たちが殺さつ到とうしている。その数は何十人にも及および、手にはそれぞれ財布や金目の物が握られている。残りの者は指をくわえて遠巻きに見ている。おそらく、これまでの旅路で金を使い果たし、追加のお布施を出せないのだろう。

「はい、皆様、押さないで下さい！　列になって並んで下さい！」

　ボブリが屈くつ強きような従じゆう者しやたちを使い、信者の波を押し戻す。

「一人一人、順番にどうぞ！　お布施はこちらの箱へ！　お名前と金額を書いて、お布施はこちらの箱へ!!」




「世も末すえじゃー」

　部屋に戻ると、ヴァリエガータはベッドに大の字になり、うんざりしたような声を出した。

「ったく、エリオットのやつは何をやっとるんじゃ。監かん督とく不行き届きじゃぞー」

「こんなあこぎな金かね儲もうけ、商都リアトリスでも見たことねぇな」

「剣けん聖せいの威い光こうを嵩かさに、信者たちから身ぐるみ剥はぐつもりじゃろ。治ち癒ゆするのはエリオットで、儲もうけるのはあの守しゆ銭せん奴どども。聖なる家が聞いて呆あきれる」

　騒さわぎはまだ廊ろう下かの外から聞こえる。レベンスは扉とびらを硬かたく閉めるが、安やす普ぶ請しんのために隙すき間ま風かぜと音漏もれはなくならない。角部屋だから会話が聞かれる心配は少ないが、声をなるべくひそめて話す。

「俺おれたちはどうする」

「旅りよ団だんに金を払って潜もぐり込む手もあるが……」

　ヴァリエガータはちらりとベッドを見る。そこではエリザがぐったりと休んでいる。

　彼女の懸け念ねんはすぐに分かった。このままだと出発は八日後。それはエリザの病状を考えると短い期間ではない。

「わしらには時間がない」ヴァリエガータは包み隠かくさずに言う。「それに、今まではうまいこと検問を逃れてきたが、さすがにここから先は厳きびしくなるじゃろう」

「賄わい賂ろを渡しても無理そうか？」

「『剣聖殺し』の一件があるから、かえって怪あやしまれる」

「まあ、敵の本ほん拠きよ地ちだしな……。だが、他に方法があるのか？」

「なーに、心配いらぬ」

　剣聖は胸を張り、自信ありげに微笑ほほえむ。

「わしに考えがある」
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　翌よく日じつ、三人はまだ陽も昇のぼらぬ早朝から宿を出た。

　外出したい旨むねを告げると、旅団長のボブリは最初渋しぶい顔をしたが、「馬を売ってお金を作ってくる」と理由を告げた途と端たんに愛あい想そうが良くなった。こういう手合いはむしろ扱あつかいやすいかもな、とレベンスはその手のひら返しを見て思った。

　ヴァリエガータの案内で、三人は海岸線に沿そって馬を進ませる。エリザは旅の疲れが出たせいもあり、彼の腕の中ですっかり眠りこけている。

「きれいだな……」

　弓ゆみなりに沿った港こう湾わん内ないが太陽の色に染そまるに連れ、街そのものが覚かく醒せいするように活気を帯びていく。すれ違う漁師たちの姿、挨あい拶さつを交わす元気な声、漁村特有の磯いその香り。聖地となる前は専もつぱら漁村として栄えたマトリカリアの原風景を見るようだ。

　大おお仰ぎような旗はたを付けた漁船が、水平線に向かって白い線を伸ばしていく。巡じゆん礼れい旅団で食べた魚の塩漬づけはろくでもなかったが、本当は海産物の美う味まい地ち域いきなのだろうな、と想像してみる。

　ヴァリエガータいわく、教会島フオル・ランに出入りする舟は大きく三種しゆ類るい。信者を乗せる定期船、食しよく糧りようや日用品を運ぶ輸送船、そして教団幹部御ご用よう達たしの特別船があるという。もっとも、それらは便べん宜ぎ上じようそう呼ばれているだけであって、実際には漁に出ない漁船を流用して数合わせをすることが多いという。

「一番検査が甘そうなのは、何というても『輸ゆ送そう船せん』じゃ」

　剣聖は岸辺に停てい泊はくしている船を見て言う。色とりどりの漁船は大小合わせて百ひやく艘そうをゆうに超えており、近々島に行きそうな船がどれなのかは一いつ見けん分からない。

「師し匠しよう、それで作戦ってのは？」

「焦あせるな焦るな。……ほれ、見えてきた」

「え？」

　そこで彼はあることに気づいた。ウミネコがたくさん留とどまっている場所に、何か巨大な『箱』が並んでいる。そばには漁船が停泊しており、男が煙管きせるをふかしている。ヒゲづらで、顔の下半分は毛だらけだ。

「もしー、そこの漁師さぁん」

　ぴょんと馬から飛び降おり、ヴァリエガータが猫ねこ撫なで声で話しかける。前より一段と幼い声こわ色いろに、レベンスはずっこけそうになる。

「んー、なんじゃい」

　ねじり鉢はち巻まきをした男はヴァリエガータを見て、それから背後にいるレベンスたちを見る。彼は警けい戒かい心しんを持たれないようにペコリと会え釈しやくしてみせる。

「あんたら、信しん徒とさんか」

「はい、そうです」レベンスたちも馬から降りて芝しば居いに加わる。「妹が病弱でして、ぜひ剣けん聖せいさまに診みていただこうとはるばるやってきました」

「そうか。若いのに大変だな」漁師はちらりとエリザを見る。「なに、剣聖さまなら必ず何とかしてくれる。心配いらんよ」

　顔がん面めん蒼そう白はくなエリザを見て、漁師は気の毒どくそうな顔になった。こういうとき、エリザは正しよう真しん正しよう銘めいの病人なので疑われにくい。

「これぇ、なんですかぁ？」

　ヴァリエガータが荷物を覗のぞき込む。

「おお、これは棺かん桶おけじゃい」

「棺桶？　これがぁ？　おっきくないですかぁ？」

「いやいや、これは外がい装そうの箱でな。中身はこっちだ」

　老漁師は、屈くつ強きような太い腕で蓋ふたを持ち上げる。すると、中には一般的な形状の棺桶がぎっしり詰まっていた。その蓋には『二十字架ダロデイス』が刻まれている。

「それは剣けん聖せいさまに納おさめるもんだから、濡ぬれちまったり、キズモノになったら困るでな？」

「あー、だから箱に入ってるんですねぇ。すごーい」

「へへ、そうかい」

「それでぇ、これっていつごろ剣聖さまに納めるんですかぁ？」

　ヴァリエガータは核かく心しんに迫せまる質問をぶつける。ここに至り、レベンスは改めて彼女の役者ぶりに感心する。もしこれをレベンスが尋たずねたら、「なんでそんなことを聞くんだ」と警戒されるところだろうし、かといって口下べ手たなエリザにはとても務まらない役目だ。

「これは明あ日すの朝に積つみ込んで、島の二番港に届けなきゃいかん。最近は巡じゆん礼れい者しやが増えたし、剣聖さまのそばに埋まい葬そうして欲しいというモンもぎょうさんいてなあ。ま、おかげでわしらみたいなのが小こ遣づかいを稼かせげるんだけどな」

　その瞬しゆん間かん、ヴァリエガータがレベンスに目配せをした。彼も小さくうなずく。

「へえ、そうなんですかぁ。勉強になりましたぁ」

「そうかそうか。おぬしらも島に行くなら、剣聖さまに粗そ相そうのないようにな」

「はぁい、気をつけますぅ」

　ヴァリエガータは好奇心旺おう盛せいな子供を演じきり、「おじちゃん、いろいろ教えてくれてありがとー！」とお礼を言う。

「ああ、どういたしまして」

「それじゃ、帰ろうおにぃちゃんっ！」

「お、おう……」レベンスは急に『おにぃちゃん』と呼ばれて戸と惑まどいつつ、何とか会話をつなげる。「そうだな、もう帰ろう。……妹に付き合ってくれて、ありがとうございます」

　丁てい重ちようにお礼を述べ、彼はそそくさと砂浜を去る。

　やがて、漁師の姿が見えなくなると、彼は大きく息を吐はいた。巡じゆん礼れい旅りよ団だんに潜もぐり込んだときといい、ヴァリエガータの演技力には本当に驚おどろかされる。

「師し匠しようは大した役者だなあ」

「はぁい、ありがとうございますぅ、レベンスおにぃちゃん！」

「や、やめろ、その呼び方は」

「あー、おにぃちゃん、もしかして照れてるぅ？」

「べ、べつに照れてねぇし」

　師し弟ていがやり合っていると、その脇わきをひゅうっと潮しお風かぜが吹いて「はくちゅんっ」とエリザがくしゃみをした。




　日没後、港町は闇やみに包まれる。

　こっそりと宿を抜け出した三人は、昼に来た砂すな浜はまを再訪していた。

「小こ僧ぞう、誰だれもいないか？」

「待て……。ああ、いない。大だい丈じよう夫ぶだ」

　あたりの闇やみに目を凝こらし、人がいないことを念入りに確認する。月明かりも雲くもに隠かくれてしまい、秘ひ密みつ裏りに事を進めるには最適の夜だ。

「よし、昼間のままじゃな」

　上に掛けられた雨あめ避よけの布をめくると、棺かん桶おけの入った巨大な木箱たちは昼に見たままの姿で置かれていた。無用心な気もするが、考えてみれば棺桶を盗ぬすむ者などそうそういない。売りさばこうにも買い手は教会くらいしかないし、大量に持ち込めばすぐにアシがつく。かといって、街の外部に持ち出すにはブツが嵩かさ張ばりすぎるし、そもそも大した金にならない。放置されるのも当然といえば当然だった。

「慎しん重ちようにな。中身を崩くずさぬように」

「分かってる」

　レベンスは木箱の蓋ふたをずらすと、そろりそろりと足を下ろす。外がい装そうの木箱にまだ釘くぎが打たれていないのは幸いだったが、逆に言うと明あ日すの朝に中身を検あらためられるおそれがある。そのへんは賭かけだった。

　彼は足元を確かめながら、ゆっくりと箱の中へ入る。

「どんな様よう子すじゃ」

「睨にらんだとおり、棺桶はうまいこと重なっている。崩くずれる心配はなさそうだ」

　棺桶は五列並んでおり、それぞれが三段に重なっている。作る時に運うん搬ぱんの都つ合ごうを考こう慮りよしていたらしく、上下がぴたりと重なる形になっている。

「よし、まずは荷物じゃ」

　彼らは食しよく料りようや地図などが入った荷物を、一つの棺桶に押し込む。

「あとは俺おれたちだな」

　レベンスは棺桶の蓋ふたを開け、踏ふみ抜かないように注意して横になる。中はそれなりに広く、背の高い彼が横になってもまだ余よ裕ゆうがある。

「ほれ、小こ童わつぱも入れ」

「あ、バカッ」

　レベンスが仰あお向むけになっているところに、上からエリザが覆おおいかぶさってくる。ヴァリエガータが強引に放り込んだのだ。

「どれ、わしも入るぞ」

「師し匠しようっ!?」

　エリザに続き、ヴァリエガータも棺桶の中に入ってくる。三人でぎゅうぎゅう詰めとなった棺桶は途と端たんに狭せまくなる。

「ちょっ、やめろ！　たくさんあるんだからよそに入れ」

「でも別々に運ばれたら厄やつ介かいじゃろ」

「そりゃそうだが……」

　不平を述べる彼をよそに、ヴァリエガータが蓋ふたを内側から閉める。

「これでよし、と」

　蓋ふたが閉まると、あたりは急に静かになった。

　一個の棺桶に、三人の男女。

　中央にはレベンスが仰あお向むけになっており、その彼に少女二人が左右から抱きつく。それは、いわゆる『両手に花』の状じよう態たいだが、いかんせん密みつ着ちやくしすぎている。

「せまい……」

　エリザが耳元で不平を言う。その声はあまりにも近すぎて、耳の穴に直接息を吹き込まれているような気分になる。

「うぅむ、さすがに三人は狭せまいのう。よっこらせ」

　ヴァリエガータがレベンスにのしかかるように移動する。柔やわらかな体がギュウッと彼に押し付けられる。

「こ、こら、やめろ」

　密みつ閉ぺいされた暗くら闇やみの中で、三人の男女はごそごそと体位を入れ替える。そのたびに柔らかい感かん触しよくの腕やら胸やら腰やら太ももやらがぶつかり、彼は何が何だか分からなくなる。くんずほぐれつとはこのことだ。

　右腕にはヴァリエガータ、左腕にはエリザ。
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　結局、二人の少女を左右から『腕うで枕まくら』する形で、やっと位置取りは落ち着いた。エリザは彼の脇わき腹ばらに豊かな双そう丘きゆうを押し付け、脚あし全体を絡からめるようにして密着する。反対側からはヴァリエガータが同じ格かつ好こうで抱きつく。人ひと肌はだ特有の温ぬくもりと、少女の髪かみや肌はだの匂いがレベンスを包む。

「役やく得とくじゃのう小こ僧ぞう」

「ば、馬ば鹿か、暑苦しいだけだ」

「変な気を起こすなよ」

「お、起こさねぇし」

　なるべく何も考えないようにしよう。

　レベンスは観かん念ねんして目を瞑つぶる。

　打ち寄せる波の音と、少女たちの息いき遣づかい。それらを間ま近ぢかに感じながら、彼は眠れぬ夜を過ごすのだった。




「おーしっ、積つみ込むぞ！　手ぇ貸せー！」

　緊きん張ちようが走ったのは明け方。

　箱の外で男たちの怒ど声せいが響ひびき、彼らはびくりと固まる。

「むにゃ……？」

　エリザが寝ぼけた声を出すが、「しっ」とヴァリエガータが口を塞ふさぐと、「むぐぅん」と声を詰まらせた。

　──積み込みが始まったようだな。

　レベンスは外の音に聞き耳を立てながら、じっと息を殺す。他の二人も同じように黙だまったまま、身じろぎ一つせずに時を待つ。

　一いつ瞬しゆん、棺桶の蓋ふたのあたりが明るくなる。おそらく出発前の点検作業だろう。「一箱十五でいいのかー？」「おう、それが六箱で九十な」と大きな声が飛び交う。

「いいか、慎しん重ちようにな！　台車に乗っけるときに引きずるなよ、せーのっ！」

　ぐらり、と棺桶が揺ゆれ、それから体が浮く感覚。外がい装そうの木箱が男たちによって持ち上げられたのだ。

　ほとんど水平に持ち上げられたものの、それでもわずかな傾けい斜しやはあり、三人の体もズズッと動いて端はしっこに押し付けられる。レベンスの顔にエリザの柔やわらかい胸が押し付けられるが、今は何もできない。

「オーライ、オーライ、オーライ……よし、おろせっ！」

　木箱はいくらか移動したあと、ゆっくりとまた平らな場所に置かれた。それからゴロゴロと木材が転がるような音がして、おそらくは運うん搬ぱん用ようの丸太の上をしばらく移動したあと、ゴトンッとわずかな段差を経て、また落ち着く。

「意外と重いなー、これ」

　作業員らしき男がぼやくのが聞こえる。

「つべこべ言うな、ほら次！　次！」

「へーい！」

　外では同じように「オーライ、オーライ！」といった掛け声が続き、隣となりにゴトッ、ゴトッと荷物が積つまれる音がする。体が揺ゆれる感覚があるが、これはすでに海上にいるということだろう。

「おーし、全部積んだかー！」

「へーいっ」

「数を確認しろー。棺桶が九十、麻あさ袋ぶくろが三十……よーし、いいだろうっ！」

　昨日きのうの老人の声が響き、やがて、バタンッと戸が閉まる音がする。

　三人の密みつ航こう者しやを抱かかえ、輸ゆ送そう船せんは教会島フオル・ランへ向かって出発した。




「（ふぅ……、どうやらうまくいったのう）」

「（あとは降おりるときだな……）」

「（それにしても窮きゆう屈くつじゃ）」

「（おい、あんまり動くな）」

　師し弟ていは棺かん桶おけの中でひそひそと言葉を交わす。

　船はのんびりと波に揺られ、海上を順調に進んでいるようだ。教会島フオル・ランまでは大した距きよ離りではないので、船ふな酔よいの心配もない。

「（エリザ、だいじょうぶか？）」

「（……うん）」

　少女は力なく答える。その体はかすかに震ふるえている。

「（どうした、寒いのか？）」

「（お……）」

「（お？）」

　そこでエリザは、蚊かの鳴くような声で、「（お……おしっ、こ……）」と窮きゆう状じようを訴えた。

「（えっ!?）」「（なぬっ!?）」

　二人が焦あせった声を出す。

「（お、おいっ、やめろよ、こんなところでっ）」

「（こ、小こ童わつぱ、がまんじゃぞ？　足の小指に力を込めるんじゃ！）」

「（なんだそれ）」

「（おばあちゃんの知ち恵え袋ぶくろというやつじゃ）」

「（よし、エリザ、試してみろっ）」

「（…………）」

　やがて、エリザが小さな声で「……へいき」と尿によう意いが止まったことを告げると、二人は「はあー」と安あん堵どの息を吐はいた。

　思わぬ大たい敵てきを身内に抱かかえながら、船は波に揺られて島へと近づいていった。
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　一時間あまりの航こう海かいで、船は島に到着した。

「積つみ荷を下ろせー！」「へーい！」という出発時と同じようなやりとりが聞こえ、棺かん桶おけ入りの木箱が続々と下ろされていく。

　そして恐れていた事が起きる。

「よーし、中身を調べろ！」

　──まずい！

　レベンスは危機を感じる。蓋ふたを開けられたら密みつ航こう者しやだと一ひと目めでバレる。

「（どうする）」

「（わしに任せろ。おぬしらは顔を見られないように気をつけろ）」

「（了解）」

　小声で打ち合わせをして、時を待つ。

　外からは「異常ありません！」「よし次！」と声が聞こえる。その声は少しずつ近づき、ついにレベンスたちのいる木箱の番となる。

　男が一人、木箱の中に入る。棺桶の蓋を開けては「異常なし、異常なし、あー、かったりい」と小声でぼやく。九十個の棺桶を逐ちく一いち点検するのは面倒くさいようだ。

　そしてついに、彼らの番が来る。

　棺桶の蓋が持ち上がり、ほんのりと陽光が射さし込んだ瞬しゆん間かん──

「んごっ!?」

　蓋が開いた瞬間に、ヴァリエガータは驚きよう異い的てきな速度で男の顎あごに掌しよう底ていを食らわした。不意打ちを食らった男はがっくりと気を失う。

「（小こ僧ぞう）」

「（よし）」

　師弟はすばやく意思疎そ通つうを図はかり、レベンスは気絶した男を隣となりの棺桶の中に放り込む。

「おい、どうした？　さっさと済ませろよ」

　点検に入った男がいつまでも出てこないのを不ふ審しんに思い、別の男が木箱の中を覗のぞく。

　そしてこの男も餌え食じきとなった。

　蓋が開いた瞬間に神しん速そくの掌底が飛び出し、それは男の顎をこれ以上ないほど的確に打ち抜く。一いつ瞬しゆんで気絶した男を、レベンスがテキパキと空あいている棺かん桶おけに放り込む。そして元のように棺桶に収まり、次の獲え物ものを待つ。

　四人目まで同じ要よう領りようで気絶させると、あたりは静かになる。最後に、例の老人がやってきて、「いったいどうなってるんだ？」と不ふ審しんげな声とともに箱を覗のぞき込む。その瞬しゆん間かん、同じく掌しよう底ていが顎あごを打ち抜き、老人はがっくりと気絶し、箱の淵ふちにぶらんともたれかかる。

　フードを目ま深ぶかに被かぶったまま、ヴァリエガータが周囲を窺うかがう。

「よし、これで全員じゃな。出てきていいぞ」

「やれやれ……」

　レベンスが地面に降おりて、軽く体を伸ばす。

「気づかれたら騒さわぐかな」

「うんにゃ、顔は見られてないし、たぶん何が起こったかも分からんじゃろう。積つみ荷にがなくなってなければ騒ぎにはならんよ」

「ぜひそう願いたいね」

「さあ、荷物を出そう。本番はこれからじゃぞー」

　剣聖が腕をまくる。こういうとき、この人は本当に頼たのもしいなとつくづく思う。

　このとき、棺桶から顔を覗かせたエリザが、かぼそい声で訴えた。

「おしっこ……」

　レベンスは慌あわてて少女を抱きかかえ、物もの陰かげに走った。
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　首しゆ尾びよく潜せん入にゆうを果たした三人。

　まずは山林に分け入り、人目につかぬように島の様よう子すを探る。

　島の四分の一ほどは森林地帯になっており、なだらかな斜しや面めんの一番高いところに大聖堂、その手前には大小の宿泊施設、儀ぎ式しき用の祭さい壇だん、炊たき出しに使う広場などがある。そうした施設全体を城じよう砦さいのような外がい壁へきが取り囲んでおり、まるで小さな王国を思わせる威い容ようだ。

「どうじゃ？」

「監かん視し塔とうに二人、門に二人。それ以外は見えないが、中にはたぶんもっといる」

「ふぅむ」

　三人は木こ陰かげから教会のほうを窺うかがう。

　木々の向こうには門があり、衛えい兵へいが鋭するどい視線を周囲に投げかけている。衛兵といっても姿は一般の信者とほとんど変わらず、手にした長い槍やりだけがその職しよく分ぶんを示している。

　衛兵がこちらに視線を向けると、三人はさっと顔を引っ込める。

「夜まで待ったほうがいいな」

「それしかあるまい」

　三人は木こ陰かげに潜ひそみ、時を待った。

　太陽が徐じよ々じよに傾き、水平線を美しく染そめて沈んでいく。島にはあちこちにかがり火が焚たかれ、それは教会島フオル・ランという名にふさわしい厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きを醸かもし出す。

「すごい数のかがり火だな」

　ふと、レベンスは昔のことを思い出す。剣けん聖せいユキノシタの屋や敷しきで警けい護ごの任に就ついたときも、こんなふうに夜通しでかがり火を焚いていた。あのときエリザに会わなければ、自分は今いま頃ごろどうしていただろうか。仇かたきを追い続けて孤こ独どくにさすらっていただろうか。そうしてエリザや師し匠しように会うこともなく、どこかで野の垂たれ死んでいただろうか。

「小こ僧ぞう、何か始まったぞ」

　ヴァリエガータが低い声で言うと、彼は現実に引き戻される。

「どうした」

「あれを見てみぃ」

　彼女はくいっと顎あごをしゃくる。そこには信者たちの宿泊施設があり、前庭には長ちよう蛇だの列。先頭には湯ゆ気げを立てる鍋なべとパンの山が見える。

「炊たき出しか」

「うむ。これは好こう機きかもしれん」

「だな」

　夕食時ということもあり、炊き出しは衛えい兵へいたちにも振ふる舞まわれる。温かな汁しる物ものをお椀わんに入れて戻ってくると、どの兵士もその場に座り込んで食事を始める。もちろん交代の衛兵がいるので門前が空からになるわけではないが、兵士同士が談だん笑しようを始め、その注意はいささか散さん漫まんになっている。

「衛兵ども、他の信者と同じ格かつ好こうじゃな」

「ああ、槍やりを持っている以外はな」

「よし、そこに付け入るとしよう」

　ヴァリエガータとレベンスは作戦を話し合う。

　進入の手て筈はずが決まると、武器などの装そう備びはさしあたり林の中に隠かくす。これはあとで回収する予定で、懐ふところには最低限の荷物だけを仕し舞まう。

　宿しゆく舎しやから出てくる信者たちは増え続け、すでに二、三百人はいるだろうか。あたりは夕食の団だん欒らんで賑にぎわい、ちょっとした祭りのような雰ふん囲い気きさえ漂う。

「行くぞ」

　ヴァリエガータの合図で、作戦が始まる。三人は迂う回かいするように林を移動し、斜しや面めんを降おりる。小走りで壁かべの下にぴたりとつけ、それから忍び足で進み、角まで来たところでヴァリエガータが顔をわずかに出し、またすぐに引っ込める。

「おーい、『おかわり』を持ってきたぞー」

　衛えい兵へいの一人が、お盆ぼんに載のせた汁物とパンを運んでくる。通用門が開き、そこに集まった男たちが『おかわり』に手を伸ばす。槍やりが無む造ぞう作さな感じで壁かべに置かれる。

「今じゃ」

　さっとヴァリエガータが門に駆かけ寄る。まるで風のような身のこなしだ。

「すみませーん！」

　彼女は大きな声で呼びかける。すると、「わっ」と兵士たちが驚おどろいた顔で彼女を見る。

「おい、どこから来た!?」

「そこからー」

　彼女は悪びれない様よう子すで通用門を指す。衛兵たちは「ああ、そうか」と納なつ得とくした顔になる。明らかに門の中から出て来たと思い込んだ反応だ。

　彼女に視線が集まっている隙すきに、レベンスは何食わぬ顔で門の近くまで歩み寄り、槍の一本を手にする。フードを目ま深ぶかに被かぶると、見た目は衛兵たちと何ら変わらない。

「いい匂いですぅ」ヴァリエガータは衛兵の持つお椀わんを覗のぞき込む。「これにパンを浸ひたすと美お味いしいんですよねー」

「ほら、勝手に外に出たらあかん。中に戻らんと」

「はーい」

　衛兵たちに追い立てられ、ヴァリエガータはまんまと通用門に入っていく。

　──よし！

　このとき、レベンスが大きな声で叫さけんだ。

「おい、こっちにも一人いるぞ!!」

「なに!?」

　彼の元に視線が一いつ斉せいに集まる。

「こいつだ！」

　レベンスは目の前の少女を指差す。

　壁かべ際ぎわには、こちらもフードを被ったエリザがぺったりと座り込んでいる。少女が抜け出した信者役で、レベンスはそれを発見した兵士役という筋書きだ。

「なんだ、もう一人いたんか。早く連れてこい！」

「おう！」

　レベンスはエリザの手を引き、兵士たちのいるほうへ歩いていく。兵士たちが近くまでやってくると、彼はさっと背後に回る。自分から大声を張り上げたため、こちらを疑う者はまだいない。

「ほら、入れ入れ」

　すっかり信じ込んだ衛兵たちは、せき立てるようにエリザを中へ通す。同時に、レベンスは衛えい兵へいたちに混ざって通用門をくぐる。そして門はまた固く閉ざされる。

　敷しき地ちの中に入ると、彼は槍やりを門の下にそっと放り捨て、信者たちの並ぶ炊たき出しの列に歩いていった。途中、自然な動作でエリザの手を引き、何食わぬ顔で人ごみに混ざる。

「おーい、俺おれの槍、どこいったー」

　衛兵の一人が声を上げ、「ここに落ちてるぞ」と別の衛兵が槍を拾う。

　ごった返す炊き出しの列、信者たちの群むれ。その数が三人増えたことを気にする者など、そこには誰だれもいなかった。




　その夜は、信者用の宿しゆく舎しやに泊まることになった。

　五十人以上が雑ざ魚こ寝ねをする広間の片かた隅すみで、エリザは布ふ団とんに倒れ込む。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「へい、き……」

「ほら」

　彼は少女に毛布を掛け、冷気が入らないように整えてやる。幸い、布団は干ほしたばかりらしく陽光を吸って膨ふくらんでいる。

　やがてエリザは、浅い息を繰くり返すようにして眠りについた。ここまで相当無理をしてきたのは間ま違ちがいなく、その顔は真っ青で、時おりうなされたように苦しげな声を出す。ただ、敵てき地ちである教会島フオル・ランの中で、こうやって体を休められるのは不幸中の幸いとも言えた。

「どうじゃ、小こ童わつぱは」

　ヴァリエガータも心配そうに少女を見下ろす。

「かなり疲れたみたいだ。ここまで本当によくがんばったと思う」

「どれ、わしらも明日に備えて休むとしよう」

　三人は家族のように布団を並べて横になる。

　隣となりを見れば、エリザが死んだように目を瞑つぶっている。

　レベンスはそっと腕を回し、少女の体に自分の分まで毛布を掛けてやるのだった。
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　それから数日は何事もなく過ぎた。

　日に三度の炊たき出しと、昼食後の祈いのりの時間。それ以外に決まったイベントは存在せず、良くも悪くも単調な日々だった。途中、信者たちの身元確認があったときは肝きもを冷やしたが、これはレベンスとヴァリエガータの連れん携けいでどうにか誤ご魔ま化かすことができた。こそ泥どろのようにレベンスが事務室に忍び込んで名めい簿ぼを改ざんしたり、ヴァリエガータお得意の演技でしのいだりした。

　ただ、エリザの体調は日に日に悪くなっていた。島に着くまでにすべての体力を使い果たしたのか、朝も昼もほとんど横になってぐったりとしており、食事の時もレベンスが運んだパンの欠片かけらをかろうじて口に入れる程度。限界が近いのは誰だれの目にも明らかだった。

　そうして迎むかえた五日目の午後。

「よいか、作戦のおさらいじゃ」

　昼食後の『祈いのりの時間』が終わり、宿舎の裏手にある庭の隅すみ。ヴァリエガータは木の枝で地面にガリガリと絵を描かく。それは大聖堂内部の見取り図だ。

　ここ数日で、島の内部についてはかなり情報を集めることができた。大聖堂の警けい備びの人数、交代時間、詰め所の位置、主な顔ぶれ。そうした情報を少しずつレベンスとヴァリエガータが集めて持ち寄り、作戦もだいぶ煮詰まってくる。

　天気は良く、周囲では親子連れが遊んでいたり、老夫婦が散歩をしていたりする。レベンスたち三人の姿も、日向ひなたぼっこをしながら戯たわむれる兄妹にしか見えない。エリザは相変わらず体調がすぐれず、今は近くの長なが椅い子すで伏している。

「『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』は大聖堂の礼れい拝はい場じようで行われる。ここは千人以上が入る大きな講堂で、中央に祭さい壇だんがある。ここにエリオットが立ち、聖せい剣けん『聖女乃証クローデイア』を置く。以前にも説明したが、あの聖剣は二つに分ぶん離りする。ちょうど『二十字架ダロデイス』が二つの十じゆう字じ架かになるように」

　大聖堂の中央には十字架が描えがかれ、そこから少し離れてもう一つの十字架が描かれる。

「『天癒乃儀』は、一つの十字架を『信者』の前に、もう一つの十字架を『剣けん聖せい』の前に置く。そして聖剣の力で信者の病気を治ち癒ゆする。つまり、このとき剣聖の手元から必然的に聖剣が離はなれる」

　ヴァリエガータは『信者』の前に置かれた十字架を、ぐるりと囲む。

「我われ々われが狙ねらうのはこっちじゃ。聖剣の片方を奪い、もう片方は置いていく。エリオットが儀ぎ式しきに集中するために目を瞑つむった瞬しゆん間かんが勝負じゃ」

　「了りよう解かいだ」

　──今回の場合、分ぶん離りした片方だけでもあれば『身の代しろ』に使えると思われます。

　出発前にサンデリアーナに聞いた話では、聖剣『聖女乃証クローデイア』が片方だけでもあれば、『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』の修しゆう復ふくは可能ということだった。今回の聖剣奪だつ取しゆ作戦もそれを念頭に立案されている。

　まずは聖剣の奪取、それから建物外へ移動、最後に島外へ脱出──作戦は大きく三段階に分かれる。もちろん、剣聖エリオットと交戦しないことがどの段階でも大前提だ。

「もし、戦う場合になったときはどうする？」

　彼は当然の質問を差し挟はさむ。

「まともに戦っては勝負にならぬ」ヴァリエガータはやや眉まゆ根ねを寄せて言う。「かといって二対一でも、今の我らでは一いつ蹴しゆうされるじゃろう」

「じゃあどうするんだ」

「わしかおぬしか、どちらかが囮おとりとなって時間を稼かせぐ。その間に残りが逃げる。基本方針はこういうことになるな」

「囮か……」

　剣けん聖せい相手に、たった一人での囮。それはまさに捨て身の作戦だ。

「なに、心配するな。こちらの正体を知れば、エリオットは必ずわしを追ってくる。そうしたらわしにかまわず小こ童わつぱを連れて逃げろ」

「しかし、師し匠しようはどうするんだ。今回は『死ジ神ー乃ノ爪ス』が使えないんだろう？」

「小こ僧ぞう、これだけは肝きもに銘めいじておけ。最さい優ゆう先せんは聖せい剣けんの奪だつ取しゆ。情にほだされず、わしなどさっさと見殺しにしろ。わしもいざというときはおぬしを捨てて聖剣奪取を優先する。よいな？」

　ヴァリエガータは厳きびしい表情で告げる。

　言いたいことはあったが、彼は黙だまってうなずいた。元よりそういう手て筈はずだったし、覚かく悟ごもできている。ただ、本当にいざというときに自分がそうした行動を取れるかは、そのときになってみないと自信がなかった。何より自分に剣聖の足止め役が務まるかが怪あやしい。

「こっちが『聖女乃証クローデイア』を奪ったあと、エリオットが聖剣の名前を呼んだ場合はどうする？　聖剣ってのは、持ち主が声を掛けたら手元にすっ飛んでく代しろ物ものだろ？」

「そのへんは心配無用じゃ」

　ヴァリエガータは自信ありげに答える。

「その場合は、エリオットの声の『波長』を相そう殺さいすればよい」

「波長を……相殺？　そんなことができるのか？」

「ほれ、前にもやったろ。ザッハルで、小こ童わつぱが風ふ呂ろに入っていたとき」

「ああ……そういや」

　レベンスは、ヴァリエガータと初めて会ったころを思い出す。あのときはたしか、風呂に入っているエリザが大剣を呼んでも、ヴァリエガータが阻そ止ししたせいで剣が飛んで来なかった。今回も同じ理屈ということか。

「じゃあ、聖剣の運び役は師し匠しように任せてよいか？」

「うむ、引き受けた。もっとも、わしが囮になる場合は小僧が聖剣を運んでくれ。そのときはわしが奴の『波長』を打ち消しながら時間を稼ぐ」

「了りよう解かいだ」

「さて、残る問題は──」

　ヴァリエガータが続きを話そうとしたときだった。

　突とつ如じよ、巨大な鐘かねの音が鳴った。

「なんだ……？」

　二人は顔を見合わせる。

　これまでずっと、朝の起き床しようと昼のお祈いのり、この二つ以外に鐘が鳴ることはなかった。

　レベンスとヴァリエガータは緊きん張ちようした面おも持もちで大聖堂の鐘の音を聞く。念のため、地面に描かいたものは足でざりざりと踏み消しておく。

「みなさん！」

　やがて、鐘の音がやむと、広場に女性の声が響ひびいた。

「剣けん聖せいさまからお言葉を賜たまわります！　急いで大聖堂に集合して下さい!!」

　──どういうことだ……？

　レベンスは怪け訝げんな顔で師し匠しようを見る。『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』は三日後の予定で、まだ日にちがある。

　師し匠しようが低い声で言った。

「とにかく行ってみよう」
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　コンスタンス大聖堂。

　大陸最大級の宗教施設にして、天空を突つき刺すような外観は信者ならずとも見る者に畏い敬けいの念を呼び起こす。

　島に潜せん入にゆうして以来、警けい備びが厳げん重じゆうで大聖堂の中に入れたことはない。ヴァリエガータの昔の記き憶おくを頼たよりに作戦を組み立てていたので、こうして直じかに内部を観かん察さつできるのは願ってもない機会だった。

　レベンスたちはそれとなく周辺の地理を観かん察さつしながら、信者たちに混じって大聖堂の門をくぐる。正門の装そう飾しよくには剣けん聖せいエリオットを模もしたという少女像が掘り込まれ、この教会そのものが彼女のために造られたことを窺うかがわせる。

　エリザは体調が戻らず、レベンスに背せ負おわれながら「うう……」とうなされたような声を出す。その体は恐ろしいまでに冷たく、彼は事じ態たいが切せつ迫ぱくしていることを肌はだ身みで思い知る。

　玄げん関かんを入ってすぐの場所には天てん井じようの高い大広間があり、その奥にはまっすぐ続く大理石の廊ろう下か。突つき当たりでいったん左右に道が分かれ、ぐるりと回り込むようにして目的地である礼れい拝はい場じように到着する。

　扉とびらを開くと、内部は煌きらめくような荘そう厳ごんな世界だった。

　中央には鏡かがみのごとく磨みがかれた大だい理り石せきの祭さい壇だん。その周囲には信者用の席が放射状に広がり、上から見ると太陽のような配置を取る。部へ屋やの前方には巨大な『二十字架ダロデイス』が飾られ、背後の窓からは陽光が燦さん々さんと降ふり注そそいで後光のごとく十字架を輝かがやかせている。その後光をまっすぐ導くように一本の通路が十字架から祭壇まで伸びる。

　中央の祭壇は子供の肩くらいまでの高さで、どこか演えん劇げきの舞ぶ台たいのようなイメージを抱かせる。剣けん聖せいエリオットの姿はまだ見えず、信者たちは聖堂内を感動した面おも持もちで見回しながら順々に席に着いていく。それは白い波となって礼拝場を埋うめ尽くす。島内にあるすべての宿しゆく舎しやから信者が集まっているらしく、その数は千人以上だろうか。

「意外と通路が狭せまいな」

「うむ。逃げるときに信者に阻はばまれると厄やつ介かいじゃ」

　二人は壁かべ際ぎわに立ち、最小限に絞しぼった声で会話を交わす。祭さい壇だんの高さ、椅い子すの配置、逃走路の確保……当日の作戦を意識しながら、内部の間取りをつぶさに観かん察さつする。

　席がすべて埋うまり、壁際にずらりと立ち見の者が並ぶと、いよいよ剣けん聖せいの登場を待つばかりとなる。一同は今か今かと世界最強の剣士にして教団の最高指導者を待ちわびる。

　そして。

「剣聖さまがお見えになります！」

　声が掛かった瞬しゆん間かんだった。

　千を超える信者が、いっぺんに立ち上がった。その迫はく力りよくは巨大な白い壁が突とつ如じよ出現したようで、レベンスは思わずのけぞる。

　全員、手を前に組み、祈いのりのポーズをする。レベンスたちもそれを見習いながら、上うわ目め遣づかいで周囲を窺うかがう。エリザはいまだ目め覚ざめず、長椅子に横たわって浅い息を繰くり返している。彼は少女を気き遣づかいつつも、エリオットの登場を見逃すまいと前方を注視する。

　やがて、ざわっと信者たちのひそめきが走ったあとに、一人の人物が礼拝場の前方に現れた。

　それは小こ柄がらな女性だった。

　身長はエリザよりほんの少し高いくらいで、白いフードを目ま深ぶかに被かぶっている。フードの隙すき間まから口元だけが見えるが、顔はまだよく見えない。

　何より目を引いたのは、彼女が背せ負おっている巨大な『二十字架ダロデイス』だ。それは大の男が二人がかりでやっと運べそうなほどの大きさで、それを小こ柄がらな少女が一人で背負い、ゆっくりと細い通路を歩いてくる。何かの罰ばつのような、はたまた神の怒りを鎮しずめる儀ぎ式しきのような、それ自体が非常な神こう々ごうしさを以もつて胸に迫せまってくる。信者たちは固かた唾ずを呑のんでその様よう子すを見守り、信者ではないレベンスさえ彼女から目を離はなせない。

　一歩、また一歩と女性は進む。そしてついに中央の丸い祭壇に到とう達たつすると、ズシンと十じゆう字じ架かを地に置いた。

　そして女性はフードを脱いだ。ふわふわとした桃色の髪がこぼれ、剣聖エリオットの素顔がさらされる。その顔は白く、思っていた以上に幼い。

「（痩やせたな）」

　ヴァリエガータが隣となりでつぶやく。その小さな声はレベンスにだけ聞こえた。

「みなさま、本日は遠路はるばる私の教会にお越しいただき、誠にありがとうございます」

　剣聖は折り目正しく頭を下げる。剣聖にして教祖、というからにはてっきり尊そん大だいな人物を想像していたが、いささか意表を突つかれる。最初に会った巡じゆん礼れい旅りよ団だんのボブリの印象が強かったせいかもしれない。

「今日きようは、みなさまに大事なお話があって、こうしてお集まりいただきました」

　ヴァリエガータいわく「クソ真ま面じ目め」との評がぴったりくるほど、彼女は丁てい寧ねいな口調で話を切り出した。

[image: ]

「みなさまもご存知のとおり、『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』は、これまで毎月開かい催さいしてまいりました。ですが、今回を持ちまして、しばらくお休みにしたいと思っております」

　これには信者たちがざわついた。この儀ぎ式しきを当てにして来ている者が多数いるのだからそれも当然だ。ヴァリエガータもぴくりと反応し、表情を硬くする。

「ご心配はいりません。今、ここにいるみなさまにつきましては、最後のお一人まで儀ぎ式しきに参加していただきます。また、次の定期船で出しゆつ航こう準備中の方も同様です。どうかご安心なさってください」

　その言葉を聞いて、信者たちは一いち様ように安あん堵どの表情を浮かべる。

「ご迷めい惑わくをお掛けして、本当に申し訳わけございません」

　彼女はまるで悪いことでもしたように頭を下げる。桃もも色いろの髪かみがだらりと下がると、信者たちも恐きよう縮しゆくしたように頭を下げる。なるほどクソ真面目だな、と彼も人物評に同意する。

「すみません、これで私の話は終わりです。どうしても、直接お伝えしたほうが良いと思いまして。それでは……」

　剣けん聖せいが引き上げようとした、そのときだ。

「あ、あの、剣けん聖せいさま……!!」

　大きな声が礼れい拝はい場じように響ひびいた。

　一いつ斉せいに信者たちが振り向くと、そこには小さな子供を抱かかえた女性がいた。

「こ、この子、病気がひどくて、もしかしたら、三日後の儀ぎ式しきまでもたないかもしれないんです……！　なにとぞ、なにとぞお慈じ悲ひを……！」

「こらっ、勝手なことをするな！」

　怒ど声せいが飛び、壁かべ際ぎわに控ひかえていた男たちがその母子を取り囲む。

「『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』は順番だろう！」

「そ、そこを、何とかお慈悲を……!!」

「規き則そくは規則だ！　引っ立てろ！」

　その瞬しゆん間かんに「お待ちなさい……っ!!」と鋭するどい声が響ひびいた。

　男たちがびくりと硬こう直ちよくする。声を発したのは他ならぬ桃もも色いろの髪かみの女性。

「その人から離はなれなさい」

「で、ですが……」

「離れなさい」

　エリオットが毅き然ぜんと命じると、男たちは「はっ！」と直立不動になり、女性から離れた。

　女性は子供を抱かかえたまま呆ぼう然ぜんと剣けん聖せいを見つめる。

「さあ、こちらへ」

　剣聖が手招きすると、女性は驚おどろいた顔のまま、それでも子供をしっかり抱えて、中央の祭さい壇だんへと近づいて行く。

「どうか、上がってください」

「は、はいっ、本当に申し訳わけございません剣けん聖せいさま……」

　女性は恐れ入って何度も頭を下げる。

「お子様はどのような症状ですか？」

「そ、それが、ずっと高熱が続いて、体中に腫はれ物ができて、さ、最近は何度も意識がなくなって……」母親はそこで泣き崩くずれる。「お医者様でも、手のほどこしようがないと……」

「そうですか……。それはさぞご心配だったでしょう」

　エリオットは「聖女乃証クローデイア！」とよく通る声で叫さけんだ。その瞬しゆん間かん、聖せい剣けんは音を立てて分ぶん離りし、巨大な二つの十じゆう字じ架かとなった。

「ここにお子様の手を置いて下さい」

　剣聖は片方の十字架を示す。すると、子供は母親の助けを借り、よろよろと小さな手を伸ばす。その手は遠目でも分かるほど血色が悪く、いくつもの腫れ物ができている。どう見ても重病だ。

「そのまま動かないで下さいね」

　エリオットは背を向けて、もう一方の十じゆう字じ架かの背後に回りこんだ。それから子供がしたのと同じように、自らも十字架に手を当てる。

　そこで目を瞑つぶり、精神を集中する。

　──奪うならこの瞬しゆん間かんだな。

　レベンスは鋭するどい視線で機を窺うかがう。

　剣けん聖せいは一言だけ、ぽつりとつぶやいた。

「天癒カーマ」

　その瞬間だ。

　カッと二つの十字架が輝かがやき、まばゆい光で礼拝場を白く染そめた。同時に、十字架から出た光で男の子が包まれ、何か黒い煙けむりのようなものがその体から立ち昇のぼる。それは触ふれていた十字架に吸い込まれると見えなくなる。

「……終わりです」

　エリオットが目を開き、儀ぎ式しきの終わりを告げた。

　あまりにも短すぎる治ち療りように、母親は呆ぼう然ぜんとしている。それから正気を取り戻したように男の子を包んでいた毛布をめくる。

「ああ……」

　母親が感かん極きわまった声を出す。男の子の体は綺き麗れいな肌はだ色いろに戻り、見るからに血色がよくなっている。灰色で腫はれ物だらけだった先ほどの状じよう態たいが嘘うそのようだ。

「坊ぼうや……」

　男の子をしっかりと抱きしめたあと、母親は「あ、あああっ、ありがとうございます、ありがとうございます……っ!!」と額ひたいを擦こすらんばかりに頭を床ゆかに付けた。

「顔を上げて下さい。すべては神の思おぼし召めしですよ」

「ありがとうございます……」

　剣聖が手を肩に置くと、母親は涙なみだでぐずぐずになった顔を上げる。

「お子様は、おいくつですか？」

「え……？　その、三歳さいです」

「そうですか」

　剣聖は男の子の頭を軽く撫なでると、立ち上がって信者たちを見回した。

「みなさま、これも神様のお引き合わせでしょう。本日は、三歳以下の子供の治ち癒ゆを前倒しで行います。該がい当とうするお子様を持つ方は、どうか前へ」

　わっ、と歓かん声せいが上がる。小さな子を抱かかえた親が祭さい壇だんへと押し寄せる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、列になってゆっくりとお待ちください」

　二十組ばかりの親子連れを、剣聖は一人一人話しかけ、丁てい寧ねいに治癒を続ける。そのたびに十字架が強く発光し、室内を白く染める。先ほどまで歩けなかった子が飛び跳はねるようになったり、体を横断するほどの傷きず痕あとが綺き麗れいに消えていく。

　室内には拍はく手しゆが鳴り響ひびく。子供を治なおしてもらった親だけでなく、他の信者たちの顔にも生気が戻り、笑みがこぼれる。

　ヴァリエガータは厳きびしい表情でその様よう子すを見つめている。その視線の先には聖せい人じん君くん子しの権ごん化げのような一人の少女。

　このときレベンスの胸中には、一つの懸け念ねんが頭をもたげていた。




　俺おれは、本当にこの人から聖せい剣けんを奪っていいのだろうか？
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　それから二日後。

　レベンスは眠れぬ夜を過ごしていた。

　隣となりを見ると、エリザが死んだように眠っている。彼はなかば反射的に、少女の鼻先に手をかざし、わずかに感じる呼こ吸きゆう音おんに小さな安あん堵どの息を吐はく。最近はこうした『生存確認』がすっかり習しゆう慣かんになってしまった。

　エリザの体調は限界に来ている。

　夜だけでなく、日中もほとんど目を覚さますことはなく、食事もまともに喉のどを通らない。そうなると見る見る痩やせていき、今では頬ほおが衰すい弱じやくですっかりこけている。もう一いつ時ときの猶ゆう予よもないのだ、とレベンスは悲痛な想いで唇くちびるを噛かむ。

　少女の寝顔を見つめながら、先日のことを思い返す。それは大聖堂で目もく撃げきした出来事で、光る十じゆう字じ架か、死の淵ふちから生せい還かんする子供、涙なみだを流して喜ぶ親たち。その様子を穏おだやかに微笑んで見守る桃もも色いろの髪かみの少女。

　本当に神様みたいだったな。

　レベンスはエリオットの姿を見て、誇こ張ちようではなくそう感じた。いったい、彼女はどれほど多くの命を救ってきたのだろう。何万だろうか、何十万だろうか。それだけ膨ぼう大だいな数の人々が彼女を慕したっていることを思うと、レベンスはこれから自分のしようとしていることの罪深さを感じないわけにはいかない。




　本当に聖剣を奪っていいのか。




　それは『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』を目まの当たりにして以来、彼の心を捕とらえて離はなさない疑問だった。

　レベンスの生まれた村も貧まずしかった。飢うえて死ぬ者はそう多くなかったが、病気の場合は別だった。医師にかかれるのは一ひと握にぎりの裕ゆう福ふくな者だけで、たいていは栄養を取って休むくらいしか手立てはなく、それでも治なおらねば命を落とす他はない。彼の妹も一度高熱を出し、このまま助からないかと心配したこともある。近所にはそうやって死んだ友達もいた。

　もし、妹のフーシェが生きていて、不ふ治ちの病に冒おかされていたら……彼はわが身に置き換かえて考えてみる。そのときは巡じゆん礼れい旅りよ団だんに土ど下げ座ざでもなんでもして潜もぐり込み、命がけでマトリカリアを目め指ざしただろう。そして、エリオットにすがりつき、聖せい剣けんの力で妹の病気を治してもらったことだろう。

　そのエリオットから聖剣を奪い取るということ。それは、病に苦しむ多くの人々と、その家族を奈な落らくの底に突き落とす行為だ。

　──今回だけじゃねぇ。

　彼は己おのれの罪つみを振り返る。

　今まで倒してきた四人の剣けん聖せい──ユキノシタ、ルドベキア、ヴァリエガータ、ドラセナ。彼女たちを倒したことで、世界中の人々の希望を奪い、平和を奪ってきた。

　たとえばルドベキア。彼女を失ったことで、アルケミラスの人々がどれほど深い哀かなしみを覚えたか。どれほど大きな絶望を味わったか。何より、近い将来に必ずやってくるだろう帝国軍の侵しん攻こうでどれだけ膨ぼう大だいな死者が出るのか。

「ああ、くそ……」

　彼は自分のしてきたことの罪深さを前に、鉛なまりを飲まされたような重い気分になる。そして自分はこれからもまた同じように、多くの人々の思いを、願いを、希望を踏ふみにじろうとしている。最低の悪党だ。

　そうやって罪の意識に苛さいなまれると、ますます眠れなくなる。

　作戦は明あ日す。

　──だめだ、こんなことじゃ……。

　彼は思い立ち、むくりと寝ね床どこから起き上がる。夜風でも浴あびて頭を冷やそうと思った。

　部へ屋やを出ると、長い廊ろう下かが見える。冷え切った島の空気にぶるりと震ふるえつつ、廊下の奥へ奥へと進む。遠くに見えるかがり火は、島の海岸線に沿そって夜を徹てつして灯ともされ、衛えい兵へいらしき人影がその前を行ったり来たりしている。

　厠かわらで用を足し、帰り道のときだった。

「あ……」

　廊下の手すりに寄りかかるようにして、一人の少女が立っていた。緑色の髪かみが夜風に吹かれ、その前まえ髪がみの奥で大きな瞳ひとみが夜行性の獣けもののごとく光っている。

「師し匠しよう？」

「ちいっと、風に当たりたくてな」

　ヴァリエガータはかすかに微笑ほほえむ。海岸線のかがり火を背景にした剣聖は、死者の魂たましいを従える女王のようだった。

「いい月夜じゃなあ」

　彼女は空を見上げ、何気ない調子でつぶやく。

「師し匠しよう、あのさ……」

「ん？」

　彼は一ひと呼こ吸きゆうを置いて、ためらいがちに口にする。

「明日あしたって、本当に聖せい剣けんを奪うんだよな？」

「なんじゃ、今さら」

「ここに至ってこんなことを言うのは、俺おれもどうかと思うが……話し合いでは、ダメなのか？」

「話し合い？」

「俺やエリザはともかく、師匠なら、きっと相手も聞く耳を持つんじゃないか？　それで、なんというか、一時的に聖せい剣けんを借り受けるとか、こう、穏おん便びんに済ませる方法ってのは……」

　レベンス自身、そんな甘いやり方が通じるとは思っていない。だが、ここしばらく良心を苛さいなんでいる罪の意識が、彼にそういう理想論を主張させた。

　剣聖はそこで「ふー」と静かに息を吐はく。彼はどこか、ヴァリエガータがこの質問を予期していたように思えた。

「それはわしも試したと言ったろう？　手紙にせよ、対面にせよ、すでに何度もやってみたんじゃ。……だが、無む駄だじゃったよ。鼻で笑う剣聖こそいなかったが、戸と惑まどった顔をされるだけでな。エリオットなんぞは根がクソ真ま面じ目めなもんじゃから、いつだったかえらく怒りよった。『そんな与よ太た話ばなしはやめてください！』とな」

「…………」

「それでも、わしだって剣聖じゃ。他の剣聖たちも最初は聞く耳を持った。ユキノシタあたりはけっこう真面目に聞いてくれたよ。しばらく考えてみよう、という話にもなった。……だが、そこまでじゃった。聖剣を手放せ、というのはさすがに全員が拒こばんでのう。とりわけデュランダルの奴やつは強きよう硬こうに反対して、最後はわしが変人扱あつかいされたわい」

「……師匠、俺、思うんだけどさ」

　彼は思っていることをそのまま話す。ヴァリエガータはこうして自分を信用し、いろいろなことを話してくれる。自分も、考えていることを打ち明けるべきだと思った。

「『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』を見て思ったんだ。エリオットが倒れれば、彼女に救われるはずだった多くの命が失われる。だから、剣聖を殺すことは、その背後にいる多くの人々まで殺すことじゃないかって気がするんだ。……まあ、師匠なら百も承知だろうけど」

「うむ」

　ヴァリエガータは静かにうなずく。

「おぬしの言うとおり、剣聖の双そう肩けんには多くの民みん衆しゆうの命めい運うんが懸かかっている。昔も今も、な」

　彼女は自分の手をじっと見つめる。その手に乗っている重みを、剣けん聖せいを長く続ける彼女自身が一番良く分かっているのだろう。だからこそ今も戦っている。

「もしエリオットが剣けん魔まになったら、ここにいる信者を皆殺しにするじゃろう。そして、海を渡ってマトリカリアを滅ほろぼし、そのあとは別の街を滅ぼし……と、災さい厄やくはアストラガルス全土に及およぶ。その先に待つのは世界の滅めつ亡ぼうしかない」

「おい、世界の滅亡って……」

「何も大おお袈げ裟さではないぞ？　これは世界を救う戦い。我われ々われがやらねば剣聖は剣けん魔まと化し、世界は破は滅めつする。おぬしの故こ郷きようで起きた悲ひ劇げきが、すべての街で繰くり返されるじゃろう」

「う……」

　レベンスの心に、かつての悲劇が蘇よみがえる。家族、親しん戚せき、友人、知人、隣りん人じん。あのときは大切なものをすべて失った。そして彼は復ふく讐しゆうの炎に身を焦こがし、今日きようまでその仇かたき討うちのためだけに生きている。

「エリオットの聖せい剣けんを奪えば、哀かなしむ人が大勢いるよな？」

「うむ」

「助かるはずだった人がたくさん死ぬ」

「うむ」

「誰だれもが俺おれたちを恨うらむだろう」

「うむ」

「それでも、やるのか？」

「もちろんやる。断だん固ことして、な」

「…………」

　しばらく二人は沈ちん黙もくする。

　なんとなく視線のやり場に困り、レベンスは海を見つめる。かがり火の向こうに広がる真っ黒な海は、すべてを飲み込むように無言で横たわっている。それが今は自分たちの行く末すえを暗示しているようで気が重くなる。どこまで行っても暗く、深く、重苦しい世界。

　ふと、彼は思う。

　エリザも今まで、こんな気持ちだったのだろうか。

　こんなふうに良心の呵か責しやくに苛さいなまれ、暗あん澹たんたる想いを抱かかえながら、それでも一人で戦ってきたのだろうか。剣が直れば、また同じように苦しい戦いに身を投じるのか。自分の何倍もの重荷を背せ負おって、暗い海に潜もぐっていくような、そんな絶望的な、先の見えない道を進むのか。

「なんで……」

　彼は言葉をこぼすようにつぶやく。

「どうして、こんなに苦しい思いをしてまで、あいつは戦っているんだろうな……」

「知りたいか？」

　ヴァリエガータがちらりと彼を見る。その瞳ひとみは梟ふくろうのごとく夜の闇やみに光る。

「ああ、知りたい」

　彼はためらいなく答える。

　明あ日す、自分は死ぬかもしれない。だから戦いの前に、それはどうしても知りたいことだった。

　エリザはどうやって、この迷いを振り切ったのだろう？

「小こ僧ぞう、覚えているか」

　ヴァリエガータは夜空を見上げて言う。

「前に、わしと小こ童わつぱはリベルガ墓ぼ地ちで戦った。あのときわしは『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』に刺されて絶命した」

「ああ、それはもちろん覚えているさ」

「あのときな、わしには一つの『映像』が見えたんじゃ」

「映像……？」

「それはまるで神話だった。来る日も来る日も、一人の『剣士』が巨大な化け物を退たい治じしていく物語。何度も倒れ、傷つき、死にかけても、それでもなお剣士は戦い続ける。終わりのない地じ獄ごくのような日々」

「それって……」

　彼はあることを思い出す。かつて自分も、『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』に触ふれたときに不思議な『映像』を見た。あのときは彼の仇かたき『光る眼めの剣士』が出てきたはずだ。

「戦いの連続の中で、剣士にはささやかな安息の日々もあった。自分を理解し、信しん頼らいしてくれる仲間たち。命を預け合いながら、協力して戦い、絆きずなを深め合う。だが」

　そこでヴァリエガータの声こわ音ねが低くなる。

「そこからが真の地獄だった。剣士の信じた仲間たちは、一人、また一人と化け物になっていった。その化け物は無差別に周囲の人々を殺しまくった。だから剣士は、また退治した。かつてともに戦い、ともに涙なみだした仲間たちを、自みずからの手で」

　無差別に周囲の人々を殺しまくる化け物。それは、レベンスに否いや応おうなくある存在を思い起こさせる。

「それ以来、剣士は一人で戦うことに決めた。誰だれにも心を開かず、自らの大剣だけを頼たよりに戦い続けた。何度倒れても立ち上がり、化け物を倒して、倒して、倒しまくった」

　剣聖はそこまで話すと、疲れたように息を吐はいた。

「そして剣士は、あるとき自分の剣のことをこう呼んだ。『アイゼルネ、あなただけが、私の友達よ』と」

「おい、それじゃあ……」

　レベンスは言葉を返せない。それは壮そう大だいすぎる、少女の過去。

「はるか昔、もしかすると、我われ々われの世界に聖剣が現れるよりも前から、その剣士は──いや、小こ童わつぱは、戦い続けてきた。聖せい剣けんが世界に害を及およぼそうとするたびに、あの魔ま剣けんを引っさげて、あるときは化け物を、あるときは大切な友を斬きった。それは血ち塗ぬられた長い長い地じ獄ごくの生しよう涯がい。終わることのない戦いの人生。時々の世界で、小こ童わつぱは多くの人々に恨うらまれ、唾だ棄きされ、蔑さげすまれ、石を投げられ、それでもその人々を救うために戦い続けてきた。それが自分の使命だと言わんばかりに、文もん句く一つ垂たれずに、黙もく々もくとな」

「し、師し匠しよう、ちょっと待ってくれ」

　彼はやっと、質問を差し挟はさむ。

「昔から戦ってきた？　あのエリザが？　だってあいつ、まだ十二、三歳さいだぞ？　それがどうやって……」

「わしにも分からぬ。だが、小童はおぬしより、いや、このわしよりも長い時間を生きている。そして数多くの繰くり返される悲ひ劇げきを目まの当たりにして、これしかないと腹の底から分かっている。聖せい剣けんを破は壊かいする以外にない。聖剣の毒どくに侵おかされた者は殺すしかない。その記き憶おくが本能に刻まれている」

「ありえない」彼はたまらず否ひ定ていする。「あいつが師匠より長生きとか、普通に考えてありえねぇだろ。だってあいつ、あんなに世間知らずで、いっつもカモられていて、それこそ十歳以下の常じよう識しきしか持ち合わせていないようなヤツだぞ？　それが……」

「信じられぬのも無理からぬ。だが、おぬしもあの映像を見れば、すべてが分かるじゃろう」

「映像を見れば、って……じゃあ、それはどうやったら見れるんだ？　エリザの剣に触さわれば見れるのか？」

「分からぬ。あるいは、あの剣に刺されなければ見れぬかもしれぬ」

「おい、それじゃ死ぬだろ。というか、あの剣はそもそもなんなんだ？　俺おれも前に変な『映像』を見たが、なぜあんなものが見えるのか……」

「これは推すい測そくじゃが、たぶんあの剣は安あん全ぜん装そう置ちのようなものじゃ」

「安全装置？」

「世の中が暴走したときは、聖剣を持つ者が世を改める。そして、聖剣を持つ者が暴走したときは、あの魔ま剣けんが聖剣に歯止めをかける。そういう宿命なんだと、わしは思う」

「ちょっと待ってくれ、俺にはさっぱり分からねぇ」

「なに、わしも実のところは分かっておらん。あの『映像』が、ただのわしの幻げん覚かくだったかもしれぬしな……」

　そこでヴァリエガータは口をつぐんだ。

　レベンスは何も答えられない。頭の中ではぐるぐると今の説明が回っており、それは突とつ拍ぴよう子しもなくて、とても理解が追いつかない。エリザは自分たちよりはるかに長く生きていて、多くの悲ひ劇げきを何度も見てきて、その悲劇の記憶が本能に刻まれていて──それゆえに、その悲劇を二度と繰り返さぬように、今も戦い続けている。

　ああ……と彼は頭を抱かかえる。

　分からないことだらけ、迷まようことだらけで、混こん乱らんの極みとなる。

「なぜ、おぬしが迷っているのか、教えてやろうか？」

　ヴァリエガータはさらりと言う。その顔は笑みを浮かべているが、彼をからかっている感じはなく、どこか優やさしげでさえある。

「…………」

　レベンスは黙だまって師し匠しようの言葉を待つ。

「それはな、自分の『魂たましい』が定まっていないからじゃ」

「魂？」

「魂とは、生きる意味、戦う理由、進むべき道。そうしたことが揺ゆらいでおるから、迷う。行き先が分からぬ舟は、どんなに穏おだやかな海でも前に進むことはできん。逆に、どんなに荒れた海うな原ばらでも、灯台の光さえ見えれば舟は前に進むことができる。そういうものじゃ」

　そこまで話すと、ヴァリエガータは彼を見つめた。

「まずは魂を定めよ。さすれば自おのずと迷いは消える」

「…………」

　レベンスはすぐに答えられない。

　今までは仇かたき討うちが彼の生きる意味であり、戦う理由だった。

　だが、今はそれだけでは前に進めなくなっている。

「わしは剣けん聖せいの使命に従って戦う。小こ童わつぱは魔ま剣けんの宿命に殉じゆんじて戦う。二度と悲ひ劇げきを繰くり返さぬためにな。……ならば小こ僧ぞうは、何のために戦う？」

「俺おれは……」

　レベンスは言葉に詰まる。

　ヴァリエガータは手すりに寄りかかりながら、じっと弟で子しの答えを待つ。

　俺は。

　いったい、何のために、戦う？

　自分の胸に問いかける。

　時は過ぎ、夜風がさらに冷たくなる。

　やがて、彼はぽつりと言った。

「俺は──」
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　当日。

　レベンスたちは宿しゆく舎しやでひっそりと順番を待っていた。

　エリオットの『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』は朝から晩までの一日がかりとなるため、待機時間は長い。いつもの宿しゆく舎しやには順番待ちの病人たちが布ふ団とんを敷しいて横になっており、エリザもまたその一人だった。布団に横たわり、かぼそい息をしながら、かろうじて生をつないでいる。

「…………」

　レベンスは枕まくら元もとに座り、時おり額ひたいに手を当てる。別にそれで何が快かい方ほうに向かうわけでもないが、エリザが「きもちいい」と言うのでそうしている。

　その額は冷たく、顔は白い。これほどまでに血の気けがない人間を、彼は今まで見たことがない。

　本当に大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　エリザには『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』に参加してもらうことになっている。体調を考えればこのまま寝かせておいてやりたいが、いざ聖せい剣けんを奪だつ取しゆして離り脱だつするときに少女だけ別行動というわけにはいかない。また、レベンスたちは「病気の妹を助けるために」ここに来ているという建たて前まえなので、『天癒乃儀』にエリザを連れていかないのはどう考えても不自然すぎる。

「どうじゃ、小こ童わつぱは」

　ヴァリエガータが外から戻ってくる。

「とりあえずよく眠っている。……そっちはどうだ？」

「順番はやはり夕方になりそうじゃな。うまい具合に日にち没ぼつに差し掛かるじゃろう」

　今回の作戦は『日没後』と決まっていた。礼れい拝はい場じようのかがり火を消し、闇やみに乗じて聖剣を奪取する段取りだ。

「順番が前倒しになるおそれはないのか？」

「それはない。仮にあったとしても、早い順番を譲ゆずってやる分には喜んで代わる者がいくらでもいるじゃろ」

「それもそうか……」

　小声で話しながら、彼は奇き妙みような矛む盾じゆんを覚える。作戦の都合上、エリザの順番は日没後まで引っ張らなくてはならない。他の信者が一刻も早く診みてほしいと願っているのに、自分たちは逆に引き伸ばそうとしている。

　もちろん、エリザの病気を剣聖に診てもらうわけにはいかない。もし身元がバレたらそれまでだし、そもそも『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』を直さぬかぎりはエリザの回復もないからだ。

「折を見て、順じゆん次じ『厠かわや』に立つ。よいな」

「おう」

　ナイフや長剣などの武器は、厠の天てん板ばん裏うらに仕し舞まってある。これは潜せん入にゆう初日に林に隠かくしていた装そう備びを、昨夜ゆうべのうちにヴァリエガータが回収してきたものだ。脱出用の小舟も海岸に用意し、あとは作戦決行を待つばかりとなっている。

「わしはもう一度様よう子すを見てくる。小童を頼たのむぞ」

「ああ」

　ヴァリエガータは宿しゆく舎しやを出ていく。その脇わきには「もうすぐ剣けん聖せいさまが治してくれるからね」「さあ、がんばるんだよ。あと少しの辛しん抱ぼうだから」と小さな子供の手を握る母親たちの姿が見える。

　彼はじっとエリザの顔を見つめる。少女は身じろぎもせず、凍こおりついたように眠っている。

　──わしは剣けん聖せいの使命に従って戦う。小童は魔ま剣けんの宿命に殉じゆんじて戦う。二度と悲ひ劇げきを繰くり返さぬためにな。……ならば小こ僧ぞうは、何のために戦う？

「俺おれは……」

　レベンスは少女を見つめる。

　そっと、髪かみを撫なでる。

　そのときだ。

　うっすらと、少女の瞼まぶたが開いた。

　頬ほおがこけ、衰すい弱じやくしきった体で、それでも大きな瞳ひとみだけは早春の湖のような澄すんだ輝かがやきを湛たたえている。

「すまねぇ、起こしちまったか」

「…………」

　少女はほんのわずかに首を振る。

「て……」

「……？」

　彼は耳を近づけ、少女の唇くちびるから出る言葉を聞き取ろうとする。

「……にぎっ、て……」

　ああ、手を握るのか、と彼は気づく。少女の毛布をそっと持ち上げ、小さな手を取る。その手はやはり氷のように冷たい。

「水、飲むか？」

　少女は首を振る。

「腹は空すかないか？」

　また首を振る。

　少女は何も望まぬように、瞼を閉じる。

「……エリザ？」

「レ……」

　乾いた唇から、小さな舌が覗のぞく。

「レベ、ンス……」

「なんだ」

「レ……ベ……」

　少女は彼の名を呼ぶ。切れ切れに呼びながら、必死に何かを訴える。

「どうした」

　彼は少女の手を握り締しめる。まるで病気の妹を看かん病びようするときのように、彼は優やさしい声で話しかける。

「なんでも言え。持ってきてやる」

「……な」

「うん？」

「ん……」

　彼は耳をさらに近づける。

「と、も……」

　一語一語、言葉をつなぎ、少女の意志をひとつの台詞せりふにする。

　その意味を知って、彼はハッとする。




　なんともないし。




　レベンスは一度呆あつ気けに取られ、それから、ぷっと吹き出す。こんなときにまで強ごう情じようを張る少女がおかしかった。

「へ、ちゃんと病人役をこなせよ。足を引っ張ったら承しよう知ちしねぇからな」

　レベンスが悪あく態たいを吐つくと、エリザはほんの少しだけ唇くちびるをほころばせ、「……ん」と笑った。

　彼は強めに少女の手を握り締しめる。握り返す手の力は弱いが、確かに感じられる。

　二人の瞳ひとみに、お互いの姿だけが映る。エリザはレベンスを、レベンスはエリザを。一いつ瞬しゆんのような、それでいて永久のような時間が流れる。

　何のために戦うのか。

　昨夜ゆうべ、彼は少女の顔を見つめながら、一晩中、自分の心の中をさまよった。それは自分の魂たましいを探す彷ほう徨こうだった。

　そして彼は心に決めた。

　今までは、ただ仇かたきを討うつために戦ってきた。ただ仇が憎にくいから、その憎しみを晴らすために戦ってきた。

　これからは違う。

　──俺おれは決めたぞ、エリザ。

　少女には、彼の想いは何も伝えていない。だが、それでもそばにいるだけで、何かが伝わる気がする。

　不ふ思し議ぎと、昨日きのうまでくすぶっていた迷まよいは消えており、今は代わりに強い決意が胸にみなぎっている。

　気づけば、少女はまた瞼まぶたを閉じている。

　再び眠りについた少女を見つめ、彼は自分の決意を口にした。

「おまえが、全世界のために戦うというなら──」

　他の誰だれにでもなく、この少女に誓ちかう。




「俺おれは、おまえだけの剣になろう」
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　夕陽の射さし込む大聖堂には、前方に聖せい杯はいの形をした巨大な蝋ろう燭そく台だいがあり、そこに灯ともされた炎がめらめらと燃もえている。炎の光と夕陽の光が入り混じった室内は、白い人波を赤々と染そめ上げ、今にも何かが起きそうな雰ふん囲い気きだ。

「このへんでいいか」

「うむ、よかろ」

　礼れい拝はい場じようを見渡し、レベンスたちは扉とびらに近い最後部の座席に陣じん取どる。以前と異なり、今回は宿しゆく舎しやごとに小分けにして呼ばれているため、今いる人数はざっと二百人ほど。座席にも十分に余よ裕ゆうがあり、ともすればややまばらな印象も受ける。

　剣けん聖せいエリオットはまだ現れていない。信者たちの入れ替えのたびにわずかな休きゆう憩けい時間を取るため、現在は別室に控ひかえているらしい。当然、聖せい剣けん『聖女乃証クローデイア』も室内には見当たらない。

　エリザは彼の隣となりで眠っている、長なが椅い子すに横たわり、毛布に包くるまれて身動き一つしない。本来なら無ぶ作さ法ほうを咎とがめられるような行為だが、病人の多い信者たちには同じように調子の悪い者も多く、横になること自体はそれほど目立ったことではない。

　彼はエリザの様子を気き遣づかいつつも、今日きようの作戦を心の中で確認する。

　まずは日にち没ぼつまで待つ。室内が十分に暗くなったら蝋燭の炎を消し去る。その瞬しゆん間かんに聖剣を横取りし、大聖堂を脱出。それから林を突つっ切り、隠かくしてある小舟で島外へ。

　作戦自体はいたってシンプルなもので、夜や陰いんに乗じる泥どろ棒ぼうとそうは変わらない。問題は手て際ぎわとタイミングで、エリオットが治ち癒ゆのために目を瞑つぶった瞬間に炎を消さなければならない。もし、少しでもタイミングがずれれば、たちまち信者たちによって逃げ道を塞ふさがれてしまうし、何よりエリオットに追いつかれた場合は絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいとなる。

　──最さい優ゆう先せんは聖剣の奪だつ取しゆ。情にほだされず、わしなどさっさと見殺しにしろ。

　彼はヴァリエガータの言葉を思い出す。もしもの場合は自分か彼女、どちらかが体を張って敵を足止めすることになる。

　服ふくの中に隠かくした武器を指で確かめる。信者服は体全体が隠れるような外がい套とうとなっているので、こうした武器の持ち込みにはうってつけだった。

「来たぞ」

　ヴァリエガータがつぶやく。

　やがて、通用口が開き、エリオットが姿を現す。途と端たんに信者たちが一いつ斉せいに起立し、緊きん張ちよう感かんが一気に高まる。

　エリオットは前と同じように、祭さい壇だんに続く通路を歩いてくる。巨大な聖せい剣けんを担かつぎ、ゆっくりと進む様よう子すは神こう々ごうしさに満ちていたが、今は前よりも足元が覚おぼ束つかないように見える。時々ふらふらと蛇だ行こうしたり、足を引きずるようにしながら、彼女はなんとか祭壇に到着する。信者たちは固かた唾ずを飲んで教きよう祖その様子を見守る。

「（小こ僧ぞう）」

「（なんだ）」

　お互い、誰だれにも聞こえぬように耳打ちする。

「（もし、エリオットのやつが倒れたら、その時点で決行する。よいな）」

「（了りよう解かい）」

　それは作戦会議のときにも打ち合わせたことだった。ヴァリエガータいわく、『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』は一回一回がひどく使い手の体力を削けずるらしく、今のエリオットは朝から始まった治ち癒ゆの連続で相当に消しよう耗もうしている。もしものときは、儀ぎ式しきそのものが中断する可か能のう性せいもあり、その瞬しゆん間かんこそが最大のチャンスということだった。

「一番の者！」

　祭壇下に控ひかえた係の者が、よく通る声で叫さけぶ。信者には予あらかじめ番号が割り振られており、順々に治ち癒ゆしてもらうことなっている。レベンスたちはちょうど百番目。これはもちろん、他の信者と番号を交こう換かんしたものだ。

　ヴァリエガータの計算では、五十番を超えたあたりから日が沈しずみ始め、百番に至る前に完全に日にち没ぼつとなる予定だ。つまり、そこが作戦決行のタイミングとなる。

「それでは始めます」

　剣聖が儀ぎ式しきの再開を告げる。

　最初の信者は若い娘むすめだった。父親らしき年配の男に支えられながら、震ふるえる手を十じゆう字じ架かに置く。それを確認したエリオットがもう一方の十字架まで歩き、両者は二つの十字架を介かいして向かい合う。

　そして。

「天癒カーマ」

　その瞬間、二つの十字架が同時に輝かがやいた。それは若い娘から黒い瘴しよう気きのようなものを吸い取り、たちどころに不ふ治ちの病を治癒する。先ほどまで紫色だった皮ひ膚ふが見る見るうちに瑞みず々みずしい柔やわ肌はだとなり、親子は歓かん喜きの声を上げて抱き合い、それから床ゆかに頭を擦こすり付けてエリオットに礼を述べる。レベンスは三日前の儀式のことを思い出したが、これは今まで数え切れないほど繰くり返されてきた光景に違いなく、それを想うとただただ圧あつ倒とうされるばかりだ。

　儀ぎ式しきは続く。

　青白い赤ん坊ぼう、ぐったりとした幼よう女じよ、痛い痛いと泣き叫さけぶ男の子、担かつぎ込まれる婦人、怪け我がをして歩けぬ年寄り──老ろう若にやく男なん女によ、さまざまな患かん者じやが奇き跡せきの力で回復していく。エリオットは誰だれとでも親しげに会話をし、分け隔へだてのない微笑ほほえみで接している。それはまさしく人々が剣聖に求める最高の人物像だ。

　エリオットを倒せば、多くの人が哀かなしむ。助かる命が潰ついえる。それは、決して言い訳わけのできない『悪』だ。

　だが、それでも彼は前に進むと決めた。悪あく党とうと蔑さげすまれても、悪あく魔まと罵ののしられてもかまわない。エリオットから聖剣を奪い、いずれは回復したエリザとともに彼女を討うつ。そうやって『剣けん魔ま』から世界を救い、同時にエリザの未来を勝ち取る。それが、彼が今戦う理由だ。

　レベンスは決意を新たにし、前をぐっと見み据すえる。

「はい、三十八番の方！」

　順番は着々と進む。夕陽は徐々に光を弱くしていくが、まだ沈むには時間がある。

　エリザはぐったりと横に伏している。彼は毛布を掛け直してやりながら、治ち癒ゆを受けている信者たちをどこか羨うらやましく思い、また、何もできない自分を悔くやしく思う。

「どうする」

「焦あせるな、まだ早い」

　師し匠しようは首を振り、目の前の光景を凝ぎよう視しする。その眼がん光こうは映るものを射い殺ころさんばかりの迫はく力りよくで、彼は背せ筋すじがぞくりとする。

　時が来れば、ヴァリエガータが祭さい壇だん下で待たい機きし、レベンスが前方に燃もえるかがり火の付近に移動する予定だ。そしてレベンスが時機を見み計はからって火を消し、あたりが闇やみに染そまったときにヴァリエガータが聖せい剣けんを奪だつ取しゆする。そのあとはすぐに出口まで移動し、エリザをおんぶして脱出。そして明かりが戻る前に大聖堂を後にする。

　そういう筋すじ書がきだった。

　だが、運命の女神は彼らを弄もてあそぶ。

「……ッ」

　ひゅうっ、と木こ枯がらしのような音がした。

　──なんだ？

　レベンスは音のした方向に顔を向ける。見れば、エリザが喉のどを鳴らし、ひゅ、ひゅ、と声を出している。

「エリザ……？」

　彼が話しかけたときだ。

　ゴボッ、とエリザが血を吐はいた。赤黒い斑はん点てんが白い信者服に飛び散る。

「お、おい……っ！」

　また、エリザが血を吐はく。それは周囲にいた者が一いつ斉せいに振り向くほど不気味な音で、少女は喉のどを鳴らして何度も血を吐いた。吐くたびに細い喉が隆りゆう起きし、苦しい、苦しいと訴えるように黒ずんだ血が口から漏もれる。

　レベンスは少女の口元に毛布を当て、椅い子すから転げ落ちそうな体を支えてやる。だが、それだけでは何も変わらず、少女は苦しげにむせるばかりだ。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」「大変だ！」

　信者たちの注目が集まる。

　小こ僧ぞう、いったん廊ろう下かへ運ぶぞ──ヴァリエガータが耳元ですばやく指示する。

　そのときだ。

「お待ちください！」

　凛りんとした声が礼れい拝はい場じように響ひびいた。

　レベンスはびくりと硬こう直ちよくし、悪事を咎とがめられたように恐る恐る振り向く。

　祭さい壇だんの上から、エリオットがこちらを見ていた。目と目が合い、剣聖は会え釈しやくする。

　そして事態は最悪の方向に転がる。

「よろしければ、その子を先に診みましょう」

　彼は思わず「う……っ」とうめき、ヴァリエガータを見る。彼女は眉み間けんに皺しわを寄せ、搾しぼり出すように告げた。

「やむをえん……」




　祭壇の上から見る景け色しきは、傍はたから見るのとはまるで違った。

　信者たちの視線がすべてここに集中し、不ふ審しんな行動はたちどころにバレる。何よりまだ夕陽が没ぼつしておらず、『闇やみに乗じる』という計画の絶対条件が崩くずれていた。

　エリザの体を支えながら、彼は途と方ほうに暮れる。顔の割れているヴァリエガータはエリオットと対面するわけにはいかず、一段下の場所で待たい機きしている。彼女の険けわしい表情が事態の深刻さを物語る。

　ここ数日、確かにエリザは衰すい弱じやくの一いつ途とをたどっていた。だが吐と血けつや痙けい攣れんなどの症状は一いつ切さいなく、ただ枯かれ木が朽くちるように弱っていくだけで、まさか土ど壇たん場ばでこのような急変を見せるとは予想外だった。

「どのようなご病気ですか」

　エリオットがこちらに話しかける。小こ柄がらな体に、ふわりとした桃もも色いろの髪かみ。やや幼さを感じさせる容姿は第一印象のままで、今は連続した治ち癒ゆのために顔に疲れが見える。それでも優やさしげに微笑む様子は相手を安心させるおおらかさに満ちている。

「その……」

　彼は必死に頭を回転させる。

「妹は、ずっと調子が悪くて……どんどん弱って」

「そうですか、それは大変でしたね」

　エリオットは少しかがみ、エリザの顔を覗のぞく。喉のどをひくつかせたエリザの唇くちびるからはドス黒い血の筋すじが垂たれており、とても人間の血の色とは思えない。

「これは……」

　剣けん聖せいの表情が険けわしくなる。何かを感じ取ったように、軽く唇を噛かみ、悲痛な色を浮かべる。

「治ち癒ゆに移ります。十じゆう字じ架かの中心に、妹さんの手を置いて下さい」

「わ、わかりました」

　彼は言われたとおりにする。エリザを支えたまま、小さな手を伸ばして十字架に触ふれさせる。

　ちらりと目の端はしでヴァリエガータを見る。彼女は険しい目つきのまま、首を小さく振る。まだ動くな、という合図。しかしそれは何か当てがあっての指示ではなく、今はただ静せい観かんする以外に手がないということにすぎない。

　どうする。

　背を向けて遠ざかるエリオットを見つめながら、打だ開かい策さくを考える。窓から伸びる夕陽が剣聖の影を長く長く伸ばし、その影はやがて十字架の影と重なる。

「はじめます」

　エリオットは十字架に右手を当てる。ここに至ってもなおレベンスは次の行動を思いつかない。そもそも、エリザの症状が『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』でどうなるのか、正体がここで看かん破ぱされてしまうのか、もしくは少しでも快かい方ほうに向かうのか。不確定要素が多すぎて次の一手が読めない。

　静観か、強きよう攻こう策さくか、それとも何か起き死し回かい生せいの奇き策さくか。

　エリオットが目を瞑つぶる。今こそ待ちに待ったはずの瞬しゆん間かんだが、レベンスは動けない。ヴァリエガータも指示を出せない。時はいたずらに過ぎる。

「天癒カーマ」

　剣聖がつぶやくと、十字架が発光した。エリザの前の十字架も光り輝かがやき、数百の衆しゆう目もくが祭さい壇だんに釘くぎ付づけになる。

　だが、美しい光景はそこまでだった。

　十字架に当てたエリザの手のひらから、突とつ如じよ、黒い煤すすのようなものが出現した。それは今までの儀ぎ式しきでも見られた光景だったが、今回はその分量がまるで違い、その手のひらが闇やみの世界と通じているかのように噴ふん出しゆつした黒い煙けむりはもうもうと広がっていく。ただ一つ開いた風穴のごとく十字架が黒こく煙えんを吸い込んでいくが、その速度はとても追いつかず、煙は膨ふくれ上がるばかりで、ついに祭壇が黒く染そめ上げられる。

「ぐ……っ」

　うめいたのはエリオット。その体は苦しげに前ぜん傾けい姿勢となり、折れ曲がり、そして聖剣にもたれるように膝ひざをついた。あまりにも無む尽じん蔵ぞうな煙の分量に、いったん息切れしたように見える。

「（今じゃ、小こ僧ぞう……！）」

　低く抑おさえた叫さけびがレベンスの耳を突つき刺す。彼はハッとして己おのれの師し匠しようを振り返る。

　ヴァリエガータはひらりと祭さい壇だんに飛び乗ると、横から一気にエリザの前にある聖せい剣けんをかっさらっていく。それは疾しつ風ぷうが吹き抜けるような早はや業わざで、それを見た彼も即そく座ざに動き出す。今ならまだ黒い煙けむりが祭壇を覆おおい、信者たちの視界が遮さえぎられている。このチャンスを逃す手はない。

　彼はエリザの正面に回ると、がっしりと抱きしめるように両腕で持ち上げる。煙の向こうにはエリオットと、もう片方の聖剣がうっすらと見える。まだエリオットがこちらの動きに気づいた様子はない。

　いける！

　祭壇の下に飛び降おりると、レベンスはエリザを抱かかえて全力で走る。彼の師匠は聖剣を抱え、すでに礼れい拝はい場じようの出口から姿を消している。信者たちは倒れた剣聖に気を取られており、また、黒い煙は曇どん天てんのごとく周囲を色濃こく覆おおっている。

　まだ気づくなよ！

　胸中で祈いのりながら、彼は礼拝場の扉とびらを抜けて廊ろう下かに出る。

　待っていたヴァリエガータが「急げ！」と駆かけ出す。その肩には『聖女乃証クローデイア』が担かつがれており、廊下のあちこちには倒れた衛えい兵へいが五名ばかり。レベンスが来るまでの間に見張りを叩たたき伏せた手て際ぎわの良さに、走りながら彼は舌したを巻く。

　角を右に曲がり、少し走って左に曲がる。すると大聖堂の出口が視界に入る。

「何をしてる！」「止まれ！」

　出口付近にいた衛兵たちがレベンスたちを見み咎とがめる。駆かけ寄ってくる数人の衛兵を前に、ヴァリエガータは大立ち回りを見せる。聖剣を担かついだまま、走る勢いに任せて飛び蹴げりを食らわせ、その蹴り足がまだ相手の顔面に乗っている間に隣となりの兵士にも回し蹴りをお見み舞まいする。たまらず倒れた衛兵の背中を足場にして、まるで池にある飛び石を踏ふむようにさらなる跳ちよう躍やくをすると、さらにもう一人を蹴り飛ばして着地。それらが瞬まばたきをする間に繰くり広げられ、レベンスが寄ってきた衛兵をどうにか一人叩たたき伏せたときには、すでに彼女の足元に六人の男が転がっていた。

　再び駆け出すヴァリエガータに、レベンスはエリザを抱えたまま続く。正面玄げん関かんの大広間を一直線に駆け抜け、出口の扉が見えてくる。夕陽はだいぶ傾き、薄うす暗ぐらい広間には追加の衛兵がやってくる気配はない。

　逃げ切れる！

　彼が作戦の成せい功こうを確信した、まさにそのときだ。

　──！

　ドンッ、と前方に巨大な物体が落下した。

　レベンスは驚きよう愕がくする。それは十じゆう字じ架か型がたの聖剣。

　振り向くと、廊ろう下かの向こうにエリオットの姿が見える。今、床に突つき刺さった『聖女乃証クローデイア』は、レベンスたちが盗ぬすんだものとは別の、エリオットの前に残してきたもう片方だった。

　追いつかれた、と焦あせると同時に、彼はエリオットの様よう子すからまだ望みがあることを察する。彼女は今しがた聖せい剣けんを飛ばしたことで消しよう耗もうしたのか、膝ひざをつき、肩で息をしている。

　やるしかない──彼はこのとき、決断した。

「師し匠しよう！」

　彼は少女を降おろし、ぐっと前に差し出す。

「エリザを頼たのむ！」

「なに？」

「俺おれが時間を稼かせぐ！　だから先に行ってくれ！」

「小こ僧ぞう……」

「分かってるだろ、師匠」

　レベンスがまっすぐ師匠の目を見て告げると、彼女は一いつ瞬しゆん唇くちびるを噛かんだあと、エリザを受け取った。右腕にエリザ、左腕にさっき盗ぬすんだ『聖女乃証クローデイア』を抱かかえ、夕闇の向こうへと駆かけていく。

　──そうだ、これでいい。

　彼は扉とびらを閉める。

　エリザを逃がし、聖剣の一部さえ手に入れば今回の作戦は成功だ。だからこれでいい。

　もし、このまま逃げればエリオットが外まで追ってくる。そうすれば信者たちに号令が掛かり、確実に島からの脱出は困こん難なんとなる。だからこそ、今ここで彼女を足止めしなければならない。しかも、見るからに彼女の体調は思わしくないし、聖剣の半分はヴァリエガータが持ち去っているのだ。勝機があるとしたら今だ。

　──ずばり、接近戦じゃ。

　彼は師匠の言葉を思い出し、まっすぐに剣けん聖せいへと斬きり込む。それに気づいたエリオットがもう一度むせたあと、喉のどにつかえたような声で叫さけんだ。

「ク……聖女乃証クローデイア！」

　その瞬間、レベンスの背後で何かが光った。

　全身の毛が逆立つような強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かん、何か巨大な物体が迫せまりくる風圧。

　やばい！

　レベンスは振り向かずにその場を飛び退く。直後、聖剣が床ゆかにぶち当たり、派は手でに破は片へんを撒まき散らす。

「くっ……！」

　レベンスはかまわず走り続ける。離はなれていては勝負にならん──師匠の教えを守ってとにかく接近を図る。聖剣はさらに追つい撃げきしてくるが、彼は振り返らずに回かい避ひする。修行中に身に付いた気配を読む訓くん練れんが実戦で役立つ。

　三回目の鉄てつ槌ついが床ゆかをえぐったとき、彼はエリオットの前にたどりつく。彼女は聖せい剣けんの連続使用で消しよう耗もうしたのか、肩で息をしている。

　聖剣はまだ床に突き刺さったままで、相手は丸まる腰ごし、そして彼の間合い。剣けん聖せいが嫌いやがるように後ろに飛ぶが、レベンスは同時に懐ふところに入る。

　──もらった！

　レベンスは抜ばつ刀とう術じゆつに入る。

　飛び込んだ加速をそのまま乗せて一気に剣を走らせる。刀身が伸び上がるように剣聖の体を捉とらえる。剣聖はまだ跳ちよう躍やくの途中で動きが取れない。

　決まる。

　そう思った次の瞬しゆん間かん。

「な……っ!?」

　レベンスの腕はぴたりと止まった。振り抜こうとするも剣先が空中で静止したまま動かず、まるで見えない壁かべに切っ先を突き刺したような感かん触しよく。

　嘘うそだろ……！

　レベンスは驚愕する。彼の長剣は、エリオットの指先で『白しら刃は取り』されていた。




「通じると思いましたか？」




　そう言うと同時に、剣聖の細い指先でパキンッと音を立てて剣が折れる。

「う、あ……」

　完全に決まったはずだった。間ま合あいも、軌き道どうも、タイミングも、すべてが完かん璧ぺきなはずだった。

　しかし通じない。

「……っ！」

　彼は折れた剣を投げつける。剣聖はそれを難なんなく避よけると、にじり寄るように前に出る。

　なおも、レベンスは懐からナイフを取り出して投げつける。だが、それは剣聖の指先であっさり止められ、バラバラと枯かれ葉のごとく床に落ちる。

　レベンスはさらに後退する。それは接近戦こそ勝機、という師の教えに反する行動だったが、今はそれしかなかった。あれほど修行した抜刀術さえ指先一つでたやすく止められてしまい、そうなると彼に残されたのは従来どおりの戦い方しかない。

　レベンスはナイフを連投して、どうにか距きよ離りを取ろうとする。だが、何本投げても結果は同じで、すべてのナイフは一いつ瞬しゆんで叩たたき落され、床ゆかに転がる。相手の歩みを止めることも遅くすることもできず、彼はただ武器を浪ろう費ひする。

　エリオットは素す手でだった。レベンスなど聖剣を使わなくても十分に撃げき退たいできる、という判断と、聖剣を使うことの消耗を考えたゆえの判断。つまりは完全にこちらを見くびっている。

　ついに間合いが詰まる。鼻先に迫せまるような桃もも色いろの髪かみの少女に、彼はとっさに拳こぶしを振るう。だがそれは剣けん聖せいの手で簡かん単たんに捌さばかれる。二度、三度と拳を振り回してもパシッ、パシッと拳は小さな手により撃げき墜ついされる。まさに赤子の手をひねるような仕草ですべての攻こう撃げきは無力化される。

　歯が立たない……！

　レベンスがそう思ったとき、剣聖の手がフッと消えた。

　直後、彼の顎あごを衝しよう撃げきが襲おそう。足元からガクリと崩くずれ落ち、レベンスは床ゆかに倒れ込む。視界がぐにゃぐにゃと歪ゆがみ、立つことすらできない。

「あなたは何者ですか？」

　剣聖は彼を見下ろして尋たずねる。その声は相手を嘲あざけるでも恫どう喝かつするでもなく、ただただ生き真ま面じ目めな口調だ。

「誰だれの差し金で、このようなことをするのですか？」

「…………」

　二重三重にぶれる視界で、彼は沈ちん黙もくする。反はん撃げきしようにも力が入らず、見えるのは相手の足元だけだ。

「先ほどの居合い、ユキノシタ流抜ばつ刀とう術じゆつの『雷らい光こう』とお見受けしました。いったいどこでそれを習ったのですか？」

「ぐ……」

　レベンスはまだ戻らない平へい衡こう感覚のまま、腕を動かし、上体を持ち上げる。剣聖は黙だまってそれを冷ややかな目つきで見つめる。とどめを刺さないのは、こちらの背後関係を吐はかせるつもりだろう、と彼は察する。

「さあ……。なん、の……こと、やら……」

　どうにか立ち上がりはしたが、足はふらつき、とても戦える状じよう態たいではない。

「罪深き子こ羊ひつじよ」

　エリオットは目を瞑つぶり、右手をすっと持ち上げた。その手に武器は握られていない。

「……？」

　相手の意図が読めず、レベンスは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られる。

　だが、彼の理解が追いつく前に、全身に衝撃が走った。

「天罰ダムド」

　エリオットがつぶやいた瞬しゆん間かん、レベンスの体は床に叩たたきつけられた。それは巨大な岩石が天空から落ちてきたような衝撃。

　全身の骨が砕くだけたような激げき痛つうに、彼はゴボッと血を吐く。

　何一つ武器を使わず、一いち撃げきで相手を叩き伏せる。想像を絶する剣聖の実力に彼はなすすべがない。それはデュランダル戦でも味わった、圧あつ倒とう的てきな敗はい北ぼく感かん。

「この質問が最後です」

　エリオットは静かに宣せん告こくする。

「あなたはいったい何者ですか？　さあ、答えなさい」

「…………」

　エリザは無事だろうか。

　師し匠しようは脱出できただろうか。

　案ずるのは自分のことではなく、大切な者たちのことだった。

　ほんのわずかだが、時間稼かせぎはできた。エリオットがここで悠ゆう長ちように時間を費ついやしているのは、聖せい剣けんなど簡かん単たんに取り戻せると踏ふんでいるのだろう。だがそれは目もく論ろ見み違いだ。彼女はこちらに剣けん聖せいヴァリエガータがついていることを知らない。そこに隙すきがあり、盲もう点てんがある。

　ただ、それは作戦の成せい功こうを意味しても、彼の命めい運うんとは別だった。時間稼ぎの捨すて石いしになる結末は、どうやら避さけられそうにない。

「は……」

　レベンスはつぶやく。

「なんですか？」

　剣聖が耳を傾ける。

「はな、す、こと、なぞ……」彼は不ふ敵てきに笑う。「なーん、も、ねえ……」

　ぴくりとエリオットの顔が怒ど気きを帯びる。

「そうですか」

　剣聖の手がまたゆっくりと持ち上がる。その狙ねらいはもちろん彼だ。

「ならば、神をも恐れぬ咎とが人びとよ。罪つみを悔くいて土に還かえりなさい」

　この一いち撃げきで死ぬだろう。彼は覚かく悟ごを決める。

「聖女乃証クローデイア！」

　エリオットの手が振り下ろされる。レベンス・トリフォリウムの命運は、今ここに尽つきようとしていた──

　そのとき。




「小こ僧ぞう！」




　叫さけび声が聞こえた瞬しゆん間かん、彼の体はふわりと浮かび上がった。

　その体は赤ん坊ぼうのように両腕で抱きかかえられ、柔やわらかな胸に押し付けられる。そして抱き合ったまま床ゆかにひらりと着地する。

「ふう、間かん一いつ髪ぱつじゃな」

　その人物は緑色の髪かみを揺ゆらし、大きな瞳ひとみで彼を映す。

「し、師し匠しよう……!?」

「すまんな小こ僧ぞう。わしも可愛かわいい弟で子しを残しては先に行けんかったよ」

　師し匠しようはニッと微笑ほほえむ。その肩には『聖女乃証クローデイア』のもう片方が担かつがれている。

　そして、くるりと振り返り、

「ウチの弟子がずいぶん世話になったようじゃな」

　と、鋭するどい目つきでエリオットのほうを睨んだ。

「ヴァ、ヴァリエガータ……」

　桃もも色いろの髪かみの少女は、今日きよう初めて狼ろう狽ばいした様よう子すを見せる。

「し、死んだはずでは、なかったのですか？」

「いっぺん死んだけど、また蘇よみがえったわい」

「ふざけないで下さい」

「おぬしは相変わらず頭が硬かたいのう」

　二人の剣けん聖せいは距きよ離りを取ったまま、しばらく睨にらみ合う。

「ああ、そうか、……なるほど」やがて、エリオットのほうから口を開いた。「おかしいと思っていました。道理で『聖女乃証クローデイア』が呼んでも反応しないはずです。あなたが私の呼び声を打ち消していたんですね、ヴァリエガータ？」

「さすがに察しがいいのう、エリオット。おぬしの声の『波長』は、よくよく知っているからな」

「……でしょうね」

　エリオットは警けい戒かいした様子でこちらを窺うかがい、その場から動けずにいる。先ほどレベンスと対たい峙じしたときの余よ裕ゆうは消え去り、表情からは緊きん張ちようが感じられる。

　対するヴァリエガータは腰に手を当てて、余裕綽しやく々しやくと言わんばかりに首をこきりと鳴らす。本当は聖せい剣けんが使えない絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのはずなのだが、それを悟さとられまいとしているのだろう。

「聞かせて下さい、ヴァリエガータ。なぜ、剣聖のあなたがこのような事を？」

「それはなあ……」

　ヴァリエガータは語りかけるように答える。

「聖剣には副作用があり、それは使い手たる剣聖を害する。だからわしは聖剣を回収する──これは前にも話したよな？　そしてついに、そのときが来たというわけじゃ」

「聖剣を回収？　それはまさか……」エリオットはハッとした顔になる。「ヴァリエガータ、あ、あなたが例の……『剣聖殺し』なのですか？」

「ふむ、話が早い。さよう、わしは剣聖殺し本人ではないが、いわばその一味といったようなものじゃ」

「そんな……」

「聞け、エリオット」

　ヴァリエガータは落ち着いた様よう子すで話を続ける。

「おぬしの体、もう限界が近いじゃろう？　信者たちの病気を次から次へと引き受け、その体は病びよう魔まの巣となっているはずじゃ」

　なんだって？

　レベンスは傍はたで聞きながら驚おどろく。ヴァリエガータの言ったことがとっさに飲み込めない。

「なぜそれを……」

　図ず星ぼしを突つかれたのか、エリオットはわずかな狼ろう狽ばいの色を見せる。

「長い付き合いじゃ、それくらい分かるよ。『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』とは、他人の病魔をいったん己おのれの体で引き受け、その病魔を治ち癒ゆするものじゃろう？　そんなことを何度も繰くり返して体が持つはずがない」

「…………」

　エリオットは質問に答えず、黙だまったままこちらを見つめる。相手の指し摘てきを否ひ定ていしないのは暗あん黙もくのうちに認めているようにも思える。

「どうじゃ、おぬしも疲れただろう。ここは骨休めと思うて、一度わしに聖剣を預けてみんか？」

「私は疲れてなどおりませんし、余計なお世話です」

「強がりを言うでない。おぬしは実際、教団を監かん督とくすることもできぬほど消しよう耗もうしておる」

「違います、そんなことはありません」

「では、聞くぞ。おぬしは今、教団の幹部たちが腐ふ敗はいしているのを知っておるのか？」

「腐敗……？」

「やはり知らなかったか……。ま、これで合が点てんがいったわい」

「さっきから、いったい何を言っているんです？」

「今、ここの教団の幹部たちは、貧まずしい信者たちから身ぐるみを剥はぐようなことをしている。『天癒乃儀』に参加させてやるという触ふれ込みで、多た額がくのお布ふ施せを要求してな」

「馬ば鹿かな……！　私はそのようなことを認めておりません！」

「知っとるよ、おぬしがそういうことに潔けつ癖ぺきなのはな。だが、現実は剣けん聖せいの威いを借る狐きつねどもが私し腹ふくを肥こやしておる。信じられぬなら信者たちにも聞くと良い」

「そんなはずは……」

　エリオットはなおも信じられないというふうに首を振り、「誰だれか！　誰かいませんか！」と声を張り上げる。すると、今まで遠巻きに見ていた信者たちが数人、廊ろう下かから顔を出した。

「な、なんでございましょう、剣聖さま……」

「あなたたちは、この島に入るために、多額のお布施を要求されましたか？」

　エリオットが尋たずねると、信者たちは「その……」と口ごもる。

「正直に答えて下さい」

「はい、剣聖さま。巡じゆん礼れい旅りよ団だんに入れていただくときに、多少は……」

「それはおいくらですか」

「えっと、その……十万ダール、ばかり……」

「そんなに……」

　エリオットは眩暈めまいを覚えたように額ひたいを押さえる。

「他の方々も同じですか？」

　彼女が信者たちを見回すと、誰だれもがためらいがちにうなずいた。

「……そうですか、分かりました。お答えいただき、ありがとうございます」

　エリオットは丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。信者たちも恐きよう縮しゆくして彼女よりもさらに深々と頭を下げる。

「みなさま、ここは危険です。私がいいと言うまでは礼れい拝はい場じように避ひ難なんしていてくださいませんか」

「は……はいっ！」

　信者たちは剣けん聖せいの命令を受け、波が引くように廊ろう下かを下がり、礼拝場へと引っ込んでいく。

　廊下に誰もいなくなると、エリオットは再びこちらに向かい合った。

「……その」

　エリオットは言いにくそうにする。

「疑ったことは、謝あやまります」

「なに、気にしておらんよ」

　ヴァリエガータが気き遣づかったが、エリオットは相当ショックだったらしく、「私は、なんて……ふがいない……」と肩を震ふるわせる。

「いや、だからおぬしは悪くない。その体では陣じん頭とう指し揮きを執とるのも難むずかしいじゃろうし、大きな組織というのは得てして腐ふ敗はいするものよ」

「でも、みんなにお金を、返さないと……」

　ヴァリエガータの言葉が耳に入っていないのか、エリオットはぶつぶつと独ひとり言ごとを漏もらす。その顔はひどく思い詰めた様よう子すだ。

「もういい、自分を責めるなエリオット。おぬしは長く頑がん張ばりすぎた」

　そこでヴァリエガータはゆっくり彼女に歩み寄った。手を広げ、交戦の意志がないというように無む防ぼう備びな姿をさらす。

「な、なんですか……？」

　エリオットはびくりと警けい戒かいして後ずさる。

「これを見よ、エリオット」

　ヴァリエガータは自分の胸元をはだける。

「あ……！」

　エリオットが驚おどろきの声を上げる。

「この禍まが々まがしくも黒い血けつ管かんが見えるか？　おぬしの体にもあるじゃろう、これと同じものが」

「なぜ、あなたまで……」

「前にも話したじゃろう。これが聖せい剣けんの副作用じゃ」

「そ、そん、な……」

　エリオットは自分の胸を手で押さえる。服ふくの上からは見えないが、そこにまるで同じ黒い血けつ管かんがあるのを認めているかのような手つきだ。

「チューリフが壊かい滅めつした一件はおぬしも知っているな？　あれは『剣けん魔ま』と化したドラセナの仕し業わざ。そして、そのドラセナにもこれとそっくりの黒い血管が浮き出ていたという」

「…………」

　エリオットは悲痛な感じで押し黙だまる。

「なあ、エリオット、昔のよしみじゃ」老ろう剣けん聖せいは諭さとすように言う。「いま一度だけ、この老体を信じてくれんか？　わしに『聖女乃証クローデイア』を預けて、今はゆっくり養よう生じようしてくれ。決して悪いようにはせぬから」

「し、しかし……」エリオットは両の拳こぶしをギュッと握り、はっきりと言い返す。「私には多くの信者がいます。そして、世界には本当に多くの、数え切れぬほどの人々が病に苦しんでいるのです。私は剣けん聖せいとして、その人たちを見捨てることはできません」

「おぬしならそう言うと思ったよ。でもな、エリオット。このまま体が弱っていけば、おぬし自身が『剣魔』となり、ドラセナと同じ末まつ路ろをたどるやもしれんぞ？」

「それでも私には使命があります。苦しむ人々を救う力がここにあるのに、何もしないなんて私には耐えられません。私はこの力で、これからもずっと人々を救い続けます」

「待て、それでは……」




「──聖女乃証クローデイア！」




　ヴァリエガータの言葉を遮り、エリオットが叫んだ。たちどころに十じゆう字じ架か型がたの聖剣が彼女の頭上に馳はせ参じる。

「おぬし……」

　老剣聖は哀かなしげにエリオットを見つめる。

「ヴァリエガータ、あなたが嘘うそを吐ついているとは申しません。また、あなたが私し利り私し欲よくで動くような人でないことも重じゆう々じゆう承しよう知ちしております。ですが私には、剣聖の使命として、重い病に苦しむ人々を見捨てるわけにはいかないのです！」

「待つんじゃ、エリオット。おぬしとは、戦いとうない……」

　そこでエリオットも悲痛な声を出す。

「私だって、あなたと戦うのはつらいです。でも……」

　二人の剣聖はしばらく見つめ合う。

　どちらにも恨うらみはなく、それどころか互いを認めあっている。それでも二人は、その使命感ゆえに分かり合えない。

「きっと、何を話しても、平行線でしょう……聖女乃証クローデイア！」

　エリオットが叫さけんだ瞬しゆん間かん、矢のように聖せい剣けんが飛んでくる。ヴァリエガータが飛び退のくと、その場所に聖剣が炸さく裂れつし、床ゆかが粉こな々ごなに吹き飛ぶ。

「く……っ！」

　聖剣はすぐに追つい撃げきしてくる。ヴァリエガータはぎりぎりの回かい避ひを続ける。その顔に余よ裕ゆうはない。

「なぜ！」

　エリオットが両手を突つき出し、聖剣を操あやつりながら叫ぶ。

「『死ジ神ー乃ノ爪ス』を使わないのです……！」

「言うたじゃろう！」

　回避しながらヴァリエガータが言い返す。

「剣けん魔まになるのを防ぐためじゃ！」

「それで勝てるとお思いですか……！」

「勝つ……！　勝っておぬしを救う……!!」

　二人の剣聖は言葉を応おう酬しゆうし、凄すさまじい攻防を繰くり返す。だが、その攻こう撃げきと防ぼう御ぎよは一方的で、エリオットが息を吐つく暇ひまもなく攻撃を繰り返し、ヴァリエガータはひたすら避け続けるだけだ。

「この……っ！」

　エリオットが大きな動作で両手を振り下ろす。聖剣が一ひと際きわ光り、回転しながら床を叩たたき割ってヴァリエガータを追い掛ける。地じ獄ごくの車しや輪りんのような凄まじい破は壊かいが繰り広げられ、ヴァリエガータは瓦が礫れきをいくつか食らってしまう。

「ぐうっ」

　ヴァリエガータの顔が苦しげに歪ゆがむ。

「今からでも遅くありません。降こう参さんして下さい」

「降参、じゃと？」

　ペッと床に血を吐はき、ヴァリエガータは抵てい抗こうの意志を示す。

「このロサ・ガリカ・ヴァリエガータも見くびられたもんじゃな」

「まだ抵抗するつもりですか？」

「おぬしを救うまではな」

「その必要はありません」

「口で言っても分からぬなら、鉄てつ拳けん制せい裁さいじゃ」

　ヴァリエガータは床を蹴けってエリオットに突つっ込む。

「無む駄だです……！」

　『聖女乃証クローデイア』が宙を舞まい、ヴァリエガータに向かって鉄てつ槌ついのごとく襲おそい掛かる。

「ハッ！」

　ヴァリエガータはとっさに体をひねり、攻こう撃げきをかわす。その流れでエリオットにナイフを投げ放つ。

「こんなもの……っ！」

　エリオットは瞬しゆん時じに素す手ででナイフを叩たたき落とす。

　だが、それが仇あだとなった。ナイフは最初の一本だけではなく、二本目、三本目が続いていた。寸すん分ぶんの狂いもなくナイフたちが一列に並んでいたため、最初のナイフが死角となって後続のナイフに気づかなかったのだ。

「ちっ……！」

　エリオットは体をひねって回かい避ひする。その反応は超人的だったが、ナイフを避よけるのに集中するあまり、肝かん心じんの相手への注意がそれた。

　しまった、と彼女が気づいたとき、すでにヴァリエガータが眼がん前ぜんに迫せまっていた。

「聖女乃クローデイ──」

「遅いわ！」

　ヴァリエガータはエリオットの腹部に強きよう烈れつな蹴けりを入れる。

「ぐあっ……！」

　エリオットは悶もん絶ぜつし、体を折り曲げて吹っ飛ぶ。すかさずヴァリエガータが上から飛び込むように距きよ離りを詰める。

「動くなっ！」

　ヴァリエガータの鋭するどい声が響ひびいた。直後、エリオットの服ふくに一本の線が走り、はらりと胸元がはだける。

「く……っ」

「勝負ありじゃ、エリオット」

　ヴァリエガータはナイフを首元に突つきつける。エリオットは破れた服を押さえるようにしながら相手を睨にらみ返す。

「あ……っ！」

　そこでレベンスは気づく。

　破れた服から覗のぞくエリオットの体は、全体が紫色に変色した上、ドス黒い染しみがいくつも浮き出ている。それは遠目にもエリオットの体が異常なまでの病びよう魔まに侵おかされていることを物語る。

「こんな体になってまで……」

　ヴァリエガータは哀かなしげに眉まゆ尻じりを下げる。

　エリオットはさっと胸を隠かくし、「哀あわれみは無用です」と生き真ま面じ目めな声で答える。

「これは剣けん聖せいの果たすべき使命。何ということはありません」

「痛いだろうに、苦しかっただろうに……」

「だから同情しないで下さ──」

　そこでエリオットの言葉が途と切ぎれる。

　ヴァリエガータは一歩前に出て、エリオットを抱きしめていた。

「あ、あ……」

　桃もも色いろの髪かみの少女は、あまりのことに驚おどろき、嗚咽おえつのような声を漏もらす。

「もういい。おぬしはようやった。おぬしこそ真の剣けん聖せいよ」

「う……」

　エリオットが一いつ瞬しゆん、泣きそうに顔を歪ゆがませる。両手を持ち上げ、ヴァリエガータを抱きしめ返すような仕草を見せるも、その手は下げられる。

　やがて、エリオットは嫌いやがるように両手でヴァリエガータを押し戻す。

「一つだけ……分かりました」

　彼女は腕をだらりと下げ、病びよう変へんだらけの体で言う。

「ヴァリエガータ。きっとあなたには、あなたなりの信じるものがあるのでしょう。聖せい剣けんを使うと剣けん魔まになるという話も、あなたの中では真実なのでしょう。……ですが」

　そこでエリオットは視線を上げ、意志の強そうな瞳ひとみで相手をまっすぐ見つめる。

「私にも、信念と信しん仰こうがあります」

　ツッ、とその唇くちびるから赤い筋すじが垂たれる。

「私は今まで、病に苦しむ多くの人々を目まの当たりにしてきました。勤きん勉べんにして善ぜん良りようなる人生を送ってきたにもかかわらず、病びよう魔まに冒おかされ、無念にも命を落としていく者たち。貧まずしさゆえに医者にもろくにかかれず、痛みと苦しみを訴える幼い子ら。人生の最さい期ごを激げき痛つうでのたうち回り、絶ぜつ叫きようしながら息絶える人々。そうした光景を前にして、私は最初何もできませんでした」

　エリオットは続ける。その瞳は真剣だが、どこか哀かなしい。

「そして私は、神の声を聞いたのです。『エリオットよ、闘たたかえ、そして救え』と。だから私は剣聖となる決意をしました。それは何よりも、病に侵されたすべての人々を救わんがためです。だから──うっ」

　そこまで言うと、エリオットはゴボリと血を吐はいた。その血は黒く、ヘドロのように濁にごり、とても人間のものとは思えない。

「だ、だから、私には……、この命が尽つきる、まで……、病魔と闘う、使命が、あります……」

　エリオットは切れ切れに、血を吐きながら答える。その眼がん光こうには揺ゆるぎ無い決意が宿っている。

「人は、神にはなれぬ」

　ヴァリエガータはぼそりとつぶやく。

「でも」エリオットは首を振る。「神にはなれずとも、神の御み心こころに近づくことはできます」

「その神様とて、一人の優やさしくて純じゆん粋すいな女の子を、ボロボロに使い潰つぶしてまでこの世を救おうとは思わんじゃろうよ」

「いいえ」エリオットは血を垂たらしながら、病びよう魔まの巣す食くう体から声を絞しぼり出す。「これが……これが、神の思おぼし召めし、なのです……」

　そのときだった。

　エリオットの頬ほおに、ボコリと黒い血けつ管かんが浮き出た。それはまるで別の生き物のように皮ひ膚ふの下を這はい回り、彼女の白い顔に黒い亀き裂れつを走らせていく。

「だから私は、私は、だから、だから、みんなを、みんなを、病魔から──」

　その眼がん光こうが狂気に侵おかされたように濁にごる。

「病……魔……め……」

　エリオットは、まるで目の前にいるヴァリエガータが病魔であるとでも言うかのように、殺気のこもる目で睨にらみつける。

「エリオット……」

　ヴァリエガータは狂気に歪ゆがむ少女を見ながら、一度唇くちびるを噛かみ、それから腰を低く落として構える。

「おぬしが多くの者を救ってきたように──」

　その手が青白く光る。

「今度はわしが、おぬしを救ってみせる」

　二人は向かい合って、わずかの間、睨み合った。エリオットの顔には黒い血管がほとばしり、それは少女の形ぎよう相そうを悪あく魔まじみたものに変える。血走った目、釣つり上がった眉まゆ、怒りに満ちた歯は茎ぐき。

　やがて、ゆっくりと音もなく、十じゆう字じ架かの形をした聖せい剣けんが宙に浮かぶ。ヴァリエガータは小さなナイフを握り締しめ、じりじりと距きよ離りを詰める。聖剣の使えないヴァリエガータにとっては圧あつ倒とう的てきに不利な戦せん況きよう。だがそれでも緑の瞳ひとみにはまるで諦あきらめたり臆おくしたりする様よう子すはない。

「聖女乃証クローデイア！」

　最初に仕掛けたのはエリオットだった。巨大な十字架を鉄てつ槌ついのように振り下ろす。

　同時に、ヴァリエガータが駆かけ出す。それは自じ爆ばく覚かく悟ごの特とつ攻こうのように見えたが、その胸には勝算があった。

「な……っ!?」

　エリオットが焦あせった声を出す。彼女の視界を遮さえぎるように、巨大な物体が迫せまる。それは前に盗ぬすまれた『聖女乃証クローデイア』、そのもう片方だった。ヴァリエガータが今回だけは「声の波長」を打ち消さなかったのだ。

「く……っ！」

　視界を塞ふさがれたエリオットはとっさに『聖女乃証クローデイア』を回かい避ひする。だが、バランスをわずかに崩くずし、先ほど攻こう撃げきのために繰くり出した聖剣も速度が落ちる。

　ヴァリエガータはその隙すきを突つく。速度の落ちた聖せい剣けんをぎりぎりでかわし、エリオットに向かってナイフを投げる。エリオットはそれを弾はじき落とすが、その間にも二人の距きよ離りは詰まる。

　二人が接近し、交差する。ヴァリエガータがほんのわずかに先んじた、そのとき──




「天罰ダムド……！」




　何かが破は裂れつしたような衝しよう撃げき音おんが聞こえた。二人の剣けん聖せいが重なった瞬しゆん間かん、爆ばく風ふうが起こり、それは緑りよく髪はつの少女を吹き飛ばす。

　──ああっ！

　レベンスの目の前を、彼の師し匠しようが飛ばされていく。そしてヴァリエガータは壁かべにぶつかると、跳はね返って床ゆかに転がり、強く体を打ち付ける。

「ぐ……うぅっ！」

　ヴァリエガータがうめき、バッと床に赤いものが散る。

　だが、深手を負ったのは彼女だけではなかった。

「うあぁ……っ！」

　エリオットが悲ひ鳴めいを上げる。その首くび筋すじから血しぶきがほとばしり、それは噴ふん水すいのようにとめどなく赤い鮮せん血けつを撒まき散らす。

　──相打ちか……!?

　やがて、首から血を噴ふき出したエリオットも、ガクンとその場に崩くずれ落ちる。

　その隙すきに、

「師匠……！」

　彼は急いで駆かけ寄る。ヴァリエガータは「ぐ、う……」と血を吐はき、苦しげに胸を押さえる。

「今、手当てを──」

　そこでレベンスは言葉を失う。

　気配を感じて振り向き、そこで硬こう直ちよくする。

　床に倒れていたエリオットは、ゆらりと、前まえ触ぶれなく立ち上がった。バネじかけの人形のごとく、突とつ然ぜん跳はね上がるような不自然な動き。血だらけの体は間ま違ちがいなく重じゆう傷しようなのに、その眼がん光こうはまた濁にごった光を宿す。

「そんな、馬ば鹿かな……」

　彼は絶句する。

　さっき出血多量で気絶したはずなのに、なぜ、立ち上がれる？

　彼が驚おどろいていると、聖剣『聖女乃証クローデイア』が光り、エリオットの体を白く包む。出血していた首くび筋すじの怪け我がが見る見る塞ふさがっていく。

「『絶ぜつ対たい治ち癒ゆ』……」

　レベンスはつぶやき、思い出した。

　それはドラセナの言葉。

　──一人はあなたに似た者。

　確かに似ている、と思った。

　致ち命めい的てきな一いち撃げきを食らっても、なお立ち上がってくる少女。その姿は彼のよく知る少女にとてもよく似ている。

　桃もも色いろの髪かみは真っ赤に染そまり、前まえ髪がみの奥にある瞳ひとみは憎にくしみに歪ゆがんでいる。理性が吹き飛んだような禍まが々まがしさを発しながら、エリオットは、一歩、また一歩と近づいてくる。ヴァリエガータに起き上がる気配はない。

「聖女乃クローデイ……証ア……」

　くぐもった声で聖せい剣けんを呼ぶと、十じゆう字じ架か型がたの聖剣が宙に浮いた。それは元々あった一つと、先ほどヴァリエガータが手放した一つ、合計二つ。

「うあ……」

　レベンスはうめく。聖剣『聖女乃証クローデイア』は、二つが結合して本来の形を取り戻し、完全になる。完全なる聖剣は神こう々ごうしいまでに強く輝かがやき、周囲の空間が歪ゆがんで見えるほどの存在感を放つ。それは今まで半減していた力が倍以上に戻ったような異様な迫はく力りよくだ。

　どうする……!?

　彼はギッと歯は噛がみする。頼たのみのヴァリエガータが敗れ、手元には一本のナイフすらなく、絶対治癒の剣聖が、完全になった聖剣とともに近づいてくる。

　勝機も、勝算も、すでにことごとく潰ついえた。残るのは避さけようもない絶対的な敗北。

　死。

　エリオットが手を挙げる。それと同時に聖剣が動き出す。

　──やばい……！

　レベンスはとっさにヴァリエガータを抱き上げる。転がるようにして横に飛ぶと、その直後、壁かべに聖剣が激げき突とつする。すさまじい破は壊かい力りよくが大聖堂を揺ゆらし、轟ごう音おんとともに瓦が礫れきが四し散さんする。

「ぐ……っ！」

　レベンスは体を盾たてにして、ヴァリエガータを瓦礫から守る。だが、それも一いつ瞬しゆんのことで、振り返ろうとしたときには背中に重い衝しよう撃げきが走る。

「うあ……っ!?」

　全身に走る激げき痛つうに息もできない。レベンスは師し匠しように重なるように崩くずれ落ちる。

　そしてエリオットが、のっそりと近づいてくる。

　──やられる……！

　レベンスはなおも師し匠しようを逃がそうとするが、激痛で体が動かない。

　ああ……。

　彼は頭上に迫せまる聖せい剣けんを見上げる。

　ごめんな、エリザ。俺おれ、おまえの剣に、なれなかった──

　そのときだ。

「あ……」

　レベンスは愕がく然ぜんとする。

　信じられない。

　なぜ。

　どうして。

　目を見開く。驚きよう愕がくする。その光景が理解できない。

　その少女は、よろよろとした足取りで、こちらに歩いてきた。突とつ然ぜんの来らい訪ほう者しやに、エリオットさえも驚おどろきの顔を向ける。

　レベンスの前まで歩くと、少女は手を広げ、立ちふさがった。

　がくがくと膝ひざが笑い、立っているのもやっとの両りよう脚あし。血まみれの衣い服ふくと、乱れきった長い髪かみ。それでもなお、両手を広げて、剣けん聖せいの前に立ちはだかる。

「あなたは、先ほどの……」

　自分が一度治ち癒ゆしようとした少女だと気づき、剣聖の驚きはさらに増す。弱りきった体に鞭むちを打ち、ぽたぽたと口から黒い血を垂たらしながら、青白い顔で少女は立っている。懸けん命めいに手を広げ、世界最強の剣士を足止めしようとしている。

「……め」

　その声はあまりにもかぼそい。

「……だ、め」

　殺しては、だめ。

　ただそれを伝えるために、少女はそこに立つ。武器ひとつ持たず、その小さな体を盾たてにして、彼を守ろうとしている。

「エリザ……」

　レベンスはその名をつぶやく。

　一方のエリオットは事じ態たいが飲み込めないのか、ただ呆ぼう然ぜんと眼がん前ぜんの少女を見つめている。この少女は、武器も持たず、ただ手を広げて、いったい何をしようとしているのか？　これはもしかして罠わなか？　そんな不ふ審しんげな表情。エリザがあまりにも無む防ぼう備びすぎて、かえって警けい戒かい心しんを強めているようにも見える。

「あなたたちは仲間なのですか？」

「…………」

「そこをどきなさい」

「…………」

　エリザはじっと相手を睨にらみ、ぽつりと「い、や」と答えた。

「どかないと、神の裁さばきが下ることになります」

　剣けん聖せいの目つきが鋭するどくなる。その声は脅おどしではない。聖せい剣けんが宙に浮き、それはゆっくりと移動してエリザの頭上まで飛んでくる。

　──う、あ、あ。

　彼は恐怖する。

　やめろ。やめてくれ。

　床ゆかに這はいつくばり、ただ願う。その子を殺さないでくれ。それだけは。どうかそれだけは。彼の胸中はエリザを失う恐怖で満たされ、感情の渦うずに飲み込まれる。

「レベ……ン、ス……」

　エリザが告げる。

「にげ……て……。これ、は……わたし、の……やくめ……」

　そして、少女は足元から何かを拾い上げた。それは彼の投げナイフ。

　エリザは必死にそれを握り締しめて相手にかざす。そんなもので剣聖と戦う気なのか、とレベンスはただ呆ぼう然ぜんとする。

「いいでしょう」

　剣聖は一つ、息を吐はく。

「悔くい改めないというのなら、天てん罰ばつが下るまで」

　頭上の十字架が光る。それは神の怒りのごとく鮮せん烈れつな輝かがやきで大聖堂を染そめ上げる。

　死ぬ。




　エリザが、死ぬ。




　そう思った瞬しゆん間かんに、彼の胸中に少女との思い出が怒ど涛とうのごとく蘇よみがえった。初めて会ったとき、恐ろしいまでに殺気を発していたエリザ。商人にあっさりカモられるエリザ。何度斬きられても立ち上がってくるエリザ。レベンスに言いくるめられて不満げなエリザ。お菓か子しを食べて幸せそうなエリザ。そうした思い出がぐるぐると回り、目の前の少女に重なる。

　そのエリザが、死ぬ。

「ぐ……っ」

　レベンスは立ち上がる。胸の奥底から何か熱いものが噴ふき上がる。その熱い感情は彼の胸をあふれ出し、胸中に一つの記き憶おくを蘇らせる。

　──雑ざつ念ねんを振り払い、心を空からっぽにする。そうやってすべてを捨て去ったあとに残ったものが、いわば『魂たましい』じゃ。

　ああ、そうか、とレベンスは気づく。今、心の中にいるたった一人の少女。ただこの少女を助けたい。死んでほしくない。本当にそれだけが彼の望みだ。それが魂たましいの願いだ。

「エリザ……ッ!!」

　そして彼は、魂の望むままに動いた。エリザの体を突つき飛ばし、身代わりになるべくその場に立つ。

「おろかな」

　エリオットがつぶやく。

　彼の頭上に致ち命めいの一いち撃げきが迫せまる。

　次の瞬しゆん間かん、視界は真っ白に染そまる。

　死んだと思った。

　だが、それでもいいと思えた。

　エリザが守れるなら命など惜おしくない。

　彼は最さい期ごの瞬間を待つ。

　しかし、死は訪れなかった。

　代わりに訪れたのは、

　──！

　天空から稲いな妻ずまのごとき光が走った。耳をつんざく轟ごう音おん、すさまじい爆ばく風ふう、吹き飛ぶ瓦が礫れき。

「な……っ!?」

　レベンスは目を見開く。そこに刺さっていたのは、




　一ひと振ふりの長剣。
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　大聖堂の床ゆかに、光を帯びて突つき立つ、流れるような反そりの長剣。銀色の鞘さやに黒い縁ふち取どりで、それはかつて彼も手にした──

『天空乃瞬ウインザー』。

「え……？」

　なぜ、それがここにあるのか。とっさに理解できない。今、『天空乃瞬ウインザー』はエリオットの攻こう撃げきをたしかに弾はじいた。彼を守るために。

　──聖せい剣けんは、主人の魂たましいの呼び声に反応する。どれほどの距きよ離りがあっても、持ち主が真に必要とするときはいつでも馳はせ参じる。そういうもんじゃ。

　魂の叫さけびに呼こ応おうし、たった今、聖剣『天空乃瞬ウインザー』はここに降こう臨りんした。二千年前、初めて世界に出現したときと同じように、雷光を従えて。




「来い、天空乃瞬ウインザー……ッ!!」




　レベンスが叫ぶ。聖剣が空気を切り裂さいて飛んでくる。それを手のひらで受け止めると、彼は居合いの構えを取る。「ク……聖女乃証クローデイア！」と剣けん聖せいも焦あせったように叫ぶ。

　だが、速かったのはレベンス。『天空乃瞬ウインザー』を鞘さやから引き抜く、その刹せつ那な。




　世界は変へん貌ぼうした。




　聖剣に手を掛けた瞬しゆん間かん、すべての感覚が拡大し、拡かく張ちようし、爆ばく発はつした。鞘から引き抜いた刀とう身しんから瀑ばく布ふのような光が噴ふき出し、それは彼をすさまじい勢いで飲み込んでいく。刀身が抜き放たれるその一刻一刻が、静止画のごとく時を刻み、神しん速そくの抜ばつ刀とう術じゆつは彼自身を加速させ、それと引き換かえに周囲の事物をゆっくりにさせる。

　驚おどろいたことに、エリオットが鈍どん重じゆうに見える。その動きは彼よりもはるかに遅く、ゆっくり、ゆっくりと近づいてくる。時が止まったような世界で、すべての事物を丸ごと支配し、圧あつ倒とう的てきな速度で相手を凌りよう駕がし、限界まで研とぎ澄すまされた鋭えい敏びんな感覚をもって──

　抜き放たれる世界最速の一いち撃げき。

　それは爆発だった。刀身から放たれる衝しよう撃げき波はは、巨大な光の龍りゆうとなって剣聖を丸まる呑のみし、それは床を粉こな々ごなに吹き飛ばし、瓦が礫れきとともに剣聖が舞まい上がり、その勢いはなおも収まらず大聖堂の天てん井じようを破は壊かいし、舞まい上がった瓦礫は天地を逆にして次から次へと吹き飛んでいく。その一部始終を圧倒的な加速感と全能感の中で彼は克こく明めいに見届ける。

　吹き飛んだ天てん井じようの瓦が礫れきが、天地の理ことわりを思い出したように落下を始めたとき、やっと彼の感覚は元に戻り始める。世界は速さを取り戻し、穿うがたれた大聖堂の天井からは剣けん聖せいが再び姿を現し、その体は激しく床ゆかに叩たたきつけられる。

　一いち撃げき必ひつ殺さつ。

　その言葉にふさわしい破は壊かい力りよくを持って、聖せい剣けんによる初めての抜ばつ刀とう術じゆつは終わった。あたりを包んだ膨ぼう大だいな光が霧む消しようしたとき、そこには大聖堂の床をあらかたえぐり飛ばした凄すさまじい光景が広がっていた。がらんと開いた頭上の夜空が、その衝しよう撃げきの凄まじさを物語り、聖剣最速の一撃をもろに食らったエリオットはぴくりとも動かない。

　すげえ……。

　彼は自分の手にした剣を見つめ、それからあたりの破壊され尽つくした光景を眺め、驚きを隠かくせない。

　これを、俺おれが？

　手にした聖剣はまだ白い燐りん光こうを帯びていたが、それは役目を終えたように徐じよ々じよに薄うすれていく。手に残る圧倒的な感かん触しよくと、羽のように軽く感じる聖剣、体に満ちる充じゆう足そく感かん。そのすべてが初めての感覚だ。

　彼は驚きも束つかの間、ハッとしてすぐに周囲を見回す。エリザはぴくりとも動かないで倒れている。

「エリザ……！」

　レベンスは急いで駆かけ寄る。抱き起こすと、少女はうっすらと目を開く。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　問いかけに、少女は小さくうなずく。見たところ、顔色は悪いものの、その体に外がい傷しようは見当たらない。彼はほっと一息を吐つく。

「ほら、つかまれ」

　彼は少女をおんぶして立ち上がる。

「小こ僧ぞう……ようやった……」

　よろめきながら、ヴァリエガータが立ち上がる。

「し、師し匠しよう！　大丈夫なのか!?」

「わしは不ふ死じ身みじゃと言っただろう……ぐっ」

　ヴァリエガータは一度血を吐はく。

「お、おい、どこへ……」

　レベンスの脇わきを通り過ぎ、ヴァリエガータはエリオットの元に歩いていく。相手はまだ倒れたままだ。

「聞こえるか、エリオット」

「う……」

　エリオットがうっすらと瞼まぶたを開く。脇わきでは『聖女乃証クローデイア』がほのかに光り、その傷は早くも塞ふさがり始めている。

「おぬしは戦い過ぎた。……今は休むがよい」

　エリオットは答えない。ただ、その瞳ひとみがおぼろげに光る。

「いつか分かり合えたら、そのときはゆっくりと茶ァでも飲もうぞ」

　エリオットは血を滴したたらせながら、

「そ……、そんなときは……」

　絞しぼり出すように言い返す。

「ぜったい、来ません……」

「来るさ。……お互い、生きていればな」

　ヴァリエガータは少しだけ微笑ほほえみ、踵きびすを返して歩き出す。

「う……」

　エリオットがうめく。一ひと筋すじの涙なみだが頬ほおを流れる。それが、ふがいない自分を嘆なげく涙なのか、それとも旧友の言葉に心を動かされたゆえなのかは、レベンスには分からなかった。

　信者たちは遠巻きに眺めている。誰だれもがエリオットの敗北が信じられないらしく、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。

「小こ僧ぞう、今のうちに行くぞ」

「ああ」

　三人はその場を後にする。レベンスはエリザを背せ負おい、ヴァリエガータは落ちていた聖剣『聖女乃証クローデイア』の片方のみを外して肩に担かつぐ。

　大聖堂の外に出ると、あたりはすっかり暗くなっていた。
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　揺ゆれる波間に漂う、一いつ艘そうの小舟。

　だんだんと島が遠ざかっていく。かがり火は闇やみの中に整せい然ぜんと並ぶが、それもやがて星のような瞬またたきとなって霞かすんでいく。

　レベンスは両手で櫂かいを使い、舟が揺れすぎぬように慎しん重ちように漕こぐ。エリザはヴァリエガータの膝ひざ枕まくらでぐったりと眠っている。

　聖剣『聖女乃証クローデイア』はヴァリエガータがしっかりと抱かかえている。二つに分ぶん離りしたうちの片方のみだが、これでも『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』の修しゆう復ふくには問題ないはずだ。

「まだ、信じられないな……」

　彼は自分の腰に差した聖剣『天空乃瞬ウインザー』をちらりと見る。

「こいつが、急に現れるなんてさ。だってサンデリアーナの家に預けたままだったよな？」

「それにはわしも驚おどろいた。主あるじの呼び声に応えるのが聖剣というものだが、今回はいくらなんでも遠すぎる」

「だよな……」

「もしかしたら……」師し匠しようは弟で子しをじっと見つめる。「おぬしは、底知れぬ才能の持ち主かもしれんな」

「よ、よせよ」

　レベンスは視線をそらし、少し照れると同時に、複ふく雑ざつな想いを抱いだく。

　今回、勝てたのは自分の力ではない。たまたま幸運にも聖剣が飛んできてくれて、それを闇やみ雲くもに振るったらなんとか命中した──本当にそれだけだ。ひとつ間ま違ちがえば、というよりも、普通に行けば今ごろ間違いなく死んでいたはずだ。

「師匠」

「なんじゃ」

「俺おれさ……」

　レベンスはエリザを見ながら言う。

「聖剣を使ったことで……」少女はよく寝ている。「いずれ、『剣けん魔ま』になってしまう。そういうこと、だったよな？」

「……うむ」

　ヴァリエガータは表情を曇くもらせたが、それでも小さくうなずく。

　レベンスはこの際だからはっきり聞いておこうと思った。

「だとしたら、それっていつごろだ？　俺は、その……」

　レベンスはぐっと拳こぶしを握る。

「いつまでに、自分に『決着』を付ければいい？」

「今すぐ、と言うたら、ここで死ねるか？」

　ヴァリエガータが真剣な顔で聞き返す。彼は一いつ瞬しゆん、ごくりと唾つばを飲んだが、「ああ」と答える。

「もし、それが今なら、やるしかない……」

　彼は答えてから、自分の心しん臓ぞうがどくりと鳴ったのを感じた。

　死ぬのは怖い。それは誤ご魔ま化かすことのできない現実だ。

　だが、それでもやるしかない。自分はそれだけのことをしでかし、そして、死はその代だい償しようだ。

　師し匠しようは弟で子しを見つめ、

「ふむ……、良い覚かく悟ごじゃ」

　と言った。

　それからこう続けた。

「でもな小こ僧ぞう、たった一度の抜ばつ刀とうで剣魔になるというのは、いささか早急な話ではないか？」

「……？　どういう意味だ？」

「回数を使わなければ、もしかしたら……これはあくまで、わしの推すい測そくだが……あるいは、人としての寿じゆ命みようを先に全うできることも、あるやもしれん」

「……え？　それって……」

　レベンスが見つめ返すと、師匠は静かにうなずき、「つまり──」と続ける。




「希望は捨てるな、ということじゃ」




　大きな力を使った代償は大きく、レベンスは生しよう涯がい、重い宿命を背せ負おうことになった。

　ただ、師匠のその言葉は、文字通りの一いち縷るの希望となって、彼の心にわずかな安らぎを与える。

　エリザは静かに眠っている。

　目が覚さめたら、今回のことをなんと説明しようか。

　徐じよ々じよに近づく対岸を見つめながら、彼はこれからのことを考えていた。
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「では、始めます」

　マトリカリアのとある宿。

　三人はサンデリアーナと夜のうちに合流し、さっそく剣の修しゆう復ふく作業へと移った。

　テーブルには今、二本の剣が並べられている。一本はエリザの折れた剣『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』、もう一本は強ごう奪だつした聖せい剣けん『聖女乃証クローデイア』。

「以前にもお話ししたとおり、『身の代しろ』という方法で、エリザさんの剣にこびりついた『残ざん滓し』を移し替えます。よろしいですね」

　レベンスとヴァリエガータがうなずく。エリザ自身は横になり、苦しげに息をしている。

　台には円形の紋もん様ようが描えがかれ、その中にはびっしりと見慣れぬ文字が書かれている。それは剣の修復というよりも呪じゆ術じゆつを思わせる。

「では……」

　サンデリアーナは『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』を持ち上げると、『聖女乃証クローデイア』にぴったりと重なるように置く。折れた切っ先も合わせて置き、その後は卓上の袋ふくろから金きん属ぞく片へんのような粉を取り出す。そして、剣の切断面にさらさらと振り掛ける。

　そこまで準備を終えると、サンデリアーナはレベンスに目配せした。

「ほら、エリザ」

　レベンスは少女を揺ゆする。やがて、「ん……」と少女が目を覚さます。

「失礼しますね」

　サンデリアーナはエリザの手を取り、その指先に小刀を当てる。ちくりと指先を刺すと、ボタボタと少女の鮮せん血けつが剣の上に落ちる。

　その瞬しゆん間かん。

　漆しつ黒こくの大剣に異変が起きた。ぶるりと刀とう身しんが震ふるえ、表面の赤い紋もん様ようが蠢うごめく。それは閉じられた瞼まぶたのような形になり、実際にカッと見開かれる。それはエリザがドラセナと戦ったときにも見せた変化と同じだった。

　見開かれた目玉はギョロリと動き、やがて目の前に立つエリザに目を留とめる。ニイッとした感じで目を細めたあと、その瞳ひとみが血走り、興こう奮ふんしたように眼がん球きゆう部分が盛り上がる。

　すると、黒い刀身の切断面から、ふわりと青い光が浮かび上がった。その光は、すぐ真下にある十じゆう字じ架かに吸い込まれていき、その様よう子すはどこか、エリオットが信者の病気を治ち癒ゆしたときに似ている。

　そして剣に現れた目玉は、眠そうに閉じられた。

　時間が経たつ。

「終わったのか」

「しっ」

　サンデリアーナが指を唇くちびるに当て、剣を注視する。

　その後、『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』はまるで生き物のようにカタカタと震ふるえ、切断面の部分が自みずからくっついた。磁じ石しやくに金属を近づけたような現象だ。

　若き金きん髪ぱつの鍛か冶じ屋やは、大剣の様子をじっと観かん察さつする。切断面だった箇か所しよをしばらく眺め、それから真下にある『聖女乃証クローデイア』を確かめ、ふうっと息を吐はく。




「成せい功こうです」




　　　　○




　凄すさまじい剣けん舞ぶの嵐あらし。

　大木に光の線が幾いく重えにも走り、それは一いつ瞬しゆんでバラバラになる。黒い光が流星のごとく行き交う光景は、魔ま術じゆつのような不ふ可か思し議ぎさと芸術のような美しさが同居している。それは使い手の少女が強く、美しく、謎なぞに満ちていることと似ている。

「あー、だめだめ！　それじゃ斬きってるだけじゃ！」

　ヴァリエガータの怒声が飛ぶ。

「さっきも言ったじゃろ。そんなことでは剣けん聖せいは倒せんぞ」

「でも、今まで、倒したし」

「それはただのまぐれじゃ。デュランダルにこてんぱんにされたのを忘れたのか」

「む……」

　エリザはほっぺたを膨ふくらませ、分かりやすいくらいのふくれっ面つらになる。

　サンデリアーナの工房に戻り、はや一週間。エリザは完全に復調し、今までの分を取り戻すようにがむしゃらに剣を振るっている。そこにヴァリエガータが目を付け、今ではすっかり指し導どうに夢中になっている。一番弟で子しのレベンスに続き、二番弟子の誕たん生じようだった。

「よいか、『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』は本当に強力な武器じゃ。それは聖せい剣けんと比べても何ら遜そん色しよくがない。しかし、力押しだけでは限界がある。小童には必要なのは力ではなく、緩かん急きゆう。分かるかの？」

　ヴァリエガータは滔とう々とうと説明する。エリザは真剣に聞いているが、話が難むずかしいらしく目を白黒させる。

　こりゃあ先が思いやられるな、と思いつつも、レベンスは少女の姿を見てどこか安あん堵どしている自分に気づく。勢いよく大剣をぶん回すエリザはとても生き生きとしていて、つい最近まで死にかけだったことが嘘うそのようだ。

　本当によかった、と改めて思う。エリザが助かったことが心しん底そこ嬉うれしく、そして誇らしい。ずっと感じていた無力感が、今は少しだけ和やわらいだ気がする。ただ、その一方で心の底に巣す食くう罪ざい悪あく感かんも消えたわけではない。エリオットの聖剣を奪ったことで、助かるはずだった病気の信者たちはこれからも病に苦しむことになる。何より、いずれエリオットとは再戦しなくてはならない。剣けん魔ま化かという最悪の結末を防ぐためとはいえ、やはりそれは心の痛むことだった。

　そんなふうにこれまでのことを振り返っていると、

「いつ……っ」

　ずきっと腕に痛みを覚え、彼はうめく。

　聖剣『天空乃瞬ウインザー』を使ったあの日から、彼は今まで味わったことのない痛みを腕に感じていた。まだヴァリエガータのように黒い血けつ管かんが浮き出たりはしていないが、それがただの筋肉痛ではないことは分かっている。

　それは聖剣を使う者の宿命。

　本当はエリザとともに修しゆ行ぎようしたいが、それができない訳わけがこれだった。

　エリザにはまだ、このことを伝えていない。少女は衰すい弱じやくしていたときの記き憶おくがところどころ抜けているらしく、剣聖エリオットとの戦いもしっかりと思い出せないと言う。それはレベンスにとっては好こう都つ合ごうだったが、一方でエリザとの間に秘ひ密みつができてしまった、ということでもある。

　彼は手を見つめ、軽く握り締しめる。

　力を手に入れた。大切な者を守れた。ただそれは、彼自身の未来と引き換かえにした代だい償しようでもある。ヴァリエガータはまだ希望があるような話をしてくれたが、それは何かを保ほ障しようしてくれたわけではもちろんない。

「みなさーん、お茶が入りましたよー」

　サンデリアーナの声が聞こえる。

「小こ童わつぱ、ちょいと休きゆう憩けいじゃ」

　ヴァリエガータがうーんと大きく伸びをして、家へと引き上げていく。エリザは少しだけ小首を傾かしげ、まだ物足りないような顔をして大剣を見つめている。

　そのときだ。

　──！

　レベンスは目を見張った。エリザの剣に、赤い紋もん様ようが蠢うごめき、ギョロリと『目玉』が浮き出た。それは剣の修しゆう復ふくのときにも見た現象。

「え……？」

　驚おどろいて瞬まばたきをすると、目玉はすでに消えていた。

　気のせいか……？

　彼が不ふ審しんげに見ていると、

「レベンス……？」

　エリザがこちらの視線に気づく。そして少女は剣を鞘さやに収め、とてとてと歩いてくる。

「どうした、の？」

「いや、別になんでもねぇ」

「…………」

　少女はレベンスを見上げ、しばらくじっと見つめる。大きな瞳ひとみが彼を映す。

「なんだよ」

「あ……」

　エリザは何か言いかけ、いったん唇くちびるを閉じ、もごもごと言いづらそうなそぶりをした。

　なんだ？

　妙な様よう子すの少女に、彼は眉まゆをひそめる。

「えっと、その、わたし……」

「……？」

「まえに、えと、スープ、こぼして……」

「は？」

「レベンス、に、ひどいこと、いって……」

　彼は思い出す。エリザが弱っていたころ、力が入らなくて少女はしょっちゅうパンを落としたり、スープをこぼしたりした。それで世話を焼こうとしたレベンスと、ちょっとした口こう論ろんになったことがある。

「まだ、……けんか、した、まま、で……」

　少女はもぞもぞと太ももを動かし、言いにくそうに告げる。

「だから、そのね……」

　エリザは顔をそっぽに向けたまま、右手を差し出す。

　ああ、と彼は少女の意図を理解する。これは仲直りの握あく手しゆをしたいということだろう。

「そういや、そんなこともあったか……」

　レベンスは今の今まで喧けん嘩かのことなどすっかり忘れていた。言われてみれば、まだ仲直りをしていなかった気もする。

　エリザはまだそっぽを向いている。ちらりと横目で彼を見て、視線が合うと慌あわててそらす。素直なのか、強ごう情じようなのか。こういうところがよく分からないし、でも出会ったときから変わっていない。

　レベンスは差し出された手を見つめ、少しからかってやりたくなる。

「じゃあ、何か『お詫わび』をくれ」

「……え？」

　エリザはきょとんとする。

「俺おれがせっかく親切にしてやったのに、あのときおまえは俺の手を払いのけたよな。悪いと思ってるなら、何かお詫びが必要だろ？」

　彼が条件をつけると、エリザは途と端たんに困ったような顔をした。何度も瞬まばたきをして、それから首をひねり、真ま面じ目めに悩なやんでいるのがよく分かる。レベンスはそんな少女の百ひやく面めん相そうを見つめながら、こいつは本当に騙だまされやすいなあ、と思う。あの喧嘩も、どちらが悪いとかそういう話ではなかったはずだが、目の前の少女は本気で悩み、懸けん命めいに『お詫び』を考えている。

　しばらくの間、エリザはずっと悩んでいた。

　それから、いかにも閃ひらめいたというふうに、パッと顔を明るくした。

「レベンス」

「なんだ」

「ちょっと、かがんで」

　少女は手を動かし、彼にかがむように頼たのむ。「何をする気だ……？」と不ふ審しんに思いつつも、彼は言われたとおりにかがむ。

　すると。










　ちゅ。
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「へっ!?」

　突とつ然ぜん、頬ほおに柔やわらかい感かん触しよくを覚え、レベンスはびっくりして顔を上げる。すると、そこには得意げな顔の少女がいた。恥はずかしがるそぶりは微み塵じんもなく、自分の思いつきを誇っているような笑顔。

「おわびの、しるし」

　少女はそう言うと、ぱたぱたと駆けていく。向こうからは「小こ僧ぞうー、小こ童わつぱー。茶が冷めるぞー」とヴァリエガータの声が聞こえる。

　彼は頬を手で触さわり、今度は自分がきょとんとした。




　　　　○




　同時刻、マトリカリア。

　街から水平線を眺ながめると、うっすらと小さな陸地が見える。教会島フオル・ランと呼ばれるこの聖地には、大陸最大級の宗教施設『コンスタンス大聖堂』があり、今は修しゆう復ふくのために足場が組まれている。

　剣けん聖せいエリオットはその日も大聖堂で祈いのりを捧ささげていた。聖せい剣けんの半分を奪われるという大事件から数週間が経たち、信者たちは動どう揺ようし、今ではいったん港まで引き上げる者も少なからずいた。エリオットは決して引き止めず、信者たちの好きなようにさせた。また、依い然ぜんとしてエリオットを慕したい、たとえ『天てん癒ゆ乃の儀ぎ』がなくてもここに留とどまりたいという信者も多くいた。一番割りを食ったのは巡じゆん礼れい旅りよ団だんで、『天癒乃儀』が中止になったことを受けてさっさと旅団を畳たたむ者も多かった。

「ふう……」

　エリオットは祈りを終えると、膝ひざを上げ、よろりと立ち上がる。

　聖剣を奪われるという大だい失しつ態たいに、彼女は忸じく怩じたる想いで祭さい壇だんを見つめる。二つある十じゆう字じ架かのうちの半分は手元に残ったものの、残る半分は剣聖殺しの一味に奪われた。これでは『天癒乃儀』を行うこともできないし、次代の剣聖に継けい承しようすることもできない。なんとしても奪い返しにいかなくてはならないが、いかんせん体を蝕むしばむ病びよう魔まは長旅を許さない状じよう態たいだった。行くにしても、一人ではおそらく返り討うちに遭あう。

　だから彼女は手を打った。それは信しん頼らいできる仲間の救きゆう援えん。早ければ今日きようにでも──

　そこで礼れい拝はい場じようの扉とびらが開いた。

「あ……」

　エリオットは、入ってきた人物に目を見張る。

「驚おどろきました。てっきりデュランダルが来るかと……」

「…………」

　その人物は、無言で彼女のほうへと歩いてくる。

　あれ、変だな……と思いつつも、エリオットは相手がやってくるのをその場で待った。

　相手と向かい合うと、彼女は説明を始めた。

「お手紙にも書きましたが、相手の素す性じようは分かっております。剣聖ヴァリエガータと、彼女と行動を共にしている『剣聖殺し』の一味です」

「…………」

　相手は無言で聞く。

「あと、わたしが不覚を取った相手は、長身の男性でした。その者は、驚いたことに『天空乃瞬ウインザー』の使い手で、男性なのに聖剣が使えるのも前ぜん代だい未み聞もんですが、あるいは彼こそが『剣聖殺し』なのかもしれません」

「…………」

「それで、お恥はずかしい話ですが、私は体調がすぐれず、一人ではとても聖剣を取り戻すことができません。こんなことを言うのは剣聖失格と承しよう知ちで頼たのみます。どうか、私と同行して下さい。そして二人で『剣聖殺し』の一味を倒しましょう」

「…………」

　そこで相手は、小さくうなずいた。口元に微び笑しようが浮かぶと、エリオットは少し安心した顔になる。

「今日きようはゆっくりしていってください。落ち着いたら、今後の作戦を練ねりましょう」

　そこで彼女は気になっていることを尋たずねた。

「しかし、どうして今日はずっと黙だまっているのですか？　いつもと──」

　そのとき、何か腹部に重い衝しよう撃げきが走り、彼女は言葉を失った。

　見れば、腹には深々と大きな物体が突つき刺さっている。

「う、あ……っ!?」

　その剣にはもちろん見覚えがある。持ち主の身の丈たけを超える二つの刃やいばが、交差するように組み合わさり、持ち手のところは湾わん曲きよくしてリング状になっている。

　それは巨大な鋏はさみ。

「報復乃鋏フラガラツハ」

　名前を呼ばれると、剣はエリオットの体から抜け、主あるじの手へと戻った。その途と端たん、穿うがたれた腹部の傷きず口ぐちから盛せい大だいに血が噴ふき出す。

「がはっ……！」

　エリオットが崩くずれ落ちる。

　傷口は早くも治なおり始めるが、それでもすぐには立てない。倒れこんだ彼女は「どうして……」と驚きよう愕がくの表情で疑問を口にする。

　相手は冷ややかに彼女を見下ろし、なおも巨大な鋏を振りかざす。

「……っ!?」

　次の瞬しゆん間かん、空中に一ひと筋すじの光線が走り、巨大な鋏が──




　エリオットの首を切断した。




　遺い体たいからは火山のごとく鮮せん血けつが噴ふき出し、大聖堂の白い床ゆかを真っ赤に染そめていく。その人物は、床に転がるエリオットの生首に手を伸ばし、桃もも色いろの髪かみの毛をわしづかみにしてぐいっと持ち上げた。驚愕の表情をしたエリオット、その首からボタボタと血が垂たれる。

　眼がん前ぜんには途と方ほうもない血の海と、首のない惨ざん殺さつ死体。

　殺人者は、無感情な瞳ひとみでかつての同どう胞ほうの変わり果てた姿を見つめる。

「さようなら、エリオット・コンスタンス」




　この日の夜、大聖堂で剣けん聖せいエリオットの首なし死体が発見される。

　それは『剣聖殺し』の仕し業わざとして、瞬またたく間に世界中に広がるのだった。


（了）









　あとがき




　師し匠しよう。

　この言葉を聞くと、私の胸には一つのイメージが思い浮かびます。

　ときに厳きびしく、ときに優やさしく。弟で子しをしごきながらもそこには確かな愛情があり、でも普段はそんなことは決して口に出さず、飄ひよう々ひようとしながらもその行動は深い経験に裏打ちされている。もちろんその剣けん腕わんは達人中の達人であり、過去に幾いく多たの修しゆ羅ら場ばを乗り越え、胸に秘めた哀かなしみは誰だれよりも深いのに、決して顔には出さずにいつも微笑ほほえんでいる。浮うき世よ離ばなれしつつも、変なところで俗ぞくっぽく、お酒が好きで、人生を大いに楽しみつつも、いざというときは弟子のために己おのが身を投げ出せる。私が「師匠」という言葉から思いつくイメージは、そんなふうに大物感と人間味に溢あふれる人物像です。

（以下、本編のネタバレが入ります）

　本作では、ヴァリエガータが師匠として登場します。若い二人を教え導みちびく、世話好きの老人。このキャラには、私の持つ「師匠」のイメージをふんだんに盛り込ませて頂きました。剣けん聖せいにして師匠、最年長にして最年少。作中のキャラにはそれぞれ愛着がありますが、ヴァリエガータはとりわけ思い入れが深いキャラです。




　以下、謝しや辞じです。

　師匠といえば、私も多くの方々に助けられてきました。とりわけ、私のオタク道の師匠であるＫ先せん輩ぱいには多くのイケナイことを教えて頂きました。Ｋ先輩、印いん税ぜいが入りましたら一いつ杯ぱいおごらせてください。そしてまた秋あき葉は原ばらをいっしょに歩きましょう。

　担当編集の土つち屋や様と荒あら木き様。このたびも粘ねばり強く改かい稿こうに付き合って頂き、本当にありがとうございます。また、イラストレーターのファルまろ様からは、一巻に引き続き素す晴ばらしいイラストを頂ちよう戴だいいたしました。今回もエロかわいいエリザをありがとうございます。

　この本の制作・販売に携たずさわったすべての皆様に、この場を借りて厚く御おん礼れい申し上げます。

　そして読者の皆様。一巻に引き続き、この二巻を手にとって頂きまして誠にありがとうございます。単巻完結の多い私にとっては、これが初の二巻となります。剣けん劇げきといい二巻といい、何かと初挑戦の多い本シリーズですが、もうしばらくお付き合い頂ければ幸いです。





二○一四年六月　伯お母ばさんの喜き寿じゆを祝いわいながら　松まつ山やま 剛たけし









[image: ]







松まつ山やま 剛たけし

しばらく歯医者に通うことになり、憂鬱な気分の著者（東京都出身）
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ファルまろ

５月16日生まれ、神奈川の豆腐が美味しい所に住んでいます。

引き続き２巻もイラスト担当させて頂きました！

お茶とコーヒー大好き人間です。

最近はお茶２・コーヒー８くらいな感じで飲んでいます。

よろしくお願いします！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「松山 剛先生」係

「ファルまろ先生」係











本書は書き下ろしです。
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白はく銀ぎんのソードブレイカーII




―不ふ死じ身みの剣けん聖せい―








松まつ山やま 剛たけし
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